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　　　プロローグ





　何な故ぜ、罠わなを張るのかと彼女は尋ねた。

　バルコニーから吹き込む冷たい夜風に星色の髪を揺らし、海色の──さめた瞳ひとみで、彼を静かに見つめながら。

　彼をそんな風に正面から見据える人間は、この地球上に多分もう、彼女一人きりしかいない。

　そして、それを栄誉だとも、恐れ多いとも、彼女は思っていない。

　彼は彼女に、そうした感情を与えなかった。

　だからこそ、彼女を不ふ遜そんだと罰することも、彼女の透明な眼まな差ざしに胸を甘くとどろかせることもない。

　彼もまた淡々と答える。



　──罠を張るのは、忠誠を試すため、裏切り者をあぶり出すため。








　そして、殺される前に、殺すためだと。

















　一章　僕の、相当に不本意な選択





「古代ギリシアの偉大な哲学者ソクラテスの妻は、悪妻だったそうですね。ソクラテスをやかましく怒鳴りつけ、頭から水を浴びせるような──こんな妻に対してソクラテスは、雷の後には雨がつきものだと、平然と語ったそうです。そう、彼はこんな風にも言っていますね。ぜひ結婚をしなさい。良い妻を得れば幸せになれる。悪妻を得れば、自分のように哲学者になれると」



「嫌だね」



　梅雨に入り、朝から細かな雨が鬱うつ陶とうしく降る、登校途中。

　高台にそびえ建つ高校へ続く、長い長い坂道を、ダークグレイの傘を、しかめっ面で握りしめながら、永なが野の歩あゆむはこれ以上ないほど不機嫌そうな声で、そう答えた。

　歩の隣では、腰まで届く星色の髪を揺らめかせた入いる海みルーメが、あざやかなオーシャンブルーの傘を差し、背筋をすっと伸ばして歩いている。

　雨でしっとりと濡ぬれた坂道は滑りやすく、歩は転ばないように、前のめりで慎重に足を踏み出しているが、ルーメの足取りは普段と変わりなく、優雅で自然だ。

　歩よりも少し背が高く、腰の位置はさらに高く、手足が長い、モデルのようなスレンダーな体型で、色白である。ほっそりした首の上の顔は小さく、人形のように整っている。

　そんな、都会でもまれな美少女が隣にいて、自分に話しかけていたら、普通の高校二年生の男子ならドキドキして足がもつれて、二、三度すっ転んでいるかもしれない。

　が、歩はますますしかめっ面で断言した。



「つか、絶対無理」



「ご自分の可能性を、早々に否定なさるものではありません。未来のヒズ・マジェスティは、不可能を可能にされたおかたでした。どうかソクラテスになって、未来の地球を救ってください」

　美しいが感情のこもらない声が、根気強く説得する。

　けど。

「堀ほり井い芹せり乃のと恋人になるなんて、僕にソクラテスの忍耐力と哲学愛があっても無理ゲーすぎだ。てか、ソクラテス、毒人にん参じんの杯をあおって獄中死とかしてるし」

　この頃ごろ、前よりほんの少しだけ、低く大人っぽくなった声で、きっぱりはっきり、言ってやる。

「人間、毒人参を丸まる呑のみする覚悟で物事に取り組めば、何事も成就可能ということです」

「毒人参丸呑みしたら、普通に死ぬから」

　何な故ぜ、朝から美人の上級生と、不毛なやりとりを延々と繰り返しているのかといえば、歩あゆむの左手に理由がある。

　正確には、薬指にぐるぐると巻き付けられた、真っ白な包帯の下に──。

　そこに、いまいましい指輪が、はまっている。

　鉛色のごつい指輪は、上の部分が抜き身の剣つるぎの形をしている。



　──ユア・マジェスティは、未来において偉大な魔法使いになり、地球を征服し、守護する救世主となるかたです。



　すけすけの白いドレス（のちに寝間着だと判明した）に身を包んだルーメが、魔法陣から現れ、歩にそう告げたのは、先月のことだ。

　来年の三月十四日、エウレカと呼ばれる星が地球に接近し、人類は魔法に目覚めるのだと。

　そのエウレカの恩恵を、世界中の誰だれよりも強く受け、人類最強の魔法使いとして覚かく醒せいするのが歩で、短期間のうちに地球の支配者にまでのぼりつめ、魔法帝国を築き上げると。

　ここまででも、かなりうさんくさく、オカルト好きで中二病をわずらっていた歩でも、（おいおい、盛りすぎだろ）と、引いてしまうレベルだが、さらにルーメが告げるところによれば、そのあと宇宙から人類の敵が攻めてきて、地球は滅びの危機に瀕ひんしているというのである。

　未来の歩は、人類を守るため戦ったが、愛の力が足りなかったため敗れてしまう。

　そんな悲惨な未来を変えるべく、未来の歩の側近であるルーメは、この時代にやってきた。



　──一番強い魔法を完成させるため、ユア・マジェスティは五つのテーゼを得なければなりません。



　──テーゼとは肯定的命題であり、未来を明るく照らす道しるべとなるもの。



　そうして、唖あ然ぜんとする歩の前に、五つの指輪を浮かべた。

　上部がそれぞれ、翼、剣つるぎ、十字架、林りん檎ご、髑どく髏ろの形をした指輪は、歩あゆむが手に入れるべき“〝憧しよう憬けい”〟“〝敵対”〟“〝聖域”〟“〝戯たわむれ”〟“〝傾国”〟の五つのテーゼをあらわしており、それを象徴する女性と歩が相思相愛になることで、歩の体内に取り込まれ、力になるのだと。

　最初のテーゼ“〝憧憬”〟は、今、歩の心の深い部分に、甘酸っぱい切なさとともに存在している。

　それを得るために、はじめて女の子とつきあった。

　嬉うれしいことや恥ずかしいことがたくさんあり、同じくらい辛つらいことや苦しいこともあった。

　そうした経験を経て、歩にとって、ルーメの語る未来の光景は、中二病仲間の絵空事ではなく、近い将来訪れる現実になったのだ。

　歩の中にも、救世主としての自覚が芽生えた。



『さぁ、次へ行こう』



　校舎の屋上で、初夏の涼しい風に長い前髪をそよがせながら、クールに告げたのは、数日前だ。

　あのときの歩は、静かな使命感に満ちていた。

　が。



『第二のテーゼ“〝敵対”〟は、ユア・マジェスティのクラスメイト、堀ほり井い芹せり乃の嬢です』



　前回と同じように、空中で激しく回転する四つの指輪のひとつ──剣の指輪が炎上し、歩のほうへ向かってきて、それが歩の左手の薬指に、かっちりとはまり、ルーメが理知的な淡々とした声で、そう告げたとき。

　青白く燃える指輪を愕がく然ぜんと見おろし、歩は叫んだのだった。



『ありえねー！』



（そう、ありえない）

　つるつると滑る坂道を、慎重に進みながら、歩は心の中で今一度、唸うなった。

（堀井と僕がつきあうなんて、マングースとハブが手を繋つないで、遊園地へ行くようなものだ）

　この場合、凶暴なマングースが芹乃で、陰湿なハブが歩である。そもそもハブには、繋ぐ手がない。

　そのくらい、堀ほり井い芹せり乃のと恋人同士になるなんて、不可能だ。

　歩あゆむと同じ二年生でクラスメイトの堀井芹乃は、モデルのバイトもしている美人で、校内ではちょっとした有名人である。

　勝ち気そうにつり上がった目や、生意気そうに尖とがった唇が印象的で、明るい茶色の髪はさらさらと肩にかかり、体型はスレンダーで、話しかたも動作もきびきびしている。

　が、歩はもともとギャル系の女子は好みではないし、芹乃に関しては中身も最悪だった。



　──永なが野のの分際で、あたしの視界に入らないでよ！



　と、理不尽にキレられたり、



　──その前髪、うっとうしい！　切れ！



　と、余計なお世話な文句を言われたり、



　──髑どく髏ろの消しゴムとか、死に神の鎌かまつきシャーペンとか、信じられないっっ！　なんで永野なんかと同じクラスになっちゃったのよぉぉぉ！



　と、ぶるぶる震えながら嘆かれたり。

　そこまで徹底的に虐げられて、そうした相手に好感を持てる男が、いるものだろうか。

　否！

（僕は、マゾじゃない）

　なので、堀井芹乃にわめかれても、ちっとも嬉うれしくない。

（なのに、堀井が二番目のテーゼだなんて）

　包帯を巻き付けた薬指を、苦々しい気持ちで見おろす。

　指輪は、歩が攻略対象である異性と相思相愛になるか、またはまったく望みなく破局するかしなければ、決してはずれない。

　それも一度目のテーゼで、経験済みだ。

「ソクラテスが亡くなった四月二十七日は、妻のクサンティッペにちなんで、悪妻の日となっています。クサンティッペは、ソクラテスが自害する前に、子供たちとともに牢ろう屋やを訪れ、泣きわめいて止めたそうですよ。悪妻と呼ばれても、実際はきっと夫を、深く愛していたのでしょうね」

　ルーメはまだ、歩への説得を続けている。

　てか、クサンティッペが牢屋でぎゃーぎゃーわめいたから、ソクラテスは、もうこんな妻にはつきあってられないと思って、毒人にん参じんの杯をあおいだんじゃないのか。

　クサンティッペが、ソクラテスを追いつめたんじゃないのか？

「悪妻の話はもういいよ。それに、堀ほり井いは僕が毒人参を丸かじりしても、泣いて止めたりしないけどね」

　もっと食いなさいよと、口の中に人参を何本も押し込まれるイメージしか浮かばない。

「それは実際におつきあいしてみなければ、わかりません」

　ルーメが冷静に食い下がる。

「おつきあいしてみたら、『ごんぎつね』を読んで、可愛かわいらしく涙を流される、優しいお嬢さんかもしれませんよ」

　読んだのかよ『ごんぎつね』！

　と、心の中で突っ込みを入れつつ、口をへの字に結んだまま黙っている。

　長い坂をのぼりきり、雨粒のしたたる校門をくぐり、傘についた雨粒を払う生徒でごったがえした昇降口に辿たどり着く。

　歩あゆむは二年生で、ルーメは三年生なので、ここでやっとお別れできる。

　ルーメはぎりぎりまで粘り、

「つきあうといっても、テーゼを得るまでのごく短い期間だけですから」

　と、淡々とした声で、シビアなことを言った。

（……）

　その言葉に、胸がちらっと波打つ。濡ぬれた傘を閉じながら歩が感じていたのは、苛いら立だちとか、やりきれなさとか、そんな気持ちだったかもしれない。

「仮に僕が堀井に告白しても、キモがられて一生ネタにされるだけさ」

　そっけなく言って、歩はルーメから離れた。



◇　　　◇　　　◇



「あ、おはよう！　アユアユ！」

　教室に入り席に着くと、隣の席の遥はる菜なが、歩のほうへくるりと体を向けて、朗らかに笑った。

　ふさふさしたやわらかな茶色の髪が、一緒にふわりと揺れ、大きな瞳ひとみにまぶしいほどの輝きがあふれる。

　そのきらめきに、また胸がズキッとし、嬉うれしいような淋さびしいような気持ちになりながら、

「おはよう、春坂すのさかさん」

　と、歩も挨あい拶さつを返す。

　遥菜はみずみずしいピンク色の唇を、ふふっとほころばせて、

「雨、なかなかやまないねー。でも梅雨に雨が降るのは、農家の人たちにはきっといいことだよねっ。校庭で、ラクロスの練習ができなくなるのは悲しいんだけど、校内でトレーニングするのも、新鮮で好きなのっ。ダッシュで階段の上り下りとか、やり出すと結構ハマっちゃって」

　と、明るく澄んだ声で語る。

「……今週は、ずっと雨らしいよ」

「そっか。筋トレ頑張ろ。あっ、アユアユ、リーダーの宿題、やってきた？」

「うん」

「ちょっと訳で、こんがらがっちゃったとこがあるんだけど、答え合わせさせて。アユアユの訳、センスあってカッコいいから」

「いいよ」

　英語のノートを広げると、遥はる菜なが嬉うれしそうに身を乗り出してくる。

　夏服のシャツの下に、タンクトップを着ているのだろうが、それでもブラの紐ひもがずれて、少しだけすけて見える。

　さらに、遥菜がノートの字を見るためかがむと、歩あゆむの位置から豊かな胸元がモロ見えになる。

（うわ……春坂すのさかさん、かがみすぎ）

　ほんの入り口だけだが、それでも真っ白な谷間に目眩めまいがして、血が頬ほおや頭に集中してゆくのを感じて、歩は慌てて顔を横に向けた。

「アユアユ？」

「春坂さんは、無防備すぎだ」

「え」

　きょとんとする遥菜に、

「……胸、見えてる」

　ぼそっと言うと、

「ええっ」

　と、焦ってのけぞり、みるみる頬を赤く染める。

「あ、あの、み、見えてるって……。あ、アユアユも、み、見ちゃった……？」

「ちょっとだし、ほとんど見てない。けど、春坂さんは、そういうとこ気をつけたほうがいいよ。僕が春坂さんの彼氏だったら、他ほかの男には絶対に見せたくないって、思うはずだから」

　横を向いたまま、早口でぼそぼそと言う。

　そのとたん、胸がしめつけられた。

　数日前、歩は遥菜の彼氏だったから。



　──春坂すのさかさんのそーゆーとこ、よくないよっ。男に対して無防備すぎ！



　遥はる菜なのような可愛かわいい女の子に、親しげにされたり、嬉うれしそうに微笑ほほえまれたりしたら、男なら誤解してしまうと、経験をふまえて説教する歩あゆむに、遥菜がしゅんと、目を伏せてしまったこと。

　そのあと、不器用なやりとりを経て、つきあいはじめたことや、みんなの前で、『アユアユ』『はるるん』と呼び合って、死ぬほど恥ずかしくて、けど幸せだったことや、ルーメが『つきあうといっても、テーゼを得るまでのごく短い期間だけですから』と言ったときの淡々とした声やさめた瞳ひとみを、交互に思い出し、ますます胸がぎゅーっとする。

　テーゼを得れば、それまでのことはリセットされ、相手の中から歩とつきあったという記憶は消され、別の記憶が上書きされる。

　遥菜も、クラスメイトたちも、歩と遥菜がカップルだったことを、覚えていない。

　記憶の改変が完了したあと、遥菜が、

『アユアユ』

　と、あたりまえのように呼びかけてきたときは、あたたかな気持ちになったけれど、歩のほうは遥菜を、

『はるるん』

　とは呼べない。

















　呼んだら、遥はる菜なへの想おもいがよみがえってしまって、次のテーゼを得るための恋なんて、とてもできない。

　だから、その呼びかたはしないと、心に決めた。

　もう、『はるるん』とは、決して呼ばない。

　けど、遥菜のために──遥菜が、ずっと笑顔でい続けられるように、五つのテーゼを得て、未来を救おうと。



　──僕は、救世主になる。



　冷たい月明かりに照らされた、風の吹く河原で、静かな海色の瞳ひとみで見守るルーメに告げた決意は、本物で。

　今だって、やっぱり遥菜のことが大好きで大切で、彼氏でもないのに、余計なことを言ってしまった。

　遥菜は赤い顔で、歩あゆむをじっと見ている。

　それから、恥ずかしそうに目を伏せ、

「う、うん。気をつけるね。ありがとう、注意してくれて」

　とつぶやき、

「前にも……誰だれかに、同じこと言われたような気がする……ダメだね、忘れちゃうなんて……。本当に、これからは、気をつけなきゃだね」

　小さな声でそうつぶやいたあと、顔を上げて、一生懸命ににっこりした。

「だから、あたしに悪いところがあったら、また言ってね。あたし、彼氏とか全然いないし。そういうこと言ってくれる男の子って、アユアユだけだから」

　歩は胸の疼うずきをこらえながら、

「……うん」

　と掠かすれそうな声で答えた。

（そうだ。春坂すのさかさんが笑っていられるように、救世主になるって決めたんじゃないか）

　遥菜以外の女の子と恋なんてできない。

　それでも、テーゼを得るまでの短い期間、遥菜のために相思相愛の恋人同士にだってなってみせるって。

　その相手が、たとえクサンティッペみたいなマングースでも。

　遥菜の仲良しの女の子たちが、『純粋なスーちゃんを毒どく牙がにかけたら、許さないんだから』というように、歩を睨にらんでいる。

　以前は、歩あゆむと遥はる菜なの会話に、ずかずかと割り込んできたのが、この頃ごろは、こうして遠くから警戒の眼まな差ざしを向けてくるだけで、近づいてこない。

　それは、遥菜が歩と話しているとき、心から楽しそうな顔をしてくれるのと、歩自身も、少し変わったからだろう。

　前は、自分を疎外する世界なんて滅んでしまえばいいと思っていたし、他人や物事を斜めに見て、苛いら立だつことが多かった。

　そんな、ぴりぴりした気持ちが薄らいで、いろいろなことを自然に受け入れて、考えることができるようになったような気がする。

　まだ完全にではないけれど……。

（自分が変われば、周りも変わるって……本当かも）

　廊下のロッカーに、荷物を置きに行こうと歩き出したとき。



「おはよう、芹せりちゃん」



　堀ほり井い芹せり乃のの友人の、三み田たひよりの、おっとりした声が聞こえた。

　歩の全身が、瞬時に引きつる。

（来る！）

　そんな悪寒にも似た予感とともに、片手に演劇部の公演の台本を持ち、それを、ひどいしかめっ面で、ぶつぶつ読みながら、堀井芹乃が教室に現れた。

　芹乃は顔にかかるさらさらの茶色の髪を、片手で無造作にかきあげ、尖とがった目で、ひたすら台本を睨にらみつけており、前が見えていない様子だ。

　ちょうど廊下に出ようとしていた歩は、芹乃にぶつかり、よろけた。

　芹乃が、台本を落としてしまう。

「ったー！　またあんたなの、永なが野の！」

　歩に気づいて、芹乃の眉まゆがさらに上がる。

　モデルをやっているだけあって表情が無駄に豊かで、細い眉が綺き麗れいに四十五度の角度を描く。

「そのうっとうしい前髪、切れって言ってるでしょ。あんたそれ、前が見えてないでしょう！」

　遥菜やその友人たちが変わっても、芹乃の歩に対する態度は、いっそ安心なほど、まったく変わらない。

　なので歩も普通にムッとして言い返す。

「見えてるよ。自分の前方不注意を他人に責任転嫁して、わめきちらしている誰だれかさんの顔も」

「なんですって！」

　芹せり乃のが肩を震わせる。

　が、急に、首を横に振って、

「いいえ、今は、永なが野のなんかにかまっている場合じゃないわ。明日までに、台詞せりふを完かん璧ぺきにしておかなきゃ。たとえノーギャラでも、あたしのイメージに不釣り合いな砂かけばばあ役でも、このあたしにミスは許されないのよ」

　と、落ちた台本を拾い上げ、またぶつぶつつぶやきながら、自分の席のほうへ歩いていった。

　友人のひよりが、

「芹ちゃん、頑張ってるね。砂かけばばあの役、あんなに嫌がってたのに」

　と言いながら、芹乃から、にこにこと鞄かばんを受け取り、椅い子すを引く。

　芹乃の世話をすることに慣れきったその様子は、いつ見ても芹乃のつき人のようだ。

　芹乃も、あたりまえのように、ひよりが引いた椅子に座り、足を高く組んで、台本のページをめくり、

「当然よ。引き受けたからには、完璧な砂かけばばあを目指すわ」

　と、言い放つ。

　それからちょっと眉まゆ根ねを寄せて、

「けど、なんでプロのあたしが、一円のお金にもならない演劇部の『妖よう怪かい百物語』なんて公演に、出演することになったのかしら。しかも、砂かけばばあ役で」

　と、つぶやいた。

　ひよりも、おっとりと首をかしげて、

「本当だねぇ。芹ちゃんがノーギャラで演劇部の公演に協力するなんて」

　と、つぶやく。

「うぅぅ、なんだか、急にムカムカしてきた」

　芹乃がすくっと席を立つ。

　そうして、再び眉を四十五度の角度につり上げて、歩あゆむのほうへやってくる。

（な、なんだ）

「よくわからないけど、永野が悪いような気がするわ」

　実際その通りで、芹乃が演劇部の公演に、砂かけばばあ役で出演することになった経緯には歩の存在があったわけだが、それは現在、芹乃の記憶から消去されているはずだ。

「くぅぅ、やっぱり、永野が悪い。なにが悪いのかわからないけれど、とにかく永野が悪いのよー」

　と、恨みのこもる表情で、距離を縮めてくる。

「なにが悪いのか、わからないなら、僕のせいにするな」

　歩あゆむの抗議にも耳を貸さず、丸めた台本で、

「てい！」

　と、歩の頭を殴り、

「あー。まだムカムカする」

　と言って、自分の席に戻っていった。

「せ、芹せりちゃん……！　ごめんね、ごめんね、永なが野のくん。芹ちゃん、公演前で、ぴりぴりしてて」

　と、ひよりがおろおろと謝る。

　芹せり乃ののほうは、

「ふんっ！」

　と鼻息を飛ばし、椅い子すに足を組んで腰かけ、台本をめくっている。歩に不条理な行為をした罪悪感など、まったく抱いていない様子だ。

（くそぉぉぉぉっ、やっぱりあいつは、最悪のクサンティッペだ！）

　怒りを噛かみしめて席に戻った歩に、遥はる菜なが、

「アユアユ、堀ほり井いちゃんと仲いいよね」

　と、うらやましそうに言った。

「へ？　はぁ？」

「堀井ちゃん、アユアユに絡みすぎだし……あ、ううん、なんでもないの。やだっ、どうしたんだろ、あたし。急に、もやっとしちゃって。ヘンなこと言って、ごめんねー」

　まるで、ひよりのようにぺこぺこ謝って、遥菜は赤い顔で、友達のほうへ行ってしまった。

　そんな反応に、歩も少し頬ほおを熱くしながら、

（てか、春坂すのさかさん、堀井が僕に絡むのは、どう考えても、僕が気にくわないからなんだけど！）

　と、心の中で突っ込むのだった。



◇　　　◇　　　◇



（堀井を、人間の女だと思うからいけないんだ。マングースだと思えばいいんだ。そうだ、堀井はマングースだ。僕はマングースの調教師を目指す、愛と希望と忍耐にあふれた高校二年生男子だ）

　とキャラ設定をし、翌日の放課後、演劇部の公演へ足を運んだ。

　会場は四階の被服室で、『妖よう怪かい百物語～砂かけばばあの純愛』というポスターがはられ、『主演　堀井芹乃』と、でかでかと芹乃の名前が書いてある。

「主役だったのか……」

　いや、モデルで有名人の芹せり乃のが出演することになったので、急きゆう遽きよ芹乃を主役に台本を書きかえたのかもしれない。といっても、東京から北に遠く離れた地方都市のモデルなんて、地元の眼鏡店や温泉施設の宣伝くらいのものなのだが。

　それでも、

「この劇、セリリンが出るんだってさ」

「えー、見てこうぜ」

　と足を止めて、被服室へ入ってゆく男子生徒もいるようだった。

「セリリン、いいよなー。あの、きっつい目が最高」

「あんな子が、彼女だったら、すげー自慢だろうな」

「バカ、高望みしすぎ」

　などと言い合っているのを聞いて、まぁ、外見は確かに美人ちゃ美人だけど……と考えていると、

「やっぱり、いらしたのですね、ユア・マジェスティ」

「わっ」

　急に声をかけられて、飛び上がる。

　振り向くと、ルーメが無表情で立っていた。

　気がつけば、周囲が歩あゆむとルーメを遠巻きにして、

「三年生の、入いる海みルーメ先輩よ」

「スイスのお嬢様学校から転入されたのよね」

「お母様が、スイスの貴族のご出身なんですって」

「どうりで気品があるわー。あの金色の髪と青い瞳ひとみは、お母様譲りなのね」

　などと、主に女子がうっとりした目で話している。

　男子はルーメの端整な美び貌ぼうに、声も出ないといった様子だ。

（誰だれがスイスの貴族だ。こいつは怪しい未来人なんだぞ。金持ちのじいさんの養女におさまるまで、高架線の下に段ボールハウスを作って、サバイバル生活をしていたんだぞ）

　と、心の中でつぶやく。

　学園の生徒たちは、ルーメを完全にお嬢様だと信じ込んでいるようで、そんなご令嬢のそばに何な故ぜ、歩のような前髪で顔を半分隠した陰いん鬱うつな男子生徒がいるのだろう、という目を向けてくる。

　デキのよすぎる弟と比べられて育ったため、周りにじろじろ見られるのは慣れているとはいえ、気分がよいものではない。

「堀ほり井いが、ばあさんの役をやるっていうんで、笑ってやろうと思って見に来ただけだ」

　と、ぶっきらぼうに言い、三百円のチケット代を払って、会場の被服室へ入ろうとしたら──。

　ルーメが、歩あゆむのシャツをつんと引っ張り、

「金銭の持ち合わせがありません。わたしの分も、払っていただけないでしょうか」

　と淡々と言う。

「はぁ？　おまえ、金持ちのじいさんの養女になったんだろう」

「学校に通わせていただいているだけで、じゅうぶんすぎるほどお世話になっているので、それ以上は、甘えられません」

　それは立派だ。が、

「僕には、タカっていいのか」

　顔を近づけて小声で言い合っていると、また注目を集めてしまうので、仕方なくルーメの分も代金を払う。

「ありがとうございます。このご恩は、これまでどおり体でお返しします」

「人に聞かれたら誤解されるようなことを、真顔で言うな。てか、おまえ、エウレカの守護がなければ、魔法も使えないとか言って、いつも見てるだけだろうが。なんか役立ったことあったか？」

「わたしは、マスコット的ポジションですから」

「僕より背が高くて偉そうなマスコットに、癒いやされるとでも？」

　逆に、頭が痛くなってきた。

　被服室の中は、机や椅い子すをすっかり取り払ってあり、部屋の前面に幕がはられ、残りのスペースが客席になっている。パイプ椅子さえなく、シートの上に直接座る形式で、これで三百円は高すぎると思ったが、会場はすでにほぼ埋まっている。

（まさか全員、堀ほり井いを見に来たんじゃないよな）

　顔をしかめていると、

「永なが野のくん、ここ空いてるよぉ」

　おっとりした声が、歩を呼んだ。

　最前列で、垂れ目におさげの、人のよさそうな素朴な外見の女の子──三み田たひよりが、立ち上がって手招きしている。

「入いる海み先輩も、どうぞ」

　と、ひよりは座布団まで二人分用意してくれた。

「……ありがとう」

「ありがとうございます」

　ぼそぼそつぶやく歩の隣で、ルーメが丁寧に頭を下げる。

　ひよりは、

「ううん、ちょうど席が空いてたの。よかった、永野くんと入海先輩が来てくれて」

　と、にこにこしている。

　芹せり乃のが、あれだけ歩あゆむにきつくあたっているのに、その一番の友人であるひよりが、歩に親切にしてくれるのは、不思議だ。もしかしたら芹乃の非道な仕打ちの、お詫わびのつもりなのかもしれない。

「芹ちゃんの砂かけばばあ、楽しみだね。芹ちゃん、今までやったことがない役だからって、すごく研究してたんだよ。公演まで時間もなかったのに、徹夜で台詞せりふを覚えて」

「ふぅん……」

　芹乃のことだから、砂かけばばあ役なんてやってられないと、適当に舞台を歩いて引っ込むくらいなのかと思っていたが、そうではないらしい。

「何事も全力投球とは、素晴らしい女性ですね」

　と、ルーメが歩の隣でささやく。

　おまえは、お見合いの席に同行する世話焼きオバさんか、と心の中で突っ込んだとき、客席がどよめいた。

「きゃー、司つかさくん！」

　なに！

　歩は、ぎょっとして、首を後ろへめぐらせた。

　爽さわやかさと甘さが絶妙の割合でブレンドされた、アイドル顔の少年が、伸び盛りの長身を恥ずかしそうに折り曲げ、唇に人差し指をあてて、頭を下げている。

　周りの迷惑になるから静かにしよう、と懇願しているのだろう。

　そんな困っている様子もキュンとくるというように、女の子たちは頬ほおを染めてさざめいている。

「永なが野のくんの弟さん、どこにいても目立っちゃうね」

　ひよりが同情まじりの口調でつぶやく。

「……」

　歩は唇をへの字に曲げて、沈黙していた。

　歩のひとつ違いの弟の司は、同じ高校の一年生だ。子供の頃ころから成績優秀、スポーツ万能、容姿端麗、性格温厚と、嘘うそのような完かん璧ぺき超人で、それゆえに歩は司のことが大嫌いで、関かかわりになりたくないと思っていた。

　できれば、赤の他人になりたい。そうすれば、司くんはこんなに素敵で才能にあふれているのに、お兄さんは中身も外見も全然似てないのねーと、言われずにすむから。

（くそ、なんで司がいるんだ）

　いや、司と芹乃は仲が良いのだ。芹乃が初対面の司を、強引に合コンに引っ張っていったのがはじまりで、以来、司は芹乃を『芹先輩』と呼んで、廊下で親しげに話したりしている。

　調理実習のあと、司つかさにカップケーキを渡したいと騒ぐ女の子たちのために、芹せり乃のが司を歩あゆむたちの教室まで連れてきたこともある。

　あのときも司は困り切った様子で、それでも芹乃に従っていた。

「ねぇ、堀ほり井いと司くんって、つきあってるの？」

「そんなのヤダ」

「でも、見た目はお似合いだし。芸能人のカップルって感じ」

「えー、司くんのほうが、堀井よりずっとスター性あるよ。芸能プロダクションからスカウトされたんでしょう」

　そんな声が聞こえてくる。

「えっと、芹ちゃんと司くんは、お姉さんと弟みたいな感じだからー」

　と、ひよりがおずおずと言ったのは、周りの、あからさまな噂うわさ話ばなしに対するフォローのつもりだったのだろう。

（別に、堀井と司がどんな関係だって、かまいやしない）

　歩は芹乃に対して、恋愛感情から恋人になりたいと思っているわけではないのだから。

　ルーメは歩の隣で、静かに唇を閉じている。相変わらず、なにを考えているのかさっぱりわからない無表情で。

（おまえだって、テーゼさえ得られれば、文句はないんだろう）

　と、ひねくれた視線を投げてやった。

　そうしているうちに幕が上がり、劇がはじまった。

　真っ白なざんばら髪のかつらをかぶり、乱れた薄汚い着物姿の芹乃が、腰を曲げて、よたよた現れるなり、客席がどよめく。

「ええ!?　あれが、セリリン？」

「本当に、ばあさんみたいじゃないか」

「俺のセリリンが」

　嘆く声、驚く声、感心する声が、入り乱れる。

　それが、

『ええい！　いまいましい！　あの陰おん陽みよう師じめぇぇ！』

　と、芹乃がしわがれた甲高い声を張り上げるなり、その迫力に、シンと静まり返る。

（おいおい）

　歩も目を丸くして、舞台に見入ってしまった。

（堀井のやつ、ノリノリじゃないか）

　美人のあたしが砂かけばばあだなんて！　永なが野ののせいよ！　とあんなに悔しがっていたのに、まるで生まれながらの砂かけばばあのように、鬼気迫る演技を披露している。



『ケケケケケケッ！　あたしに近づいたら、特別製の砂をたっぷりお見舞いするよ！　そぉら！』



　乱れた着物の裾すそから伸びる足で、畳を敷いた特設の舞台を力強く踏みしめ、高笑いしながら袖そでに仕込んだ砂を、手でつかんでまき散らす。

　これは芹せり乃ののファンもドン引きだろうと思いきや、

「セリリン、色っぺー」

（なに！）

「乱れた着物に生足が、たまらん。足を振り上げて砂を投げる瞬間、着物の裾がばさっとめくれて──うぉぉぉ、まためくれた」

（おい！）

「あの高笑いも、ハートにびんびん響くぜ」

（！）

　男性客は身を乗り出し、鼻の穴をふくらませ、でれでれした顔で、芹乃を凝視している。

（あれに萌もえるなんて、マニアックすぎだろ！）

「芹ちゃんの砂かけばばあ、カッコいい……」

　ひよりが、きらきらした目でつぶやく。

　周りの感覚がおかしいのか、それとも自分が間違っているのか、混乱する歩あゆむの前で、芹乃はますますノリノリで、砂かけばばあを演じている。

　陰陽師に狩られ瀕ひん死しの砂かけばばあを助けたのは、村で猟師をしている若者で、彼の家で治療を受けるうち、砂かけばばあは、若者に恋をしてしまう。

　人間の男に恋なんて！　と葛かつ藤とうし、それでも若者から離れられずにいた砂かけばばあの前に、再び陰陽師が現れる。

　若者を守って戦う砂かけばばあ！

　その報われない愛と勇姿に、男子だけでなく女子の間からもすすり泣きが漏れる。

「ぐす、すごいよ、芹ちゃん。砂かけばばあの恋を、こんなに切なく演じられるのは、芹ちゃんだけだよ」

　ひよりがハンカチで涙をぬぐっている。

（いや、それは褒め言葉なのか……）

　しかし、気がつけば歩も芹乃の熱演に引き込まれ、



『ふふ、あたしは、ただのばばあさ……もう、あんたと会うことはないよ』



　と、若者のためを思って、ニヒルにつぶやき旅立つシーンでは、喉のどがぐっと鳴り、芹乃の姿がぼやけていた。

（な、なんだ。何な故ぜ、胸がこんなに震えているんだ。まさか、堀ほり井いの演技に感動して？　いや、そんなことはない！）

　そうだ、自分は泣いてなんかいない。これは、心の汗だ。

　ちらりと横目で、ルーメの様子をうかがうと、普段と変わらない人形のような無表情で、しらーっとした視線を、舞台へ向けている。

（ぐっ）

　女のルーメが平静でいるのに、男の自分がみっともなく涙をこぼすわけにいかない。

　こぶしを強く握り直し、

（へっ、こんな劇、たいしたことないね）

　と、心の中でクールにつぶやいてみるが。



『あたしのことは、さっさと忘れて、可愛かわいい嫁さんをもらって、バカみたいに笑って暮らしな。あんたには、それがお似合いさ』



　本心を押し隠して、わざとぶっきらぼうに語られる砂かけばばあの台詞せりふに、必死に引っ込めようとしていた心の汗が、また目の縁までせり上がってくる。

（その台詞は、卑ひ怯きようだぞっ、堀井）

　舞台がゆっくりと暗くなってゆく。

　あと少しの辛抱だ。

　若者が闇やみの中に消え、スポットライトがひとりぼっちの砂かけばばあを、ひっそりと照らす。



『さあ、あたしはあたしらしく、明日からも、気にくわない世の中に、砂をぶっかけていこうじゃないか』



　砂かけばばあが、砂を握りしめる。

　それを、満足げな笑顔でばらまこうとしたとき。

　砂かけばばあの──堀井芹せり乃のの目と、歩あゆむの目が、ばっちり合った。



「！」

「！」



　歩もぎょっとしたが、芹乃も、歩がこんなに近くにいることにはじめて気づいたというように、眉まゆをつり上げる。

　皺しわを描かき込んだ顔が、どんどんこわばってゆき、砂を握りしめる手や、腕や肩が、小さく震えて。

　歩あゆむが危険を察知した瞬間、蛍光塗料をまぶした人工の砂が、歩の顔にばらばらっ！　と降りかかった。

「わっ」

「な、永なが野のくん」

　かたわらのひよりが、驚きの声を上げる。



『さぁさぁ！　砂をぶっかけていこうじゃないか！』



　芹せり乃のは一回の投とう擲てきで収まらなかったのか、逆に、一回キレたことで、はずみがついてしまったのか、袖そでに仕込んだ砂を、次々歩に投げつけてくる。



『どんどん、ぶっかけていこうじゃないか！』



　スポットライトの明かりが消え、芹乃の姿も闇やみに隠れる。

　拍手の嵐あらしが会場に吹き荒れ、

「セリリーン！　感動したぞー！」

「あたしもー！　泣いちゃったわー！」

　と、観客の歓声が飛ぶ。

　その間もずっと、歩は顔に降りかかってくる砂を、手を防いでいた。

「っ、くそっ、うわっ」

「芹ちゃん、もう、お芝居は終わっているから」

　歩の右側で、ひよりが小声で芹乃に呼びかける。左側ではルーメが淡々と、

「これが、お芝居で、おひねりを投げるというサービスでしょうか」

　と、つぶやいていた。

「おひねりを投げるのは客だー！　それに、これは、おひねりじゃなくてただの砂だー！」

　と、歩は叫んだのだった。



　芹乃が袖の砂をすっかり使い果たした頃ころ、歩は砂まみれで、被服室から退避した。

「永野くん、ごめんねっ。芹ちゃん、熱演しすぎちゃったみたいで。本当にごめんね」

　と、ひよりが謝る声が拍手に交じって聞こえた。

　被服室から離れた人ひと気けのない廊下で、頭についた砂を払い落とし、薬指に巻いた包帯をほどいてゆく。

「やっぱり、堀ほり井いと恋人になるなんて無理！　マングースだと思っても無理！　マングースは、リアル鬼ばばあな形相で、舞台から砂を連続投とう擲てきしたりしない！」

　やがて包帯の下から、剣をモチーフにしたごつい指輪が現れる。

　数日前、歩あゆむの指にはめられたときは、艶つやを帯びた鉛色だったそれは、半分ほど黒ずんでいて、歩の指を、ぴりぴりとしめつけてくる。

　無表情で歩についてきたルーメが、指輪を見おろして、眉まゆ根ねを寄せる。

「だいぶ……アンチテーゼが進んでいますね」

　指輪は、歩と攻略相手の恋心が最大限まで高まったときに砕け、肯定的命題であるテーゼを歩にもたらす。

　が、歩と相手の心が離れれば、アンチテーゼとなり、やはり指輪は砕け散る。その時点で、歩とルーメ以外の人間の記憶がリセットされ、改変が行われるのは同じだが、テーゼを得ることはできない。

　未来を救う魔法を完成させるために、必要なテーゼは五つ。

　ひとつも欠けてはならないと、ルーメは最初の頃ころから、繰り返し歩に伝えていた。

　必ず五つそろわなければ、未来における歩の敗北は避けられず、人類は滅亡の道へ突き進むと。

　さめた表情を崩さなかったルーメが、指輪を見おろしたまま眉根を寄せ、深刻な口調で言う。

「これはいけません。一刻も早く芹せり乃の嬢と恋人同士になって、お互いに深く想おもい合っていただかなくては」

「だから無理だって！　おまえも、あいつが僕に砂をぶつけてきたのを、見ていただろう。目を合わせただけで襲いかかってくるなんて、前世で殺し合ったとしか思えないよ」

　そう言いながら、指輪をはずそうとする。

「っっ、くそっ」

　しかし、どれだけ引っ張っても、捻ひねってみても、指輪は皮膚に張りついたようにびくともしない。

「テーゼを得るまで指輪がはずれないことは、学習済みかと思っておりましたが」

「さりげなく嫌味を言うな！」

　わめきながら、汗だくで指輪を引っ張り、悪あがきをする。

「仕方ありませんね。芹乃嬢を攻略したら、スカートをめくってわたしの下着を見せてさしあげましょう」

「もう見たからいい」

　遥はる菜なの記憶が改変されたあと、少し淋さびしい気持ちでいた歩に、ルーメは自分からスカートを撥はね上げ、下着を見せた。

　南の海のような、真っ青なオーシャンブルー。

　あのとき微笑ほほえんだルーメは、普段の無表情のルーメとは違っていて、歩あゆむに向けられた瞳ひとみに、やわらかな親しみがこもっていたような気がした。

　それを思い出して、ほんの少し心が揺らいだ。

　が、下着なんて、しょせん布きれ一枚に過ぎないし、あの微笑みもきっと気のせいだったのだろう。

「ユア・マジェスティが、芹せり乃の嬢の攻略をあきらめたら、未来はどうなります」

「ぐっ」

　指輪を引っ張る歩の手が、止まる。

　ルーメの言葉を、歩をだますための設定と決めつけるには、歩は、その目で荒廃した未来を見てしまった。

　遥はる菜なと破局寸前まで追いつめられたとき、目の前が真っ暗になって、焼け焦げた穴のあいた大地が広がり、そこにボロボロのマントをまとった、銀色の仮面の男が倒れていた。

　男は歩自身で、彼の感じている絶望や苦しみが、歩の中に流れ込んできて、体がばらばらに引きちぎれそうに痛くなった。

　あんなもの二度と見たくないし、あんな真っ暗な感情も、味わいたくない。

　けど、歩が五つのテーゼを得ることができなければ、あれは将来確実に訪れる未来で、そうなったら歩だけでなく……。

「遥菜嬢も、無事ではいられないでしょう」

「ううっ」

　絶妙のタイミングで痛いところを突かれ、さらに体がこわばる。

（こいつ、なんて卑ひ怯きようなやつなんだ）

　まるで人質をとられているようなものだ。ひょっとして、遥菜を一番最初に攻略させたのは、それを見越していたのか。

「てゆーか、堀ほり井いが二番目のテーゼなのは、間違いないのか」

「はい」

　無表情でさらりと答えるルーメに、

「なんでわかるんだよ。指輪に、堀井の名前が書いてあるわけでもないのに」

「書いてありますが」

「え！」

「まさか、見えないのですか」

　焦って、指輪に目をこらす。が、どこにも字なんて書かれてない。いや、ひょっとしたら、ルーメには見えるのか。

「っっ、嘘うそだろう」

「はい」

「って、本当に嘘かよ！　じゃあ、やっぱり、堀ほり井いが次のテーゼっていうのは、出任せか？　そもそも五つのテーゼって、誰だれがどうやって選んだんだよ。この指輪も、未来の僕の無意識の領域から取り出したとか言ってたけど、それって、おまえがやったのか？」

　これまでも疑問に思わなかったわけではない。が、それどころではない事件が次々起こって、なんとなく聞きそびれたまま、きてしまった。

　厳しい表情で身を乗り出す歩あゆむに、ルーメもまた真面目まじめな顔で、

「堀井芹せり乃の嬢が、二番目のテーゼであることは、未来のヒズ・マジェスティに誓って、確かです。何な故ぜ、それをわたしが知っているかということや、ユア・マジェスティのその他の疑問に関しては、今はお答えできません」

「はぁ！　なんだよ、それ！」

　隠し事をするようなやつのことは信用できないし、堀井の攻略もやめる、と言いかけたとき。

「──が、未来のヒズ・マジェスティからうかがった黒歴史の数々でしたら、いくらでもお話しさせていただくことができますし、今にもわたしの口からこぼれそうで……」

　最近まで、ソロモン・アルクシール・デスヴァーン・トリスメギストスと名乗って、自宅の本棚に刻んでいたり、コウモリを使い魔にしようとして、山の洞どう窟くつで虫取り網を振り回して、逆にコウモリの大群に追いかけられて、肥だめに落ちたことが、次々と頭を駆け抜けてゆく。

　前に、ルーメの淡々とした声で語られたときは、全身がカァァァッと焼けつくほどの恥ずかしさに、頭を抱えて身み悶もだえしまくった。

　あれをまた、やられたら──。

　ルーメが口を開く。

「ユア・マジェスティは、ソロモン・アルクシール・デスヴァーン・トリスメギストスと名乗られていて……」

「わわわわわかった！　堀井が二番目のテーゼなんだな！　もう、それでいい！　堀井と恋人になってやる！　だから、それ以上その口を一ミリも開くなぁぁぁぁぁ！　アルクシールとか言うなぁぁぁぁ！」








　二章　僕の悪役的闘争





　二日後。日曜日。

　歩あゆむは自宅の机で、パソコンに向かっていた。

　芹せり乃のがこれまでしてきたモデルの仕事を、片っ端からチェックし、画像をプリントアウトしてゆく。

「戦いに勝利するには、敵を徹底的に調べ尽くし、弱点を知ることだ。あとは相手が土下座して泣いて詫わびを入れるまで、そこを攻めて攻めて攻めまくる。それが勝利の方程式だ」

「……念のため確認しておきますが、ユア・マジェスティの目的は、芹乃嬢を叩たたきのめして、泣いて詫びを入れさせることではなく、相思相愛の恋人同士になっていただくことですが」

　隣にあたり前のように立っているルーメが、冷静な口調で言う。

「テーゼを得るためには、ユア・マジェスティと芹乃嬢の両方が、相手に恋をしなければなりません。そこはご理解いただいておりますね」

「わかってる。僕が堀ほり井いに恋をして、堀井も僕に恋させればいいんだろ」

「ぶっちゃけその通りですが、そんな、アスパラガスのおろし納豆がけを見るような目で、お答えにならなくとも」

「僕が、アスパラガスのおろし納豆がけが嫌いだって、よく知っているな」

「未来のヒズ・マジェスティが、あんな醜悪な食べ物はないと、今のユア・マジェスティと、まったく同じ表情で語られていましたので」

　ルーメが、さめた目で答える。

　ルーメは制服ではなく私服だ。襟元や裾すそにレースをあしらった、青いワンピースを着ている。ピアノの発表会かと、突っ込みたくなるような格好だ。星のまたたきのように淡あわ々あわと輝く長い金色の髪や、海色の瞳ひとみとは合っているが、休日に下級生の男子の部屋を訪問する服装ではない。

　ルーメの説明によれば、服はすべて養女にしてもらった家で用意してくれたもので、自分で服を買ったことはないという。

「大事な部分が隠れれば、問題ありませんので」

「その大事な部分を、簡単に見せようとしたくせに」

「魔法も使えない無力なわたしでは、ユア・マジェスティのやる気を引き出すすべが、他ほかにありませんでしたので」

「無感動な顔で、しれっと言われても、しんみりしたりしないから」

「そこで、あえて女性の演技に乗ってみる思いやりも、モテ男子には必要です。くどいようですが、テーゼは、お互いの恋する気持ちがひとつに重ならなければ、得られません。アスパラガスのおろし納豆がけを御覧になる眼まな差ざしで、皮肉を飛ばされていては、女性はときめきませんよ」

　ときめきなど、生まれてから一度も感じたことのなさそうな、しらっとした顔で言う。

「なら山盛りのいくら丼どんを見る目をするさ。ただし、堀ほり井いを僕好みの女の子に調教して」

　そのために、芹せり乃のの弱みを握ってやるのだ。

「純愛ゲームと調教ゲームの間には、深い断絶があるように思われますが……。参考までに、ユア・マジェスティの好みの異性とは、どんなタイプでしょう」

「清せい楚そな美人で、気が利いて癒いやし系で、頭もよくて教養もあるけれど、決して出しゃばらず常に男を立てて、か弱げだけど芯しんは強くて、母性的で、同時に少女のはにかみを併せ持っていて、もちろん、僕以外の男に好意を持ったこともつきあったことも一度もないのが、最低条件で」

「……ユア・マジェスティに十六年間、彼女ができなかった理由がよくわかりました」

「うなずくな」

　人形のように綺き麗れいな顔で断言するところが、ムカツク。

「とにかく！　僕は、砂をぶっかけてくるドＳの彼女なんてゴメンだ。僕もＳなのに、ＳとＳでうまくいくわけがない。相性最悪だ！　だから、これはどちらがＳとして主導権をとるかの、魂の尊厳をかけた闘いだ！　絶対に堀井芹乃を、僕に従うことを至上の歓よろこびとし、僕がお手と言ったら、恥ずかしそうに目を伏せて、おずおずと手を差し出すようなＭにしてやる」

「……やはり調教ゲームになっている気がします」

　ルーメが淡々とつぶやいたとき、ノックの音がして、歩あゆむの母親と弟の司つかさが、遠慮がちに顔を出した。

「あの……お茶とお菓子を」

「ありがとうございます」

　ルーメが、顔は無表情なものの礼儀正しく受け取る。

　二人ともルーメのことが気になって仕方がない様子で、母親がまた小声で尋ねる。

「その、歩とはどういったご関係で」

「親しん戚せきです」

　母親と司が、同時に「えっ！」と叫ぶ。

　歩はマウスを握ったまま、顔をしかめた。

（バカ。もっとマシな設定はないのか）

「お、お母さん！　入いる海み先輩って、うちの親しん戚せきだったの？」

「さ、さぁ。お父さんに聞いてみないと……」

　二人とも混乱している。

　当然だ。金髪の美少女に、いきなり親戚だと名乗られたのだから。

　ルーメも自分のミスに気づいたらしく、それでも顔色は変えず、

「アユムさんとだけ、親戚のようにおつきあいさせていただいております」

　と言い直した。

（不自然すぎだ）

　歩あゆむはフォローする気にもなれない。もともと歩の部屋に女の子がいること自体、歩の家族にしてみれば大事件なのだ。ルーメがどんな設定を語っても、驚く感覚が麻ま痺ひしてしまっているだろう。

「家庭教師代わりに、これから、ちょくちょくお邪魔することになると思いますが、わたしのことは、どうか気になさらないでください」

　ルーメが深々と頭を下げる。

　案の定、母親も司つかさもほうけている。ルーメが、

「司さん」

　と、弟にクールな視線を向けた。

「このことは学校のみなさんに」

「は、はい、絶対、誰だれにも話したりしません」

　司が肩を跳ね上げ、誓う。

「いいえ、どんどん話題にして、広めてください」

　司の口が、さっきよりもっと大きく開く。気遣い屋で、人の心の機微を読むのに敏な弟も、さすがにルーメの思考は読み切れなかったのだろう。母親と一緒に、宇宙人と遭遇したような顔で、部屋から出て行った。

「おい、どういうつもりだ」

　パソコンのほうを向いたまま、ぼそりと声をかけると、

「家庭教師と言ったことですか？　ユア・マジェスティのおたくに出入りする理由があったほうがよいと判断したためです」

「それを、司に学校で広めるように言ったのは？」

「うだつのあがらない、しょぼい男性が、スタイルの良い金髪の美女を連れ歩いていたら、その男性の評価は上昇するものです。あんな美人とつきあえるのだから、実はたいした人物に違いないと。興味深いことに、これが女性が不細工で男性が美男子の場合、女性に対する周囲の評価が上がるかというとまったく逆なのですが」

「……美人とか自分で言うなよ」

　ルーメがあんまり淡々としているので、突っ込む気力も失うせて、歩あゆむはぼそりとつぶやいたのだった。



◇　　　◇　　　◇



　翌日。芹せり乃のの弱みを探るべく、校内を歩いて情報収集に励む歩の隣に、ルーメはずっと付き従っていた。当然、注目の的で、

「なんで入いる海み先輩が、あんな暗いやつと一緒に？」

「親しん戚せきなんですって」

「えっ、じゃあ司つかさくんも、入海先輩のご親族なの？　スイスの貴族の血を引いているの？」

「それが、兄貴のほうとだけ、親戚なんだって」

「やっぱり司くんとお兄さんは、赤の他人だったのね。どうりで似てないはずよねー」

「司の兄貴って、入海先輩のスイスの別荘の、門の前で拾われたんだって」

「ああ、それで親戚ということに、入海先輩がしてあげたのね」

　と、ルーメが意図したのとは、全然別方向で話題になっている。

（おい、おまえが隣にいたら、僕の評価が上がるんじゃなかったのか？　落ちてく一方なんだが）

　ルーメは、しれっとした顔で、歩の隣を歩いている。

　が、芹乃のことを聞いて回るのに、ルーメが一緒なのは、実はありがたかった。

　歩一人だと警戒されて話してもらえないようなことまで、ルーメが無表情な顔で隣に断っているだけで、みんな緊張して、余計なことまで、ぺらぺらしゃべってくれたので。

　その結果をまとめると。



　１、堀ほり井い芹乃はお金が大好き。モデルの仕事をはじめたのは中学生になってから。どんな小さな仕事も色物的な仕事でも引き受けるのは、お金のため。演劇部の客演や、写真部、美術部のモデルをするにも、必ずギャラを取る。



　２、連れ歩く男は、見た目重視。最近のお気に入りは、一年生の永なが野の司。そのせいで、司のファンから女子から嫌われまくっている。



　３、貢がせた男たちからも、恨まれている。



　４、親友の三み田たひよりとは、小学三年生からのつきあい。友人と呼べるのは彼女だけ。



　とのことだった。

　あの性格だから敵は多いだろうと思っていたが、予想以上に方々で反感を買っており、

「これは、被害者同盟を作れば、堀ほり井いを抹殺できるぞ！」

　と、放課後、屋上で忍び笑いをもらす歩あゆむに、ルーメがさめた瞳ひとみで、

「目的がズレています、ユア・マジェスティ」

　と、指摘する。

　興奮していた歩も、少し顔を赤らめる。

　雨のあとの水気を含んだしめった風が、熱をさましてゆく。手すりの向こうに広がる山の連なりも、雲でかすんで見える。気分が暗くなるような天気だ。

「そういえば、もうひとつはっきりさせておこうと思ったんだが、堀井芹せり乃のは“〝敵対”〟であって、“〝傾国”〟ではないんだな？」

　テーゼを得るには、それを象徴する相手と相思相愛にならなければならない。

　けど、五番目のテーゼ、“〝傾国”〟だけは別だと、ルーメは厳しい眼まな差ざしで語っていた。



　──“〝傾国”〟だけは、恋をさせても、決してこちらが恋をしてはいけません。



　あのとき、歩をじっと見つめるルーメの眼差しは真剣すぎて、少しだけ恐ろしく感じた。

　何な故ぜ、“〝傾国”〟にだけは、恋をしてはいけないのか。恋をしたら、どうなるのか。

　それは、訊きけないままだった。

　ルーメの瞳が、梅雨の空と同じように翳かげる。

「……芹乃嬢は、“〝傾国”〟ではありません。ユア・マジェスティの指に、はまっているのは、“〝敵対”〟を表す指輪です」

「そうか」

　ルーメの表情が一瞬、張りつめたからだろう。歩も緊張し、それをとくように、息を吐く。

「堀井が“〝傾国”〟なら、恋させるだけでよくて、気が楽だったんだけどな。僕が堀井に恋するなんて、想像もできない」

　溜ため息いきと一緒に、本音もこぼれる。

　大事な女の子の笑顔を守るために、救世主になろうと決めた。遥はる菜なに恋をするのは、とてもたやすかった。

　隣の席から、朗らかに笑いながら声をかけられた瞬間に、多分もう──恋に落ちていた。

　けど、芹乃は──。

「僕を毛虫みたいに嫌っている女に……恋なんかできない」

　どうやって恋したらいいのか、わからない。

　つぶやく歩あゆむに、ルーメが淡々と、

「そうですね……難しいですね。未来のヒズ・マジェスティも、芹せり乃の嬢に恨みを抱き続けていました。当時芹乃嬢はヒズ・マジェスティの近くには、いらっしゃらなかったにも拘かかわらず、芹乃嬢が嫌いなとろろ飯を、祝日に食べるよう定められたほどでしたから」

「って、支配者のくせに相変わらずセコイな、未来の僕！　てか、そこまでするなんて、僕は堀ほり井いにどんなめにあわされたんだ！」

　怒りを通り越して戦せん慄りつしていると、ルーメがまた静かにささやいた。

「逆に何な故ぜ、芹乃嬢は、ユア・マジェスティにそこまでされるのでしょうね」

　歩は、ぐっと声をつまらせ、

「それは、あいつの性格が悪いから」

「それだけでしょうか」

「僕が、暗くて前髪長くて、堀井の好みじゃないから」

「それだけなら、無視してしまえばすむことです。本当に心底嫌いな相手とは、一瞬でも関かかわりたくないものではないですか。なのに芹乃嬢は、ユア・マジェスティを避けるどころか、ユア・マジェスティの顔を見るなり、近づいて来られる」

「それは……」

　歩の声が小さくなってゆく。

　確かに、歩は嫌いな相手には、近づきたくない。その相手の存在さえ忘れてしまいたい。

　弟の司つかさを、視界に入れたくないと思っているように。

　けど、ルーメの言うように、芹乃は歩に『あたしの視界に入るな』と言いながら、眉まゆを四十五度の角度に上げ、唇を尖とがらせ、歩のほうへやってくる。

　歩と目が合っただけで、舞台に立っていることも忘れて、砂を投げつけてくる。

　それは、よほど歩のことが気にくわないのかと思っていたのだが……。

（春坂すのさかさんも、堀井が僕に絡みすぎだって、言ってたっけ）

　ぽつぽつと、雨粒が落ちてくる。ドアのほうへ向かいながら、ルーメがつぶやいた。

「何故、芹乃嬢はユア・マジェスティに敵対するのか、そこに芹乃のテーゼを得る鍵かぎがあるのかもしれませんね」



◇　　　◇　　　◇



　──何故、堀井芹乃は、歩に敵対するのか。

　ルーメと三階で別れ、そのまま一人で階段を降りながら、歩は頭を悩ませていた。

（ひょっとして、僕は、堀井が根に持つようなことをしたんだろうか）

　歩の腕には、芹乃の仕事の履歴や、芹乃の画像を閉じたバインダーがある。

　今日まで芹せり乃のについて、人に聞いて回りもした。

　それでも、芹乃が歩あゆむを恨む理由は、わからない。

（だいたい、堀ほり井いが僕に感じが悪いのは、最初からで……）

　そう。出会いのときから、堀井芹乃は最悪だった。

　高校一年生の秋。

　当時、歩は中二病に頭の天辺てつぺんまでどっぷりはまっていた。

　校舎の裏庭で、地面に落ちた銀杏いちようの葉の真ん中に立ち、風が吹きつけるタイミングを見計らって、

『風よ、我が命に従い、吹き荒れろー！』

　と、叫んだのだった。

　しかも両手をあげて、ポーズつきで。

　今考えれば、痛すぎる行為だが、子供の頃ころヒーローごっこをしたことが、男なら一度はあるだろう。一緒にヒーローごっこする友達がいなかった歩は、一人で魔法使いごっこを続けていた。それも人前で叫ぶわけではなく、誰だれもいないところでこっそり楽しむだけなのだから、非難されるいわれはない。

　が、歩が呪じゆ文もんの詠唱を終え、風が銀杏の葉を舞い上げた直後。

　いきなり歩の後頭部に、なにか飛んできた。

　それは、地面に落ちていた小枝で、投げたのは、真っ赤な顔で眉まゆをつり上げた、スレンダーな体つきの、気の強そうな女子生徒──つまり、堀井芹乃だった。

　なにをするんだ！　と叫ぶ歩に、芹乃はますます顔を真っ赤に染め、鬼のような形相で、

『バカっ、バカ、バカ！』

　と、枝を拾っては投げ続けた。

　以来、歩を見かけると、芹乃はプン！　と顔をそむけるようになった。

　それがしばらく続いたあと、今度は唇を尖とがらせて、なにか言いたそうに睨にらんでくるようになり、時折ぶるっと肩を震わせ、こぶしを握り、またそっぽを向き、また睨むという謎なぞの行為を繰り返していた。

　そんな女子が、二年生になって、同じクラスになったと知り、歩は苦虫を百匹くらい噛かみ潰つぶしたものだった。それは芹乃も同様のようで、新しい教室で歩と顔を合わせるなり、頬ほおをこわばらせ、その場に固まってしまった。

　それから、じわじわと眉を上げ、顔を赤くし、

『信じられないっ！　なんで、あんたと一緒のクラスなの！』

　と、叫んだのだった。

　以来、目があうたび、罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらしで。

　あー、思い出したら、どんどんむかついてきた。

「やっぱり、堀ほり井いは敵だっ」

　階段の途中で、バインダーを抱える手を震わせ、唸うなったとき──。



「永なが野のくん？」



　のんびりした声が、歩あゆむに呼びかけた。

　芹せり乃のの友人の三み田たひよりが、階段の下から、おっとりと歩を見上げている。

「三田──うわっ！」

　突然声をかけられて、しかもそれがひよりだったことに焦って、うっかりバインダーを落としてしまった。

「げ」

　眼鏡をかけた芹乃や、ビキニ姿の芹乃や、喪服を着て墓石の前でたたずむ芹乃や、チアガール姿でジャンプを決める芹乃や、その他、最新版の砂かけばばあバージョンの芹乃まであらゆる芹乃の画像が、階段にばらまかれる。

「うわあああああ」

　腰をかがめて、慌てて拾う。一枚一枚拾いながら、階段を降りてゆく。

　ひよりは、しばらくほけっとしていたが、急にハッとし、自分も階段の下に落ちた芹乃の画像のコピーを、集めはじめた。そうして、階段を降りてきた歩に、

「はい」

　と、笑顔で差し出した。

（マズイ。三田に見られてしまった。なんて言い訳すればいいんだ）

「こ、これは、その」

　必死に取り繕おうとするが、声が途切れてしまう。

　開き直って、堀井にバラしたら呪のろうぞと脅迫してみるべきか。

　けど、ひよりは善良だがつかみどころがなく、はたして歩に対して怯おびえてくれるのか、わからない。いっそ泣き落としのほうが効果がありそうで──いや、そこまでプライドを捨てられない。

　頭の中で、ぐるぐる考えていると、ひよりが笑顔のまま、

「芹ちゃんばっかりだね」

　と、ほんわりした優しい声で言った。

「！」

　歩の心臓が、喉のどまで跳ね上がる。

　口をぱくぱくさせていると、ひよりはますます優しい顔になり、小さな子供でも見るように目を細めて、

「永なが野のくんって、芹せりちゃんのこと、そうだったんだ」

　と、納得したようにつぶやいた。

（おい待て！　なにをうなずいているんだ！　そうだったんだって、なにがそうなんだー！）

　歩あゆむの推測が正しければ、ひよりは、とんでもない誤解をしている。それを、ひよりが芹せり乃のに話したら──。

（やっぱり、脅して口止めするしかない！）

　ひよりのほうへ、ぐっと身を乗り出したとき。

　後頭部に、すごい勢いで、なにか飛んできた。

「あたっ！」

　首がもげそうになり、そのまま勢いで前につんのめり、膝ひざをつく。

「きゃ、永野くん！」

　ひよりが声を上げるのと同時に、

「ひよに、なにすんの！」

　と怒鳴り声がして、芹乃が走ってきて、ひよりを庇かばうように前に立った。

　歩の後頭部に直撃したのは、芹乃の鞄かばんだったらしい。

　その芹乃は、初対面で歩に木の枝を投げつけたときと同じく、顔を真っ赤に染めて、ぶるぶる震えている。

「今、ひよを、襲おうとしてたでしょう！」

「ち、違うの、芹ちゃん！」

　ひよりが芹乃を止めようとする。

　が、芹乃は落ちた鞄を素早く拾い上げ、それをまた高々と振り上げ、向かってくる。

「あたしは視力が、すごくイイって言ったでしょう！　この目でしっかり、あんたが邪悪な顔で、ひよを押し倒そうとしているとこを見たんだからね！」

「そんなことするかー！」

「痴漢は、みんなそう言うのよ！」

　芹乃が鞄をぶんぶん振り回す。

　もう、逃げるしかない！

　歩がバインダーを抱えたまま、かかとをくるりと回したとき。

「誤解だよ、芹ちゃん！」

　ひよりが必死な口調で叫んだ。

「だって、永野くんは──」

　嫌な予感に、歩は背筋が冷え上がった。

　こいつ、なにを言うつもりだ。まさか。



「永なが野のくんは、芹せりちゃんのことが好きなんだからぁ！」



　歩あゆむは心の中で、声にならない悲鳴を上げた。

　階段の踊り場が、先ほどまでの騒ぎが嘘うそのように静まり返る。

　芹せり乃のは、鞄かばんを振り上げたまま固まっている。

　その顔が、じわじわと赤くなってゆき。

　目を見開いたまま、消え入りそうな声で、



「す、好き……？　永野が、あたしを……？」



　と、つぶやいた。

　いや、違う、と言いたいが、歩は声が出ない。口をぱくぱくさせていると、ひよりが代わりに、

「そうだよ。永野くん、芹ちゃんの画像をいっぱいプリントアウトして、大事に持っているんだから。だから、あたしを襲うはずなんかないんだよ」

　校舎のど真ん中での痴漢行為の疑いをはらしてくれるのは、いい。それは非常にありがたいのだが──前半部分に激しく誤解がある！

（僕が、堀ほり井いの画像を大量に持っていたのは、堀井の弱点をつかんで調教してやろうと思ったからで、実は堀井のファンだからとか、堀井を大好きだからとかでは断じてないんだ！）

　芹乃は真っ赤な顔で、歩を凝視している。その間、眉まゆを上げたり下げたり、口を尖とがらせたりひっこめたりして、どう反応していいのか、困っている様子で、やがて、

「ふ、フンッ」

　と、いつもより弱々しく鼻を鳴らした。

「そ、そそんなの、こいつの策略に決まってるじゃない」

　そわそわと目をそらし、またカァァァッと赤くなり、

「永野があたしのこと、す──とか、ありえないからっ、絶対、絶対、ないから──！」

　と、おろおろとつぶやき、眉をキッと上げてまた歩のほうを振り向き、

「てか、マジありえない！」

　と、歩を、どん！　と押しやった。

「わ！」

　ふいをつかれて、再び床に膝ひざをついてしまう。

「か、かかかか帰るわよっ、ひよ」

　芹せり乃のは背中を向けて、階段をダッと駆け降りていってしまった。

「あ、芹ちゃん」

　ひよりが呼び止めるが、芹乃は振り返らない。ひよりはポケットをさぐり、ひよこの絵がプリントされた絆ばん創そう膏こうを取り出し、歩あゆむに渡すと、

「ごめんねっ、ごめんねっ、永なが野のくん。芹ちゃん、混乱してるみたいで。永野くんが痴漢だって誤解は、ちゃんと解いておくから。それで、永野くんの気持ちも、芹ちゃんに伝わるように、協力するから」

　いや、伝えなくてもいい！

　と、歩が声をかける間もなく、ひよりは芹乃を追いかけていってしまった。

　歩の手のひらに、ひよこの絆創膏が残された。

　それを見おろし、ようやく叫んだのだった。

「全部、おまえの勘違いだ！」



◇　　　◇　　　◇



（っっ、一体、どうして、僕が堀ほり井いを好きだなんてことになったんだ）

　屈辱に唇を噛かみしめ、歩は校舎の裏庭を歩いていた。

















　霧のように細かな雨が降り続いていて、服も髪もしめっぽい。

（テーゼを得るため、恋人同士になるにしても、僕のほうが先に堀ほり井いを好きになるなんて、ありえない！）

　そう、芹せり乃ののほうから、永なが野ののことが好きで好きでたまらないから、彼氏になってくださいと、頭を下げてお願いされて、仕方なくつきあってやるはずだったのだ。

　なのに、歩あゆむのほうが芹乃に片かた想おもいしていることにされてしまって、あげくに『マジありえない！』と、どつかれ、背中を向けられた。

「僕は、堀井に振られたのか？」

　口に出すなり、屈辱と怒りで愕がく然ぜんとした。

　歩のほうこそ、マジありえねー！　だ。

「くそぉ、なんで僕が、堀井なんかに振られなきゃならないんだ！　それって僕が、堀井に負けたってことじゃないか。うわー、ムカツク！」

　水たまりを避けながら歩き続けていると、校舎の脇わきから、いきなり人が飛び出してきた。

「わ！」

　慌てて立ち止まる。

　向こうも、びくっと体を揺らして、静止する。

　歩と比べても、ずいぶん背が低い。まるで子供のように小さな、色白の女の子だ。

　折れそうに細い体を、袖そで丈たけが少し長い真新しい制服に包み、怯おびえたように身をすくめるその少女を、歩は以前にも見かけたことがある。

　場所は、やっぱり裏庭だった。

（女子に、いじめられてた子じゃないか？）

　そうだ。校舎と校舎の間で、複数の女子に責められて、ひと言も反論せずにうつむいていた、あの子だ。

　多分一年生で。そのせいか、あれ以来、姿を見ることもなかったのだが。

　女の子は、眉まゆを下げて恐ろしそうに立ちつくしている。

　歩が進路をふさいでいて、通れないのだと気づいて、よけようとしたとき、女の子の膝ひざがすりむけ、血が滲にじんでいるのが見えた。

（もしかして、またあいつらにやられたのか？）

　肩を押され壁に叩たたきつけられても、ひっそりと耐えていた姿が思い出され、胸のあたりが、かすかに軋きしんだが、

（僕には関係ない）

　言葉を交わしたこともない下級生の心配をしている余裕などないし、向こうも、歩にあれこれ訊きかれたら、戸惑うばかりだろう。

　ましてや『いじめられたのか？』なんて、無神経なことを訊かれたくないはずだ。

　女の子は、歩あゆむに、通してくださいと言うこともなく、視線を弱々しく下に向けている。傘も差さずに立っているため、制服の肩が濡ぬれているのも、痛々しさを増大させている。

　歩は、ひよりからもらったひよこの絆ばん創そう膏こうをポケットから出し、女の子のほうへ突きだした。

「やる」

　素っ気なくつぶやく。

　女の子が、驚いたように顔を上げる。

　煙るような雨の中で、警戒するように、おずおずと歩を見ていたが、歩が女の子の手に絆創膏を強引に押しつけると、またおずおずと手をひらいた。

　その手も、子供のように小さく白い。

　歩が、女の子の横をすっと通り過ぎると、女の子が、びくっと身を引く。

　すぐに後ろで、ぱたぱたと走って遠ざかってゆく足音がした。振り返って、傘の端からそっとのぞき見ると、裏庭の温室に入ってゆくのが見えた。雨がやむまで、そこにいるのかもしれない。

「……」

　自分には、関係ない。

　また、そんな風に思いながら、離れていった。



















「ユア・マジェスティ」



「うわ！」

　いきなり後ろから、淡々とした声で呼ばれて、歩あゆむは飛び上がった。

「な、なんだ、おまえ、いつからいたんだ」

　心臓がドキドキして、声を上擦らせて尋ねると、瞳ひとみと同じ色の傘を差したルーメは、ひんやりした顔を歩へ向けたまま、言った。

「わたしは常に、ユア・マジェスティを、見守っておりますので」

「そ、そうなのか！　つか、それストーカー？」

「ユア・マジェスティが、傷ついた少女に絆ばん創そう膏こうをそっと手渡すお優しい姿も、拝見しました」

「あ、あれは──たまたま絆創膏を持っていたからで！　ひよこの絆創膏なんて、持ってても使わないし」

「ほぉ、何な故ぜ、使わない絆創膏を持っていたのですか？」

　ルーメが涼しい顔で、突っ込む。

「……三み田たにもらって」

「何故ひより嬢は、ユア・マジェスティに、絆創膏を渡したのでしょう？」

「う、僕が、堀ほり井いに突き飛ばされて、転んで、手をすりむいたから」

「ほぉ」

　ルーメは、やっぱり淡々と、

「何故ユア・マジェスティは、芹せり乃の嬢に突き飛ばされたりなどしたのでしょうねぇ」

「ぐ、そ、それは」

　ひよりが、歩は芹乃を好きなのだと、爆弾発言をかましたせいだとは、言えない。

　そのあと、怒った芹乃に、振られて突き飛ばされただなんて。

　歩が口をつぐむと、ルーメはさめた目と声で、

「ユア・マジェスティが、芹乃嬢の画像を階段でばらまいて、ひより嬢に口止めしようとして、痴漢扱いされ、芹乃嬢に鞄かばんをぶつけられて、ひより嬢に『永なが野のくんは、芹ちゃんのことが好きなんだよ』と暴露されて、真っ赤になった芹乃嬢に『マジ、ありえない』と拒否られて、屈辱に震えるお姿も、見守っておりました」

　歩の頬ほおが、焼けるように熱くなる。

「見ていたんなら、言うなぁー！」

　つか、また見ているだけか、おまえは！

　恥ずかしさにうつむいていると、ルーメの声がほんの少し、優しげになった。

「よかったのではないですか」

「なにが」

「ユア・マジェスティのお気持ちが、芹せり乃の嬢に伝わって」

「全然、伝わってないから！　堀ほり井いのことなんて、これっぽっちも好きじゃないから！」

「そうでしたか」

　と、ルーメがとぼけるのが、恨めしい。

「けど、やっぱり、あれでよかったと思いますよ。きっと明日からユア・マジェスティと芹乃嬢の関係は、変わるはずです。もしかしたら、今、この瞬間からも、恋ははじまっているのかもしれません」

　視線をちらりと上げると、ルーメは普段よりやわらかな表情をしていた。微妙な差ではあるのだが。

　何な故ぜか、胸がむずむずして、歩あゆむは顔をぷいっとそむけて、ぶっきらぼうに言った。

「おまえの言うことなんて、あてにならない。だいたい僕に恋をしろって言うけれど、おまえ自身は、恋をしたことがあるのか」

　こんな無表情で、淡々とした女が、恋をして浮かれている姿なんて想像できないし、実際ないのだろう。

　そう決めつけていたが、

「……わたしの中にあるこの、途切れることなく燃え続け、相手と一つになりたいと強く願う感情を、恋と呼ぶのであれば」

　真剣な口調で言われて、驚いてルーメのほうへ向き直る。

　ルーメは、まっすぐに歩を見つめていた。

　その眼まな差ざしの強さにも、ドキッとする。

　まるで歩の心を刺し貫くように見つめながら、ルーメが、言葉を続ける。

「それを恋と呼ぶのなら、わたしは永遠の恋をしています」



（永遠の……恋）



　歩は息を止め、その言葉を耳の奥で繰り返し、頭が痺しびれてゆくような感覚を味わった。

　こんな無感動そうな女が、恋をしているだなんて。しかも、永遠の恋だなんて。

　それまで綺き麗れいな人形のように見えていたルーメに、突然血が通ったかのように感じられて、鼓動がますます速まる。

「そいつとは、恋人同士だったのか」

「いいえ。彼とわたしが、そのような関係になることは、ありません」

「どうして」

　ルーメの瞳ひとみが、すっと冷たくなる。

　さめた声が、歩あゆむの耳に吸い込まれていった。

「わたしが彼の娘で、彼がわたしを憎んでいるからです」

（って、近親相そう姦かんじゃないか！）

　こいつは、自分の父親が好きなのか!?　永遠の恋の相手は、父親なのか？

　しかも、父親は、ルーメを憎んでいるって──。

　あまりのヘビーさに、言葉が出てこない。

　雨はやまず、空はますます暗く曇り、吹きはじめた風が、冷たい雨粒を、むき出しの手や頬ほおに、ぶつけてくる。

　ルーメが、傘の端から空を見上げる。

　立ちつくす歩に、淡々とつぶやいた。

「帰りましょう。雨が強まりそうです」



◇　　　◇　　　◇



（あのルーメに、あんな重い事情があったなんて）

　翌日も、細かな雨が降り続いていた。

　黒く濡ぬれた長い長い坂道を、傘を差し、浮かない気持ちでのぼってゆく。

（いや、あれは、あいつの設定かもしれない。本当はやっぱり恋なんか一度もしたことなくて、一応僕より年上の先輩って設定だから、見み栄えをはってみたけど、感覚が一般女子とズレてるから、禁断の恋とか言ってみたら、引っ込みがつかなくなっただけかも）

　だったらいい。

　あの無表情の裏で、ルーメが絶望しかない恋に、苦しんでいるのでなければ。

　珍しく真面目まじめな気持ちで、そんなことを考えながら、つるつるする坂を、踏みしめ、踏みしめのぼり、高台にそびえる校舎に辿たどり着く。

　昇降口で、傘についた水滴を払っていたら、

「う！」

「げ！」

　隣で、同じように傘を振っていた芹せり乃のと、もろに目が合った。

「……っ」

「……くぅ」

　お互い、前世からの敵に会ったように、相手を睨にらんでしまうが、いつもと違い、力がこもらない。そのことに焦って、ますます強く睨みつけようとする。

（ぼ、僕は、おまえのことなんか好きじゃないんだからなっ。昨日のあれは、三み田たの勘違いなんだからなっ）

　そう言ってやりたいが、喉のどで言葉が止まって、どんなにいきんでも、そこから前へ出てこない。

　芹せり乃のも赤い顔で歩あゆむを睨にらんだまま、口を開けたり閉じたりしている。

　いつもなら、怒りの形相で、傘についた水滴をひっかけ『あたしの視界に入らないで』と、わめくのに、今日の芹乃は黙ったままだ。

　あざやかな赤い傘を握る手も、震えている。

「あ、あたしの……」

　芹乃が、やっと言葉を発する。けど、いつもよりか細く、途切れがちである。

「視界に……入らない、でよね」

　か弱い女の子のように懇願されて、歩もつい調子が狂って、

「う、うん」

　などとうなずいてしまう。

　すると芹乃は、頬ほおをますますカァッと紅潮させ、それから必死な感じで、

「バカ」

　と言い捨て、早足で遠ざかっていった。

（なんなんだ、あれは。まさか僕のこと、意識して──いや、堀ほり井いは告白なんて山ほどされているはずで、そんな連中を手玉にとって、貢がせているくらいで）

　今さら歩が、芹乃を好きだと言っても、鼻で笑い飛ばしそうなのに。

　あんな風に赤くなったり、もじもじされたら、歩のほうまで顔が熱くなって、胸がドキドキしてしまう。



　──きっと明日からユア・マジェスティと芹乃嬢の関係は、変わるはずです。



　ルーメの言葉が、耳の奥によみがえる。



　──もしかしたら、今、この瞬間からも、恋ははじまっているのかもしれません。



（そ、それはない！　堀井に恋なんて！）

　ただちょっと、お互いに気まずいだけだ。このドキドキも、焦ってドキドキしているだけで、恋のドキドキとは無関係だ。そうだ、そうに違いない。絶対そうだ。

　自分で自分に言い聞かせながら、歩も教室へ向かった。

「永なが野のくん、おはよう」

　教室に入るなり、三み田たひよりが寄ってくる。

　歩あゆむに向かってぺこりと頭を下げ、

「昨日は、出しゃばってごめんなさい」

　と、すまなそうに言う。

　それから顔を上げて、

「けど、永なが野のくんの気持ちは、芹せりちゃんに伝わったと思うよ」

　と、歩を勇気づけるように言った。

（伝わらなくて、いいんだよ～！　つか昨日、僕と別れたあと、堀ほり井いとなにを話したんだ）

　気になって仕方がない。

　けど、根掘り葉掘り尋ねたら、また妙な誤解をされそうで、悶もん々もんとしているうちに、

「じゃあね、永野くん。引き続き、応援しているからね」

　と、おっとり言って、ひよりは自分の席に戻っていった。

　気がつけば、芹せり乃のが開いたコンパクトの端から顔をちょっと出して、歩を睨にらんでいる。

　目が合うと、慌てて首を引っ込め、まつげの状態を確かめるふりをした。

　歩も、ぎくしゃくと自分の席につく。

　すると今度は遥はる菜なが、

「おはよう、アユアユ」

　と声をかけてきた。

「あ、お、おはよう」

　晴れやかな笑顔に、後ろめたさを感じるのは何な故ぜだろう。

「ねぇ、アユアユ。今、ひよちゃんとなに話してたの？　アユアユ、すごく焦ってたみたいだったけど」

「え！　しゅ、宿題のことだよ」

「なんで、ひよちゃんと？　アユアユ、ひよちゃんと仲良かったっけ？」

「いや、昨日図書室で偶然会って、それで一緒に宿題を──」

　なにを必死に言い訳しているんだ。

　遥菜は、なにか気がかりなことがあるような顔で、

「そうなんだ」

　と、つぶやいた。

（なんで、そんなしゅんとした顔をするんだよー、春坂すのさかさん）

　ますます焦っていると、遥菜が顔を上げて、にっこりした。

「今度、あたしも、アユアユと図書室で宿題したいな」

「え、あ、うん」

　答えてしまってから、まずかったかと思ったが、遥菜が嬉うれしそうな表情になったので、ちょっとホッとした。

　が、視線を感じて、斜め後ろを見ると、芹せり乃のが唇を尖とがらせている。

（うわっ）

　また汗がどっと噴き出てくる。

　芹乃は頬ほおをふくらませたあと、嫌そうに首を横に振り、コンパクトをしまい、机の上に教科書やノートを、せっせと出しはじめた。けど、そのあとも、ちらちらと歩あゆむのほうを見ていて、歩も芹乃のことが気になって、つい振り返ってしまうのだった。

　そうして目が合って、慌てて顔をそむけあうということを繰り返して、放課後になった。



◇　　　◇　　　◇



（はーっ、やっと授業が終わったー）

　今日は時間の流れが、異様に遅く感じられた。

　これで、芹乃と顔を合わせずにすむと安あん堵どしていると、芹乃の声が耳に入ってきた。

「このあと、街のプールで、雑誌用の広告の撮影をするの。みんな、暇だったら見学に来てもいいわよ。ギャラリーが多いほうが、あたしも気合い入るから」

　芹乃が取り巻きの男子たちに向かって、偉そうに話している。

（プール……）

　一瞬、歩の脳裏に、グラビアで見た芹乃のビキニが浮かぶ。胸はささやかだが、腰のラインが美しく、足もまっすぐだった。

（いや、別に堀ほり井いの水着なんて興味は──）

「うぉぉぉ、行く行く」

「芹様の水着、超見てぇ！」

　興奮する男子に、芹乃はますます偉そうに、

「ふふん、あたしは、水泳部員で学園のアイドルって設定なの。競泳用の水着を、ばっちり用意してもらってるわ」

「行く行く！」

「オレも！」

　口々に叫ぶのを、女子が不満そうに見ている。

「なぁに、あれ、でれでれしちゃって」

「まったく、これだから男子は」

　そんな女子の声など、てんで気にならないというように、芹乃がさらさらの髪を、細い指でかきあげ、不敵に微笑ほほえんでみせる。

「ひよも、来るでしょ」

「ごめんね、芹ちゃん。あたし、今日はダイちゃんとコウちゃんに、ホットケーキ焼いてあげる約束しているの」

「また、弟」

「ごめんねー」

　ひよりが手をあわせる。芹せり乃のは不満そうに口元をゆがめたが、

「まぁ、いいわ」

　と言って、ちらっと僕のほうを見て、また急いで目をそらし、取り巻きの男子たちに囲まれて、教室から出て行ってしまった。

「堀ほり井いって、最近調子に乗ってない？」

「えー、前からじゃん」

「モデルっていったって、スーパーのチラシとか墓石とか、怪しい健康飲料とかばっかなのにねー」

　女子のそんな声が、耳をかすった。

　以前なら、一緒にうなずいていたに違いないが、今日は、何な故ぜか胸の奥が引ひっ掻かかれるような不快感を覚えた。

「アユアユ、今日雨で、ラクロス部の練習お休みだから、図書室で宿題しない？」

　遥はる菜なが、明るい声で言う。

　歩あゆむは一瞬ためらったあと、

「ごめん。今日は用があるから」

　そう言って、教室を出た。



◇　　　◇　　　◇



　街中のスポーツセンターのプールは、ドームに覆われているため、一年中利用ができる。

　今日は、水着のモデルが広告の撮影をするということを聞きつけてか、歩たちの高校の生徒以外の見物人も、かなりいた。

　競泳水着にスレンダーな肢体を包んだ芹乃が、すらりとした生足を見せつけるように、プールサイドに立ち、カメラマンの指示に従って、ポーズをとる。

「い～よ～、セリリン、目線、こっちに向けて～」

「そう、もっと色っぽく、唇突き出して」

「ちょっと腰、ひねってみようか。オッケー、ばっちり」

　モデルをしているときの芹乃は、演劇部の公演で見たのとは、また違う魅力があって、動きのひとつひとつが鮮烈に目に飛び込んできて、歩はドキドキした。

（別に、堀井の水着姿を見たくて、来たわけじゃないぞ）

　ただ、ちょっと気になって……。それに一応、芹乃は現在の歩の攻略対象で……だから、芹せり乃のに関する情報を集めているだけで……。春坂すのさかさんの誘いを断ったのも、未練を引きずらないためで……。

　最初のうちは、そんな風に自分に言い訳をしていたが、しだいに夢中になって見入っていた。学校で、偉そうにふんぞり返ったり、男子生徒に、調理実習で作ったカップケーキを売りつけたりしているときの芹乃を、魅力的だと思ったことは一度もない。

　けど、注目を集めて演技をしたり、ポーズをとったりしているときの芹乃は、確かに輝いている。周りの男子も、芹乃に見み惚とれている。

「すげ～、芹様、芸能人みて～」

「バーカ芸能人だよ」

「あ、そっか～」

「「「「「せ～の、セリリン！」」」」」

　歓声が飛ぶと、

「はぁい！　応援ありがと～！」

　芹乃が調子に乗って、ちゅっと投げキッスを送る。

　周りで、「うぉぉぉ！」という野太い声が上がる。

　それを見たら、急にムッとした。

　芹乃が、得意そうな視線を歩あゆむに向ける。

















　歩あゆむはますますムッとして、ふいっと横を向いてやった。それが、芹せり乃ののカンにさわったらしい。

「おいおい、セリリン、どしちゃったの、急にしかめっつらして。スマイル、スマイル」

　と、カメラマンに注意される。

「は、はぁ～い」

　芹乃が、すかさず笑顔に戻る。

　が、歩への不満がおさまらないようで、その後も、

「セリリン、また、しかめっつらになってるよ」

「どこ見てんの、セリリン、集中して」

「あー、そんなに目を三角にしないで」

　と、ダメ出しが続く。

　芹乃が、

「す、すみません」

　と頭を下げながら、あんたのせいよ、というようにまた歩を睨にらむ。

「って、さっきからなに見てんの、セリリン。おや？」

　芹乃の視線を追って、こちらのほうへ顔を向けたカメラマンが、目を見張った。

（え、ぼ、僕のこと、見てる？）

　それもなめまわすように、上から下までじろじろと。

（なんだ、なんで、こっち見てるんだ。僕は水着の美少女じゃないぞ。チビで前髪が長くて邪悪なオーラを背負った、陰いん鬱うつな男だぞ）

　ひょっとして、こいつホ×？

　困惑していると、カメラマンが撮影を中断し、クライアントらしいスーツ姿の中年男性と芹乃のマネージャーと三人で、なにやら、こそこそ話しはじめた。

　芹乃は硬い表情で、それを見ている。

　やがてカメラマンが、歩のほうへ近づいてきた。

「ねぇ、きみ、その制服、セリリンと同じ高校だよね？　ちょっと手伝ってくれないか」

「へ？」

　向こうで芹乃も、

「ええっ！」

　と叫ぶ。

　歩はますます困惑し、

「ぼ、僕ですか？」

「ああ、セリリンのおまじないグッズシリーズのコンセプトに、きみのその、暗い雰囲気が、ぴったりなんだ」

　歩あゆむが愛読している『月刊魔界通信』にも掲載されている、セリリンのハッピーブレスレットの広告が頭に浮かぶ。

　ミニスカートの芹せり乃のが金色のブレスレットを片手に、にっこり微笑ほほえんでいて、『このブレスレットを身につければ、モテモテで、セリリンみたいな可愛かわいい彼女もゲットできちゃうぞ』という、うさんくさいコピーに、嘘うそくさい体験談がついているやつだ。

　雑誌の広告の撮影って、セリリンのおまじないシリーズだったのか！

　カメラマンは歩に向かって、しゃべり続けている。

「学園のアイドルで水泳部員の彼女に憧あこがれて、陰からこっそりねっとり見つめる少年。そんな彼の手首に、きらりと輝く、セリリンのハッピーブレスレット！　ってコンセプトで撮りたいんだ」

「反対！　永なが野のなんかと共演するなんて冗談じゃないわ！　絶対絶対、反対！　てか、いやぁぁぁぁぁ」

　水着の芹乃が、足を踏みならしてわめく。

　それを見ていたら、そこまで嫌がることはないじゃないかという気持ちがわいてきて、

「僕、出てもいいです」

　と答えていた。

「えええええ！」

「おお！　そうか、ありがとう！　さっそく撮影再開だ！」

　浮かれたカメラマンが、歩の肩を抱いて、連れてゆく。

　芹乃が真っ赤な顔で、

「バカ！　あんたなに調子こいてんのよっ！　あんたのその陰気な顔を、雑誌に載せる気？　やめなさいよ！」

　と、迫ってくる。

「堀ほり井いに指図されるいわれはない」

「なんですって～、永野の分際で、生意気よ！」

　あー、いつもの堀井だ。

　そのことが、なんだか愉快で、歩はにやりとしてしまった。

「なに笑ってんのよ！　ムカツク！」

　クククク、悔しがってる、悔しがってる。



　そんなわけで十分後──。

　歩は制服の上から、黒いマントをはおり、腕に、金色のハッピーブレスレットをつけて、シャワー室の陰から、芹乃をじぃぃぃぃぃぃっと見つめていた。

「いいね、いいね～！　その、じめじめした暗い、オーラ。最高だよ！　セリリンはもっと、スマイル！」

「あぅぅぅぅ、どーして、あたしが、永なが野のとなんか……」

　水着の芹せり乃のが、こぶしをぶるぶる震わせる。唇を噛かみしめ、頬ほおを引きつらせたその顔に、ますます胸がとどろく。

「セリリン、スマイル！」

「くぅぅぅ、あたしはプロ、あたしはプロ、あたしはプロ……っ」

「おい、しっかりやれよ、堀ほり井い」

「なんですって！　あんたなんて、無間地獄タルタロスに落ちて、ヘカトンケイルとサイクロプスに踏みつぶされろ！」

　と、芹乃が、ずいぶんマニアックに罵ののしる。



「灼熱の地獄ジヤハンナムで、ザバーニーヤに制裁を受けるがいいわ！」



「火と硫黄の池に投げ込まれて、二度と上がってくるんじゃないわよ！」



「この世のすべての畜生の肉を喰くらう、アーマーンに食べられちゃえ！」



　歩あゆむは、ますます愉快でたまらない。

「オッケー！　じゃあ、次、キスシーンいってみよっか！」

「えええええええええええ！！！！」

　芹乃の絶叫が響き渡る。

「ちょっと！　き、キキキキキキスシーンって！　永野と！」

「ほっぺに軽くだよ。ハッピーブレスレットの効果で、憧あこがれのアイドルも、きみにメロメロ、ほっぺにちゅっ♡ってな感じでさ」

　カメラマンが、明るく言う。

「メロメロぉ？　あたしが、永野にぃ。あたしから、こいつにキスするのぉぉぉぉぉ！」

　芹乃は、早くも半泣きだ。

　人の良さそうな事務所の社長兼マネージャーからも、

「プロだろ、セリリン、頑張って！」

　と励まされ「あぅぅぅぅぅぅ」と唸うなった。

　見物人たちも、騒ぎ出す。

「おい、セリリンが、ラブシーンするんだって」

「ええ、あんなやつとキスすんのかよ」

「ショック～」

　なんだか、すごいことになってきた。

　さすがに、歩あゆむも芹せり乃のにキスされると聞いて焦ったが、芹乃に、今にも殺したそうな涙目で睨にらまれたら、また背筋が、ぞくぞくしてきた。

　あの堀ほり井い芹乃が、嫌で嫌でたまらないのに、歩にキスをしなければならないなんて、最高じゃないか。

（さぁ、大っっっっ嫌いなこの僕に、おまえから、キスしてもらおうじゃないか）

　と、悪役の歓よろこびをひしひしと感じながら、心の中でつぶやく。

　それを芹乃も察したのだろう。ますます憎たらしそうな目で、歩を睨んでくる。

　カメラマンがすかさず、

「おいおい、セリリン、そんな怖い顔しちゃダメじゃないか。セリリンは、今、ハッピーブレスレットの魔力で、彼にメロメロなんだよ」

「くぅぅぅ」

「ほら、もっと、好き好き光線出して」

「ぅぅぅ、あたしはプロ、あたしはプロ、あたしはプロ……セラフィム、ケルビム、スローズ、邪悪なものを滅し、あたしに力を」

　しかめっつらで唸うなったあと、芹乃がにっこり笑う。

（うわぁ、べたべたのアイドルスマイルだー。つか、さっきからタルタロスだの、アーマーンだの、セラフィムだの、やけにすらすら出てくるな）

　元中二病の歩に、合わせたのだろうか。

　いや、そんな義理はない。ならば、とっさにそんな罵ののしり文句や祈りの言葉が飛び出すほど、芹乃にとって、それらが身近だということで……。

「いいぞ～、セリリン、そのまま彼の頬ほおに、チュ～して」

「ぅぅぅぅぅ」

　芹乃が、顔を近づけてくる。

　歩の思考は、そこでいったん途切れた。

　間近で見る芹乃の表情が、あんまり必死で。勝ち気に振る舞おうとしながら、実際は怖くて、恥ずかしくて、仕方がないという風で。

　長い睫まつげや唇が緊張に震える様子が、えらく女の子らしく可愛かわいらしく見えてしまって。

（これは、演技なんだ）

　自分に言い聞かせる。

（堀井は、芝居で僕にキスしようとしているだけなんだ。ぼ、僕が、ドキドキする必要なんて……）

　けど、震える唇は、すぐそこまで迫り、歩の心臓の音も、速く大きくなってゆく。

　芹乃がぎゅっと眉まゆ根ねを寄せ、

「うぅ、ヴァナディースの月の魔法よ……」

　と、ささやく。

　それが耳に入ってきた瞬間、そのフレーズに聞き覚えがある気がして、ハッとした。

　ヴァナディースは、北欧神話の女神フレイアの別の呼び方だ。

　歩あゆむたちが中学生のとき、マニアの間でブームになった北欧神話の世界を舞台にしたゲームだ。

　もちろん歩もハマったクチで、ゲームの中の台詞せりふを一生懸命に暗記したりした。



　──ヴァナディースの月の魔法よ。



　それは、ヒロインが勇気を出すときに唱える呪じゆ文もんで。

（堀ほり井いは、その手のものは、大嫌いじゃなかったのか？）

　歩が『月刊魔界通信』を読んでいると、しかめっ面で、『学校にヘンな雑誌持ち込まないで！』と言い、歩のペンケースやシャーペンにほどこされた髑どく髏ろや死に神のマークを、趣味が悪いと、さんざん罵ののしった。

　なのに、そうした単語にやけに詳しくて──。

　疑問に思っていたことが、頭の中で徐々にひとつにまとまってゆく。



　──何な故ぜ、芹せり乃の嬢はユア・マジェスティに敵対するのか、そこに芹乃のテーゼを得る鍵かぎがあるのかもしれませんね。



　ルーメが言っていたこと。

　高校一年生の秋、風の吹く裏庭で、くるくる回る銀杏いちようの葉っぱを背中にしょって、魔法使いごっこをしている歩に、真っ赤な顔で木の枝を投げつけてきた芹乃。



　──あたしの視界に入らないで！



　──あんたって、本当にっ、うぅぅぅ、と、とにかく、あんたを見てると、苛いら々いらするのよっ。



　芹乃が、ぎゅっと目を閉じる。冷たい吐息が、歩の頬ほおにかかる。



（もしかしたら、堀井は──）



　次の瞬間、歩あゆむは両手で胸を押された。

「いやぁぁぁっ！　やっぱり耐えらんないっ！」

「うわ！」

　考え事をしていたので、踏ん張れず、体が背中から後ろに倒れてゆく。

　それを、なんとかとどめようと、歩は慌てて腕をのばして、目の前にあるものをつかんだ。

　ぷにっ。

　え？　ぷにっ？

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！」

　芹せり乃のの悲鳴が、空気を切り裂く。

（うわぁ、これは、ひょっとして、堀ほり井いの、む、むむむむ胸なんじゃぁ）

　あんな扁へん平ぺいな胸に、つかむところがあったのかと、こんなときなのに女体の神秘に感心しながら、倒れてゆく。

　一緒に芹乃も、歩のほうへ倒れ込んできて、背中に衝撃があり、おなかにやわらかくて重いものがおおいかぶさった。

　さらに、歩の唇に、別のやわらかな感触がある。

　甘くて、とろけそうで、歩の唇の中に沈み込んでくる。

（こ、これは──）

　目を開けると、歩の真正面に、芹乃の瞳ひとみがあった。

　大きく見開かれたそれが、驚きとともに歩を見つめている。

　そして、芹乃の唇が歩の唇に、押しつけられていて──。

　芹乃がのけぞって跳びすさるのと、歩が身を起こすのと、ほぼ同時だった。

　芹乃は両手で口元を押さえたまま、プールサイドにしゃがみ込んでいる。

　歩も、腰を抜かしたまま立てない。

「セリリンがキスした！」

「マジかよ！　あんな冴さえないやつと」

「つか、あれ、永なが野のの兄貴のほうだろ」

「は、ハッピーブレスレットって、本当に効果あるのかも！」

「うわぁん、セリリーン！」

　見物人たちが大騒ぎし、カメラマンやスタッフが、

「いやぁ、いい写真が撮れたよ！　これはセリリンのおまじないグッズ、売り上げ倍増間違いなしだ！」

　と、喜び合っている。

　歩と芹乃は、お互い気弱な表情で、しばらく見つめ合っていたが、やがて芹乃がすっと右手を振り上げた。

　来るとわかったが、よけられなかったし、また、よけたらまずいような気がした。

　歩あゆむの頬ほおが、パーン！　と乾いた音を立てる。



「トールの雷で打たれて、魂まで砕け散ればいいわ！」



　と、また例のゲームの台詞せりふを、芹せり乃のが叫ぶ。

　何な故ぜ、芹乃が歩のことを、ああまで目の敵にして、突っかかってきたのか、歩はすでに答えに辿たどり着いていた。

　芹乃は歩と同じ側の人間──中二病患者なのだ。

　けどそんなことは、芹乃の目からぽろぽろこぼれ落ちた涙に比べたら、どうでもいいことのように思えた。

　頬を伝ってゆくその透明な雫しずくを、歩は胸がしめつけられる思いで、見ていた。

　包帯の下の指輪も、薬指を容赦なくしめつけ、ズキズキと痛かった。








　三章　弱気な彼女の言葉に、僕は「うん」と答えた。





　芹乃とキスしたその夜。歩は、未来の夢を見た。

　嵐あらしの中、揺れる船のデッキに立ち、月光を浴びながらマントをなびかせて叫ぶ、銀色の仮面の青年。

　風を切り裂いて、朗々と響き渡る声。



「ひるむな！　立ち向かえ！　己が無知であることを知れ！　惰弱であることを知れ！　矮わい小しようであることを知れ！　そして、目の前に我という偉大な存在があることを知り、恐れも怯おびえも、すべてゆだねよ！」



　デッキに集まった兵士たちが、そして、他ほかの船のデッキから雨に濡ぬれそぼりながら彼の言葉に耳を傾けていた、さらに多くの兵士たちが、びしょ濡れの顔を上げ、自分たちの英雄を讃える。



　ユア・マジェスティ！

　ユア・マジェスティ！

　ユア・マジェスティ！



　高まる熱狂。

　それに応こたえて、右手を悠然とかかげる彼。



　惑乱の星エウレカの恩恵を、最大限に受けとりし者。

　魔法時代の覇者。

　最強の魔法使い。

　未来の地球の支配者にして、守護者の──。



◇　　　◇　　　◇



　目を覚ますと、朝の四時だった。

　ベッドから出るには早すぎる時間で、けど頭がはっきりと冴さえていて、眠れそうにない。

　やっかいなことに、胸の痛みは、昨日の放課後からずっと続いている。

　歩あゆむはベッドからもそもそ這はい出すと、制服に着替えた。

　キッチンで、夕べの残りのごはんとおかずでおにぎりを作り、学校の鞄かばんと一緒にそれを持って、家を出る。

　自転車を漕こいで、学校の近くの山までゆき、ふもとに自転車を置き、そこから山を登ってゆく。

　小学生のガキの頃ころも、中学生の思春期の頃も、鬱うつ屈くつばかりの高校生になった今も、リアルで生きるのがきつくなったときに訪れるのは、早朝の山や夜の河原や、そういう人ひと気けのないところだった。

　クラスメイトや、教師や、親しん戚せきや、家族や──あらゆる人間に関かかわるのが苦手だったから、そうした誰だれもいない場所を見つけるのが、いつの間にか得意になっていた。

　リアルの歩は、弟の司つかさと比べて、なにひとつ勝る部分のない、弱くて惨めで、ひねくれた子供だったけど、一人きりのその場所では、いつでも最強の魔法使いだった。

　魔法の呪じゆ文もんを高らかに唱え、腹の立つ世界に対して言いたいことを口にし、不ふ遜そんに振る舞うのだ。



　──世界よ！　我にひれふせよ！　我は、最強の魔法使いにして暗黒の王──ソロモン・アルクシール・デスヴァーン・トリスメギストス！



　歩あゆむの周囲で吹き荒れる風。

　揺れる川面かわも。ざわめく草。

　舞い散る木の葉。

　すべてにわくわくして、現実の世界で打ちのめされた自信と尊厳を、再び取り戻すことができた。

　昔のことを思い返しながら、山の中腹に突き出た、崖がけの上までやってくると、歩はそこに立ち、鞄かばんからフードのついた黒いマントを引っ張り出し、それを羽織った。

　マントは、通販で購入したものだ。

　最後にここへ来たのは、高校一年生の冬だっただろうか。

　あのときは、ちらちらと雪が舞っていた。

　今はもう、初夏だ。

　梅雨が終われば、いっきに夏になだれこむだろう。

　ここへ来るまで暗くひんやりしていた空は、白く染まりはじめている。もうじき向こうの山の端はから光が射さし込み、夜が明けるだろう。

　歩は両手を高くかかげた。



「風よ吹け！　すべての精霊たちは、我に従え！　我は、最強の魔法使い──ソロモン・アルクシール・デスヴァーン・トリスメギストス！」



　風は吹かない。

　歩のマントが、夢で見た未来の歩のマントのように、激しくひるがえることもない。

　わかっていたけれど、淋さびしい気持ちになった。



「ユア・マジェスティ」



　淡々とした声に振り返ると、ルーメが立っていた。

　制服を着ていて、背筋がピンと伸びた、すらりとした長身を、淡く輝く星色の髪が包んでいる。

　そこだけは、幻想的な夢の続きのままで。逆に、そのことにかすかな苛いら立だちを覚える。

「なんでいるんだ」

「わたしは非力ながら、いついかなるときでもユア・マジェスティを見守っていると、申し上げましたが」

「まさか、僕の家の前に、段ボールハウスを作って、寝泊まりしてるんじゃないよな」

「それは秘密です」

　秘密なのかよ、否定しろよ、本当に二十四時間監視されているみたいで、怖いじゃないかと、心の中でつぶやいてみるが、口は引き結んだまま声にはしない。

　代わりに、言った。

「堀ほり井い芹せり乃のは、元中二病だ」

「中二病とは、ユア・マジェスティのように、ありえない設定を山ほど作って架空の人物になりきって、痛い行為を繰り返す病ですね」

「……さりげなく僕のことを落としているけど、その中二病だ。ひょっとしたら、元じゃなくて、現役かもしれない」

　芹乃の歩あゆむに対する度を超した反応や、怒っているとはいえ、口からぽんぽんと飛び出てきた中二病的ワードの数々を考えれば、現在進行形の隠れ中二病という可能性も、じゅうぶんありうる。

　ルーメが驚いた風もなく、淡々と、

「モデルのバイトもしている、学園のファッションリーダーである芹乃嬢の中二病疑惑は、じゅうぶんな弱みになるでしょうか」

「……ああ」

　視線をそらしたままボソリと答える。

　じゅうぶんすぎるほどだ。

　芹乃は、自分が中二病であったこと、あるいは今現在も中二病であることを、隠している。だから、それをバラすと言えば、歩のことが大嫌いでも、従わざるを得ないだろう。

「では、芹乃嬢の弱みを握って、芹乃嬢を従順な女性に調教するというユア・マジェスティの目的は、はたされますね」

「そうだな。きっとすごく楽しくて──」

　声が、途中で止まってしまう。

　頭の中に、芹乃の泣き顔がよみがえる。

　一生懸命に眉まゆをつり上げようとして、なのに失敗して、口を押さえて、ぽろぽろ泣いていた芹乃。

　歩の頬ほおを平手打ちした芹乃は、あのあと飛んできた女性スタッフとマネージャーに連れられて、去っていった。



　──セリリンが泣くなんてなー。もっと今時のドライな子だと思っていたのに。



　傑作が撮れたとはしゃいでいたカメラマンたちも、反省していた。

　歩あゆむは、芹せり乃ののファンたちにつかまらないように、裏口からこっそり出され、そこからタクシーを手配してもらった。



　──写真を使うかどうかは、セリリンと話し合ってみるよ。



　と、カメラマンは言っていた。



　──いい写真だから、ぜひ使わせてもらいたいけど、あんな風に泣かれたら、強制はできないよ。



　きみは、どうかな？　写真を使ってもいいだろうかと訊きかれて、歩は低い声で、『……堀ほり井いがよければ』とつぶやいたのだった。



「僕は、堀井のことが嫌いで……あんなヒステリー女、好きになれっこないし、今も、好きじゃないし、僕好みに調教して、僕の三歩後ろを歩く女にしてやるんだと思ってて……今が、堀井に復ふく讐しゆうできる絶好の機会なのに……だけど」

　ルーメに向かってしゃべっているのか、自分に向かってしゃべっているのか、だんだんわからなくなってくる。

　空は夜が明けても、灰色のままだ。また今日も、このあと雨になるのだろうか。風もなく静かな空間に、歩の声が、自信なさげに流れてゆく。

「だけど……あまり、愉快じゃない」

　芹乃とアクシデントでキスしてしまったことも、全然愉快じゃない。

　笑えない。

　胸が、ズキズキする。

　包帯を巻いた薬指も、ひりひり痛む。

　再び黙ってしまった歩を、ルーメもまた、透きとおった海色の瞳ひとみで、静かに見つめていた。



◇　　　◇　　　◇



　朝食のおにぎりを、ルーメと二人で草むらに並んで座って食べ、登校すると、下げ駄た箱ばこに呪のろいの手紙が入っていた。

「げ」

　それも一通ではなく、数通。

　黒い縁取りをした葉書やら封書やらが、ばらばらと落ちてくる。

　どうやら昨日の歩あゆむと芹せり乃ののキスシーンが、すでに噂うわさになっているらしい。あちこちから、

「二年の堀ほり井い芹乃が、司つかさ兄とキスしたんだって」

　と、ささやく声が聞こえてくる。

（くそっ、手紙を出した連中、全員突き止めて、一人一人の下げ駄た箱ばこに呪のろいの人形を入れてやる）

　と歯ぎしりしながら、廊下を進み、教室に入る。

　まっさきに芹乃の席に、目がいった。

　芹乃は背筋を伸ばし、唇をきゅっと結び、硬い表情で座っている。それを見て、ドキッとした。

　隣に、ひよりが心配そうに寄り添っている。

　きっと芹乃も、歩と噂になっていることはわかっている。だからこそ、あんな風に全身で身構えているのだろう。

　ひよりが歩に気づいて、

「あ」

　と口を開く。

　クラスメイトたちの間にも、緊張が走る。

　けど、芹乃は歩のほうを、決して振り向かなかった。

　ぴりぴりと張りつめた空気の中、歩も自分の席についた。

「アユアユ、昨日、堀井ちゃんの撮影を見に行った？」

　遥はる菜なが、おずおずと尋ねてくる。

「……行ったけど」

　なるべく素っ気なく答えると、

「そ、そっか」

　と、つぶやいて、

「あのね……」

　どこか思いつめた眼まな差ざしで、なにか言いかけ、

「ううん、なんでもない」

　うつむいてしまった。

　遥菜がなにを尋ねたいのかわかったので、歩も疼うずくような胸の痛みを感じたまま、黙っていた。



　それからあとも、芹乃は歩のほうを見ようとしなかった。

　歩は芹乃のことが気になって、昨日の芹乃のように、ちらちらと様子をうかがっていたが、芹せり乃のは授業中は硬い顔で頬ほお杖づえをつき、休み時間になると、すぐに教室から出て行ってしまい、ひよりが慌てて後を追うといったことが続く。

（僕は、堀ほり井いとなにを話したくて、こんなにヤキモキしてるんだ。堀井に、キスして悪かったって、謝りたいのか）

　芹乃の泣き顔が繰り返し頭に浮かんで、悶もん々もんとしているうちに、昼休みになった。

　芹乃とひよりは、早々に教室から出て行ってしまい、歩あゆむも購買部でパンを買うため、廊下を歩いていた。

　すると、

「兄さん」

　歩がこの世で一番会いたくない人間が、遠慮がちに声をかけてきた。

「芹先輩と兄さんのこと、聞いたんだけど、本当？」

　歩は立ち止まらずに、すたすたと歩いていった。

　司つかさが、焦ってついてくる。

「ゴメン、急に。けど芹先輩には、おれ、世話になってるから。だから二人が困ってるんなら、力になりたくて──」

　歩が生物室に入ると、司もそのままついてくる。

　歩はドアをばたんと閉じ、ぶっきらぼうに言った。

「廊下で話すことじゃないだろ。おまえは、ただでさえ目立つんだから」

　歩の目線より高い位置にある司の顔が、しゅんとする。

「ゴメン……。けど、芹先輩、ずいぶんひどく言われてるから。ギャラのためなら、誰だれとでもキスするとか。スポンサーともその……枕まくらして、仕事もらってるとか」

　司が真剣な顔で、歩のほうへぐっと身を乗り出してくる。

「芹先輩は、軽く見えるかもしれないけど、そんなこと全然なくて、むしろガードは、がっちりかためで、おれに、女の子の告白の断り方とか、合コンを角を立てずにうまく乗り切る裏技とか、いっぱい教えてくれたんだ。おれのこと好きだって女の子が、おれのことあきらめてくれなくて困っていたときも、おれの彼女のふりして自分が悪役になって、あきらめさせてくれたり、優しいだけじゃ女の子を傷つけるから、強くならなきゃダメよって、説教までしてくれて」

　こいつは、自分はモテると自慢したいのか。

　いや、本気で芹乃のことを心配しているのだろう、多分。

「堀井のことを悪く言われたくないなら、おまえは黙ってろ」

「え」

　目を見開く純真な弟に、歩は素っ気なく言った。

「おまえがそんな風にムキになって庇かばうほど、堀井は女たちに妬ねたまれて、陰口をたたかれるぞ」

　歩あゆむの指摘は司つかさの胸を抉えぐったようで、司はさっと顔をこわばらせ、声をつまらせてしまった。

　えらくシリアスな顔でうつむき、唇を噛かんでいるのは、覚えがあるからだろうか。もっとも、そんなこと歩には関係ない。

　司に背中を向けながら、

「堀ほり井いのことは、僕がなんとかする」

　そうつぶやいて、一人で生物室を出て行った。



◇　　　◇　　　◇



（あーっ、なんで司に、あんなこと言っちゃったんだ）

　廊下へ出るなり、頭を抱えたくなる。

（なんとかするって、どうするんだよっ。僕にできることなんて、悪口言ってる連中一人一人に、ねちねち嫌がらせの人形とか送って、精神的に追いつめるくらいで──それ、全部終わるのに、どれくらいかかるんだよ）

　呪のろいの人形を作っているうちに、噂うわさも鎮まってしまいそうだ。

　そうだ、結局なにもしないで超然としているのが、一番いい解決策で……。

　芹せり乃のだって、これまでさんざん女子に、陰口をたたかれてきただろうし、それを跳ね返すパワーもじゅうぶん持っているはずだ。

（堀井だって、僕になんか助けられたくないだろうし……）

　歩のほうを見ないようにしている、芹乃のこわばった顔を思い出して、胸がズキッとしたとき。



「おい、堀井が、テニス部の女子に、視聴覚室に連れ込まれたって。あいつら、堀井が司王子と仲いいんで、堀井のこと、すっげー嫌ってたからなー」



（なにぃ！）

　廊下で、男子が話しているのを聞いて、歩は視聴覚室へ突っ走った。

（てか、なんで僕は、堀井なんかのために、必死になってんだ！　なにもしないのが一番なんじゃなかったのか）

　なのに、まるで、少女漫画のご都合主義のヒーローのように、ヒロインのピンチに駆けつけようとしているなんて。

　そんな役目、自分には似合わないのに。

　それでも、足が止まらない。

　芹せり乃のの泣き顔が、頭にちらついて。

　芹乃が助けを求めているような気がして。

（──っっ、堀ほり井いは気が強くて生意気で、口が悪くて、隠れ中二病で──けど、堀井だって、普通の女の子なんだ！）

　長い前髪が激しく乱れ、心臓が破れそうなほど、がむしゃらに階段を駆け上がり、廊下をひた走り、視聴覚室に辿たどり着く。

　息を切らしてドアを開け、叫んだ。



「やめろぉぉぉ！　堀井に手を出したら、全員くまなく、呪のろってやるからな！」



　視聴覚室の中は、電気がついていて、明るかった。

　まっさきに歩あゆむの目に飛び込んできたのは、胸の前で腕を組んで、尊大な顔つきで、ふんぞり返っている芹乃だった。



（へ？）



　一瞬、自分が、どこでもドアかなんかで、目的の場所とは、まったく別の場所に現れてしまったのではないかと、疑う。

　それくらい芹乃は力強く、堂々としていた。

　芹乃の隣では、ひよりが、

「ごめんなさい、ごめんなさいっ」

　と、ひたすらぺこぺこと頭を下げており、その前に、数人の女子がへたり込み、お互いに慰め合うようにして、べそべそ泣いている。

（一体、なにがあったんだ！　なんで堀井を連れ込んだはずの、テニス部の女子のほうが泣いているんだ）

　唖あ然ぜんとする歩と、芹乃の目が合う。

　とたんに芹乃の顔が、カァァァァッと染まる。

「や──な、なんで、永なが野のが──」

　と、ほんの少し後ずさり、うろたえる。

　歩も声をつまらせながら、

「それは、こっちの台詞せりふだ。テニス部の女子に連れていかれたって聞いて」

「永野くん、芹ちゃんを助けに来てくれたんだね」

　ひよりが明るい声を出す。

「なっ」

　芹せり乃のがまた目をむく。

　それから、視線をそらして、腕組みしたままそっぽを向いて、

「た、助けなんていらないわよっ。こいつらが、バカないちゃもんつけてきたから、そんなことしてる間に、美容パックして、爪つめ磨いて、腹筋千回して、ウエスト引き締めろブスって、言ってやっただけよ。あたしより美人でスレンダーになってから出直せ、ブスって。ブスが大勢で来たって、ブスだらけで見苦しいのよ、ブスって──」

　テニス部の女子たちが、「ひどい」と泣きじゃくる。

　ひよりが「ごめんなさいっ」と頭を下げる。

　歩あゆむは唖あ然ぜんを通り越して、茫ぼう然ぜんだ。

（女に向かって、面と向かってブスって、一番言っちゃいけない言葉じゃないのか。僕だって、心の中で思っても口に出したりしないぞ）

　それを堂々と言い切るなんて。

　しかも、外見だけは完かん璧ぺきな芹乃に言われたら、「そっちもブスじゃない！」と言い返すこともできない。

　ひるんでいる間に、二度、三度、四度、五度と、「ブス」の連射を続けて、相手の息の根を完全に止めるとは。

（堀ほり井い芹乃──恐ろしい女だ）

　こんな芹乃の弱みを握って、調教しようとしていた自分は、あまりにも無知で無謀だったのではないか。

　歩との噂うわさが広まって、芹乃が気に病んでいるのではないかと心配したが、学校中の人間から後ろ指をさされても、芹乃は堂々と胸を張っていそうだ。

　芹乃が演じた砂かけばばあの、決して折れない強きよう靱じんな姿が、目の前で腕組みしている芹乃に重なり、歩はおののいた。

（僕が来る必要なかったんじゃないか。なのに、ドアをぶち開けて、大声で叫んだりして、大恥だ）

　己の行為に頬ほおを熱くする歩に、芹乃のほうも赤い顔で、

「だ、だから──あたしは、永なが野のなんかに、庇かばってもらう必要は、全然なくて──永野の顔なんて、見たくないっていうか──な、なのに──なんで、来るの」

　芹乃の目から、ぼろっと涙がこぼれる。

　歩は息をのんだ。

　芹乃も慌てて、

「嘘うそ、な、なんで」

　と、手で涙を払う。

　昨日、歩あゆむとキスしたときと同じように、芹せり乃のの瞳ひとみから透明な雫しずくが、幾粒もこぼれ出し、ぱたぱたと落ちてゆく。

　芹乃は顔を幾度もぱしぱし叩たたいて、それを払い落としていたが、それでも止まらなかったようで、

「やだもう」

　と、小さな声で唸うなり、歩を突き飛ばすようにして、視聴覚室から走り出ていった。

「堀ほり井い！」

　歩が、思わず足を踏み出したとき。

「どうぞ」

　と、歩の斜め後ろで、淡々とした声がし、縁にレースのついた白いハンカチが差し出された。

「このあと、必要でしょう」

　ルーメがすっきりした海色の瞳で、歩を見つめて言う。

　いつの間に来たんだ！　しかも、何な故ぜかハンカチを持つ手と逆の手に、クワを握っている。

「こちらは、不要だったようですが」

　どうやら、芹乃がテニス部の女子に連れてゆかれたと聞いて、武器（？）を持って駆けつけたらしい。

（って、どこで借りてきたんだよ！）

　突っ込むのは後にして、歩はルーメのハンカチを借りて、芹乃を追って駆け出した。

　ひよりがドアのところで、

「せ、芹ちゃんのこと、よろしくね、永なが野のくん。芹ちゃんが興奮してひどいこと言っちゃっても、本心じゃないから。だって芹ちゃんは──」

　と、心配そうに口走る。

　そんな言葉も後ろに遠ざかっていって、階段の踊り場の隅で、体育座りでうずくまっている芹乃を見つけた。

　芹乃は、肩を震わせながらうつむき、手でごしごしと涙をぬぐっている。

　さっきまで、尊大な顔つきで胸をそらしていた凜り々りしい女の子と、同じ人物には見えない。歩は胸が痛むと同時に、ドキドキしてしまった。

（なんで、こんなに急にか弱くなっちゃうんだよっ。堀井らしくないじゃないか。てか、堀井は、目をつり上げて、顎あごをそらして、あんたキモイって目で僕を見てなきゃ、困るっ）

　芹乃が、こんなふうだと、どうしていいのかわからなくなってしまう。

　甘くて切なくて──目の前の相手を、守ってあげたいと願うような不思議な感覚に、混乱してしまう。

　芹せり乃のに向かって一歩足を踏み出すごとに、緊張が高まり、鼓動も速さを増してゆく。



「堀ほり井い……」



　まるで芹乃のことを気遣っているみたいに、小さな声で呼びかける。

　芹乃がびくっと肩を揺らし、涙で濡ぬれた瞳ひとみを歩あゆむのほうへ向ける。

　眉まゆをつり上げ、きっと歩を睨にらんでいるが、頬ほおには涙がぽろぽろこぼれていて、唇は弱々しく震えている。歩の胸が、またきゅっとする。

「これ、ルーメが持って行けって言ったから。僕のじゃないから、安心して使って」

　芹乃は、ハンカチを無造作に受け取り、顔に押し当てた。

「ど、どうして……来たの。永なが野のの助けなんていらないって、言ったのに……。あ、あたし、女子に妬ねたまれるの、慣れてるし……口くち喧げん嘩かで、負けたことないし……運動神経だっていいから、とっくみあいの喧嘩だって……やられたりしないのに……」

　白いハンカチが、塩辛い水を吸い込む。芹乃は泣きやまず、一生懸命につり上げていた眉も、どんどん下がってゆく。

「あたしは、つ、強いんだから……っ」

　まるで幼い子供のように、訴える。

「な、なのに、なんで、あたし……泣いてるの？　うっく……き、昨日も……あのくらい、どうってことなくて、キスなんてもう──永野なんかより、ずっとカッコいい男の子と、百回くらい、してるのに」

　それが嘘うそだということは、芹乃の弱々しい泣き顔から、歩にもすぐにわかった。



　きっと、あれが、芹乃の初めてのキスだったのだ。



「ごめん」

　もう、本当に胸がズキズキして、どうしようもなくて、歩の口から、自然に謝罪の言葉が漏れる。

　初めてのキスは、きっと女の子にとって特別なものだろうから。

　その相手が、チビで陰いん鬱うつで前髪の長い──いかにも中二病患者な歩だなんて、中二病であることを隠している芹乃にとっては、いろんな意味で辛つらかっただろう。泣いてしまっても、仕方がないくらいに。

　撮影のとき、芹乃が嫌がる様子を見て、暗い喜びを味わっていたくせに、今は罪悪感でいっぱいで、これ以上、芹乃に泣いてほしくなかった。

「な、なんで、謝ってるの……永なが野ののくせに」

「僕のくせに謝ってごめん。けど、堀ほり井いが泣いているのは、僕のせいに見えるから」

「そ、そうよ……っ。もう、視界に入ってこないでって言ってるのに、さっきも、いきなりドアを開けて、入ってくるし」

　芹せり乃のが弱々しくしゃくり上げる。

「あたしに、手を出したら呪のろってやるなんて……カッコつけちゃって──呪うって、セコすぎっ。脅し文句くらい、もっと──派手なこと、言えないの……な、永野が、あんな風に入ってこなかったら、あいつらに言いたいこと言って、すっきりできたのに。永野が来るから……き、気が抜けて……っ、こ、こんな……涙なんか、出てきて……っっ。あたしが、苛いら々いらするのも、胸が苦しくなっちゃうのも、全部、永野のせいよ」

　ぽろぽろ、ぽろぽろ、こぼれ落ちる涙。掠かすれてゆく声。

　歩あゆむの胸も、ますますしめつけられて。

「わかった。堀井が泣くのも、苛々するのも、胸が苦しいのも、全部僕のせいだから、もう堀井の半径三メートル以内に近づかないし、堀井の視界には入らない」

「え」

　芹乃が濡ぬれた目を、困惑しているように見開く。

　それまでさんざん自分を悩ませた歩があっさり引き下がったので、驚いているのだろう。

　歩も、自分の言動に驚いている。

　自分は、こんなに弱気なお人ひと好よし野郎だっただろうか。

　けど、これ以上芹乃を泣かせるのは、本当に嫌だった。

　包帯を巻き付けた左の薬指が、じんわり熱くなる。芹乃から第二のテーゼを得ることができなければ、未来は救えない。

　それでも、芹乃の弱みを握って従順な恋人にしようなんて、もう考えられなかった。

　こんなに歩を嫌っている芹乃が、この先、歩を好きになってくれる見込みは、ゼロといっていいだろう。

（ルーメが、なんて言うかな）

　けど、仕方がない。

　未来を滅ぼさないために、別の方法を考えるしかない。

　そんな方法があるのかも、わからないけれど。

「……堀井が中二病だってことも、一生誰だれにも言わない。だから堀井も、いくら頭に来たからって、ヴァナディースとかアーマーンとか口走らない方がいい。一般人は、そんな舌を噛かみそうな言葉、言ったりしない」

「！」

　芹乃がハッと息をのむ。

　それから、真っ赤な顔になって。

「ハンカチは、ルーメに直接返しておいて」

　歩あゆむが背中を向けて、去ろうとしたとき。



「ば、バカじゃないっ！」



　後ろで、心底あきれはてている声がした。

（へ？）

　綺き麗れいにキメたつもりが、なにか様子がおかしいことを感じて振り返ると、すくっと立ち上がった芹せり乃のが、片手でハンカチを握りしめ、眉まゆを思いきりつり上げて、わなわな震えながら歩を睨にらんでいた。

「誰だれが中二病よ！　そんなものになった覚え、ないわよっ」

「え、ち……違うのか……？」

「あたりまえでしょ！」

　演技しているわけではなく、本気で憤慨しているようで、歩は混乱した。

「じゃ、じゃあ、その手の用語に妙に詳しいのは、なんだったんだ。それに──」

　声をつまらせたあと、真面目まじめに尋ねる。

「僕を目の敵にして、突っかかってきたのはどうして？　はじめて会ったとき、僕に木の枝を、投げつけてきたのは？」

　芹乃が、びくっとする。

　また眉を下げ、みるみる気弱な表情になり、沈黙する。

「……」

「教えて、堀ほり井い」

「……っ」

　芹乃が、ぎこちなく目を伏せる。

「あたしが……永なが野のに、枝を投げたり、ひどいこと言ったりしたのは……」

　歩と芹乃の間の空気が、張りつめてゆき、歩は唾つばをのんだ。

「それは……」

（それは、なんなんだ、堀井）

　芹乃の頬ほおは赤い。歩の心臓がまた高鳴り出す。

　肩をぎゅっとすぼめ、消え入りそうな小さな声で、芹乃がささやいた。

「あたしの、おじいちゃんが……」

「？」

　また、芹乃が口をつぐむ。

　真っ赤な顔で、足元を見つめて、もじもじしていたが、

「うぅぅ、ダメっ。ごめんなさい」

　と叫び、

「ついてきたら、殺す！」

　と、階段を駆けおりていってしまった。

「堀ほり井い！　待って」

　歩あゆむが声をかけたときには、芹せり乃のの姿はもう見えず、ばたばたと駆けおりる足音だけが聞こえた。

　ぼーっとした顔で教室へ戻ると、廊下でルーメとひよりが、歩を待っていた。

「永なが野のくん、芹ちゃんは？」

「ご一緒では、なかったのですか？」

　ひよりが心配そうに、ルーメは無表情で淡々と尋ねる。

　歩は、ひよりに向かって早口で言った。

「三み田た！　堀井のおじいさんのこと、知ってるか？」



◇　　　◇　　　◇



　芹乃は、この日、昼休みが終わっても教室へ戻ってこなかった。

　ひよりが教師に尋ねると、モデルの仕事で早退したという。それが口実だということは、歩にもわかった。

　歩と顔を合わせたくなくて、芹乃は逃亡したのだ。

　歩と芹乃のキス事件には、あらたな噂うわさが加わった。

　芹乃を糾弾しようと取り囲んだ女子たちが、逆に芹乃に撃退され、泣かされたというもので、さらに、歩がその現場で『呪のろってやる』と、不気味な呪じゆ文もんを唱えたとか、その呪いが、女の子たちではなく、芹乃にふりかかって、あの芹乃が泣きながら逃げたとか、いろいろだ。

　生徒たちは結論として、芹乃にも歩にも、下手なことは言わないほうがいいと、さとったらしい。視線は感じるが、朝のように露骨に歩や芹乃を悪く言う声は聞こえない。



　授業が終わったあと、歩は、しとしと降り続く冷たい雨の中、傘を差して、ひよりに教わった店を訪れた。

　住宅地の中に、他ほかの家に紛れて建つその小さな店は、今は営業していないというが、窓から中をのぞいてみると、腰から下が蛇になった男性や、背中に尖とがった羽根を生やした女性の彫刻が、何体か見えた。

　ドアを押すと、カラン……と、涼やかな鐘の音が、響く。

　金かな槌づちとノミで、大胆に石を削っていた老人が、作業する手を止めて、歩あゆむのほうを見る。

　髪は白く痩やせているが、背が高く、鍛えられた引き締まった体つきで、精せい悍かんな雰囲気をただよわせている。それでいて剣けん呑のんさはなく、歩に向けられた目は、深く澄んでいる。

　歩はなんとなく、ソクラテスを思い出した。哲学者のソクラテスの父親は、彫刻家だった。

「あの……ここ、前は喫茶店だったって……」

　歩がぼそぼそ言うと、老人は、聞きとりやすい落ち着いた声で、

「ああ。店主はもう三年も前に亡くなったがね。ご家族の好意で、今は、私がアトリエとして使わせてもらっているんだ。淳じゆん介すけさんに用だったのかい」

　淳介さんというのが、芹せり乃のの祖父の名前なのだろう。

「僕は、彼のお孫さんのクラスメイトで……それで、おじいさんがどんな人だったのか知りたくて……」

「孫というのは、芹乃ちゃんだね。なにか事情がありそうだが。聞いてもよいだろうか」

　老人は小お野の寺でらといい、芹乃の祖父の古くからの友人で、会社を退職したあと、趣味で石を刻んでいるのだという。

　深い経験とそれに裏打ちされた知識を感じさせる、おだやかな声でうながされ、歩はここへ来た理由を、小さな声で話した。

　芹乃が、歩を見るたび喧けん嘩かを売ってきたこと。だから、ずっと芹乃は、歩のようにオカルト好きの陰いん鬱うつな人間が、嫌いなのだろうと思っていたこと。

　けど、もしかしたら、そうではなかったのかもしれない、芹乃が歩にきつい態度をとる理由は他ほかにあったのかもしれないと、思ったこと。

　多分それは、芹乃の祖父に関係があって、それで、ここへ来たのだと。

　小野寺は、歩の話を静かに聞き終えたあと、少し淋さびしそうな眼まな差ざしになり、ゆっくりと言った。

「芹乃ちゃんの気持ちを、きみに教えてあげることは、私にはできんよ。こんなじいさんに、高校生の女の子の気持ちを、完かん璧ぺきに理解できるはずがないからね。だから、私の友人の話をしよう」

　霧のような雨が、石を削ったときに生じる白い粉が張りついた窓ガラスを、濡ぬらしている。

　部屋の中は、なにか淋しいような切ないような空気が満ちていて、小野寺のおだやかな声が、白い石像の群れの中を、流れてゆく。

「淳介さんは変わり者で、お茶目な人だった。自分は、世界を守る魔法使いだなんて言っていてね。山の中で吸血鬼と戦ってきたとか、ちょっと空を飛んできたとか、今出した紅茶に、魔法をかけておいたとか、ありえない話のはずなのに、淳じゆん介すけさんがあんまり真に迫って話すものだから、つい引き込まれて、続きを聞きたくなってしまうんだよ。淳介さんが生きていた頃ころ、この店は、そんな淳介さんの話の続きを聞きに来る人たちで、いっぱいだったな。話している淳介さんも、話を聞いているお客さんたちも、みんな楽しそうだった……」

　常連の中には子供たちもいて、芹せり乃のの祖父は、彼らに無料でお茶やクッキーを振る舞い、世界を守る魔法使いの話を、臨場感たっぷりに話して聞かせたという。

　その中に孫の芹乃もいて、祖父があんまり子供たちに慕われているので、よくやきもちをやいて、ふくれっつらで、店の奥へ行ってしまうのだと。

　そうすると淳介は、木き苺いちごの香りの紅茶を淹いれ、それを持って芹乃のところへ行く。すると芹乃は、恥ずかしそうに嬉うれしそうに、淳介と一緒に店に戻ってくるのだと。

（中二病は堀ほり井いじゃなくて、堀井のおじいさんだったんだ……）

　しかも、年季の入った。

「堀井のおじいさんは、パソコンで、ゲームなんかしましたか？『ラグナロクの彼方かなた』とか」

「ああ、あれは、いいゲームだったね。淳介さんに勧められて、私もハマったよ」

　ヴァナディースも、トールの雷も、アーマーンも、タルタロスも、きっと祖父に聞いて、覚えたのだ。

「おじいさんは……病気で亡くなったんですか」

　ためらいながら尋ねると、小お野の寺でらは眉まゆ根ねを寄せて、

「肺炎を……こじらせてね。うわごとで、地球を守る魔法をかけにゆかなければと言っていて、その夜、一人で家を抜け出したんだ。ちょうど今頃の季節だろうか……。雨が降っていて……。ご家族が警察に届けて、みんなで必死に捜して、すぐに見つかったのだけど……」

　淳介は、寝間着のまま、山のふもとに倒れていたのだという。

　発見されたときには、もう息をしていなかった。

　小野寺が切なそうに目を伏せる。

　歩あゆむも、胸がぎゅっとした。



　──地球を守る魔法をかけにゆかなければ。



　祖父が残した最後の言葉を、芹乃はどんな思いで聞いていたのだろう。

　祖父が亡くなったと知ったとき──もう祖父が語る奇想天外な物語を聞くことができないと知ったとき……。

（そのときの、堀ほり井いの気持ちは──）

　そして、高校生になって、学校の裏庭で魔法使いごっこをしていた歩あゆむを見たときの気持ちは──。

（堀井が……僕を、あんなに敵視していたのは……）

　枝を投げながら、歩を追いかけてきたとき、芹せり乃のは眉まゆ根ねをぎゅっと寄せ、真っ赤な顔をしていた。

　あれは、怒りの表情だと思っていた。確かに、怒ってもいたのだろう。けど、それだけではなくて、きっと──。

「あとは、芹乃ちゃんと直接話してみるといいよ。私は帰るから」

　小お野の寺でらがいきなりそんなことを言い、歩が、

「え」

　と聞き返したとき、ドアについた鐘が、カラン……と爽さわやかな音を立てた。

　雨音が、急にはっきりと耳に入ってきて、入り口のところに驚いた顔の芹乃が立っていた。

　小野寺は、窓から芹乃がやってくるのが、見えていたのだろう。傘だけ持って、店から出て行った。

　うろたえる芹乃に、

「彼は、少し淳じゆん介すけさんに似ているね」

　と、ささやいて。

　その言葉に、芹乃の頬ほおが染まる。

　少しの間、芹乃と歩は見つめ合っていた。

　芹乃は赤い顔で歩を睨にらんでいる。そうして、言い訳するように、言った。

「に、似てないから……っ。おじいちゃんは、永なが野のより、うんと明るかったし、みんなに好かれていたし……っ。だいたい、中二病ってなに。おじいちゃんは、邪気眼とかそんなんじゃなくて……そりゃ、やってることは、一緒かもしれないけど……せ、せめて、ふぁ、ファンタジスタとか……」

　ドアは開いたままで、芹乃のつぶやきも、雨の音も、ますますくっきりと聞こえる。

「うん。おじいさんは、僕みたいな邪気眼の鼻つまみものじゃない。小野寺さんも言っていたよ。店の中は、堀井のおじいさんの話を、楽しみにしている常連さんたちで、いっぱいだったって」

　歩がそう言うと、芹乃はまたうろたえて、臆おく病びようそうに目を伏せた。

「おじいちゃんのこと、小野寺さんに、聞いたんだ……」

「……堀井に、僕に苛いら々いらする理由を尋ねたとき、『おじいちゃんが』って言ったことが、気になって……。堀井は教室に戻ってこなかったから……三み田たに、おじいさんのこと訊きいたら、この店を教えてくれて……それで……」

「……」

　芹せり乃のはうつむいたまま黙っている。

　歩あゆむが店に来たことを怒っているのではなく、動揺し、戸惑っているように見えた。

　やがて、か細い声で、

「そ、そうよ。全然似てないんだから。た、ただ……おじいちゃんも、前髪……長くて……。それは、魔法の発動を防ぐためなんだよとか、話してて、本当はただ無精なだけなのに……そ、それで、自分のこと、世界を守る魔法使いだなんて言って……風邪ひいて、熱があるのに、魔法をかけに行かなきゃとか言って、山になんか出かけて……し、死んじゃって……」

　芹乃が声をつまらせる。芹乃の足元に、透明な雫しずくが落ちた。

「バカみたい……でしょ。やっぱり……おじいちゃんも、重度の中二病よ。だ、だから、あたしは、中二病が、嫌いで。永なが野のを見ていると、おじいちゃんを思い出して……、初めて会ったときも……。そ、それで、永野に、やつあたりしてたの……」

　ごめんなさい──。

　掠かすれた声で、そうつぶやきながら、芹乃がさらに深く頭を下げ、うなだれる。

　芹乃にとっては、祖父は中二病をこじらせたあげく、亡くなったように思えているのだろう。だから、自分の世界に閉じこもって魔法使いごっこをしたり、教室で誰だれとも話さず、『月刊魔界通信』を黙々と読んでいる歩に苛いら立だったのだろう。

（僕は……知らないうちに、堀ほり井いを傷つけていたんだな……）

　もちろん一方的に喧けん嘩かを売ってこられるのは、たまったものではないし、そんな芹乃に腹を立てもしたし、こいつにだけは、絶対負けるものかと思っていた。

　けど。

　今、歩の前で、うなだれたまま顔を上げられずにいる芹乃は、とてもか弱げで──。

　降り止やまない雨の音が、歩と芹乃を包んでいて、二人だけ別の世界にいるようで。

　勝つとか負けるとか、もうどうでもよくなって。

　歩の中にゆっくりと、切なさの入り交じった、優しい気持ちが込み上げてくる。

　それを自覚し、戸惑いながら、歩は静かな声で言った。

「堀井のおじいさんのこと、バカみたいだなんて、僕は思わない」

　芹乃が、顔を上げる。

　芹乃の瞳ひとみにも、戸惑いが浮かんでいる。

「堀井にとって、おじいさんは大事な人だったんだろう。他人が大事に思っているものを、否定したりは、しない」

　歩を見つめる瞳が、うるんでゆく。

「そこ、ずっと立っていると背中が濡ぬれるから、中に入れば」

「な、なによ……っ、自分の家みたいに……。こ、ここは、あたしのおじいちゃんの、喫茶店だったんだから」

　芹せり乃のが掠かすれた声で、文句を言いながら、店の中へ入ってくる。

　ドアが閉まるとき、またカラン……と、涼しげに鐘が鳴った。

　雨の音が、遠ざかる。

　部屋の中は静かで、芹乃が視線をそらして、もじもじする。

　歩あゆむも、芹乃となにを話していいのかわからず、弱ってしまう。

　芹乃が小さく唇を動かすのを見て、昨日、芹乃とキスしたことを思い出してしまって、鼓動が速まり、つぶやいた。

「えっと……学校のほうは、噂うわさもその……だいぶ落ち着いたみたいだから、明日はサボらず登校しなよ。僕も、なるべく堀ほり井いの視界に入らないようにするから」

　すると芹乃が怒っている声で、

「だ、大丈夫なわけ、ないじゃない」

「え」

　視線をそらしたまま、芹乃がつっけんどんに続ける。

「あたし……っ、誰だれとでもキスする淫いん乱らん女とか言われてんのに」

「そ、それは」

　確かに女の子には、きついだろう。けど、そんなこと言われ慣れてるから気にしないとか言ってなかったか。

　そう言われる原因を作ったのは、歩でもあるので、そこを責められると、弱ってしまう。

「あ、あたし、はじめてだったのにっ」

　キスなんて、百回以上しているとも言ったぞ。

「ファーストキスは、初彼とするって、決めてたのに」

　ひょっとして慰謝料でも要求されるのかと身構えていると、芹乃が顔を上げた。

　頬ほおが赤い。

　眉まゆも、気弱そうに下がっていて、目がうるんでいる。

（な、なんだ……この顔は。いつもの堀井と全然ちが……）

　うろたえる歩に、芹乃が真っ赤な顔で、告げた。

「だから、責任取って……あたしの、か、彼氏に、なりなさい、よね……っ！」

　何な故ぜ、いきなり、そうなる！

　芹乃の言葉に、歩はますます動揺した。

　これは嫌がらせだろうか！　冗談を言っているのだろうか！　彼氏というのは、そういう意味ではなく、他ほかになにか歩の知らない、彼氏という用法があるのだろうか！　だって、相手は、歩あゆむと敵対し続けてきた、あのムカツク芹せり乃ので──芹乃から、歩に彼氏になれと言い出すなんて──そんなこと、地球が滅んでもあるはずがなかったことで──。

　が──。

　自信家の芹乃が、あんまり弱々しい目で、歩の返事を待っているので、こちらも顔面を熱くしながら、

「う……うん」

　と、答えていたのだった。

















　四章　多分、僕らは相性が悪い





　翌日。

　雨は上がり、夏の幕開けにふさわしい青空が広がっている。

　歩あゆむと芹せり乃のは肩を並べて、登校した。

　他ほかの生徒たちは、二人が連れだって歩いていることにまず驚き、歩と芹乃が恥じらうように頬ほおを染め、もじもじしていることにまた目を疑い、さらに、二人が手を繋つないでいることに、衝撃を受けたようだった。



　──これくらいしなきゃ、つきあってるって、アピールできないでしょ。



　と、芹乃は言っていた。

　誰だれとでもキスする女ではなく、つきあっていて、彼氏だからキスしたのだと、わからせるのだと。

　けど、そう主張した芹乃自身が真っ赤になっていて、そうした表情を、歩は可愛かわいいと思ってしまった。

　昇降口で靴を履き替えたあと、また手を繋いで、教室へ行く。

　すれ違う生徒たちが、全員口を開ける。

　教室へ入ると、クラスメイトたちも同じ反応をした。

　その中で、ひよりだけが、

「おはよう、芹ちゃん、永なが野のくん」

　と、のんびりした笑顔で近づいてきて、

「芹ちゃん、永野くんとつきあってるんだね」

　と、自然な口調で言った。

　芹乃が真っ赤な顔で、

「永野が、つきあってほしいって言うから」

　おい、逆だ、と思ったが、恥じらう芹乃が、やっぱりとても可愛かったので、喉のどでぐっと言葉が止まる。

　ひよりが嬉うれしそうに、

「よかったね」

　と言うと、

「ま、まぁ、そう、ね」

　と、また恥ずかしそうに答える。

　クラスメイトたちの顔に、二度、三度、四度と、驚きが走り、廊下から様子をうかがっていた大量の見物人たちも、どよめく。

「やっぱり、つきあってるみたいだぞ」

「セリリンが、恋する乙女になってる」

「ひょっとして、ハッピーブレスレットって、効果あるのか？」

「お、俺！　ハッピーブレスレット通販する！」

「俺も！」

　そんな声が飛び交う中、ぎくしゃくと自分の席に着くと、

「そっか、アユアユは、堀ほり井いちゃんの彼氏になったんだねぇ」

　と、隣の席から、遥はる菜なが不自然に明るい笑顔で言った。

「なら、アユアユと図書室で二人で宿題したりしたら、もうダメだね。ちょっと残念……かな」

　そんな風に言われて、ドキッとする。それに、遥菜の目も哀かなしそうに見えて──。

（いや……春坂すのさかさんは、僕とつきあったことは、覚えていないはずだ）

　だから、歩あゆむが芹せり乃のとつきあっても、遥菜が悲しむはずはないのだと、ほろ苦い気持ちになったが、

「うん……ごめん」

「や、やだ、謝らなくてもいいよー」

　遥菜が困ったように、ぱたぱたと手を振り、また明るく笑う。

「アユアユ、堀井ちゃんと前から仲良かったもんねっ。だから、えっと、納得！　って感じ」

　その誤解は、正さずにおいた。



　休み時間に屋上へ行くと、ルーメが待っていた。

「おめでとうございます、さすがはユア・マジェスティです」

　と、深々と頭を下げる。

「あとは、二人の親密度をより高めて、テーゼを得るだけですね」

「あっ、うん……そうだったな」

　一度は芹乃からテーゼを得るのは無理だと、あきらめかけていたのに、思いがけずつきあうことになって、変化についてゆけず、ぼーっとしていた頭が、急にさめる。

　薬指に今もしっかりはまっている剣つるぎの指輪も、重さを増したように思えた。

（堀井のこと、可愛かわいいと思うし、彼氏になってほしいって言われて、ドキドキしたけど、春坂すのさかさんのときほど、堀ほり井いに恋はしていない。けど、それでいいのかもしれない……。テーゼを得れば、堀井の記憶も春坂さんのときみたいに、リセットされて、別の記憶に改変されてしまうんだから）

　きっとこれは、戦いの合間の停戦期間なのだ。芹せり乃のと手を握り合うのは、一時的なもので、いずれまた闘争の日々が訪れる。そう考えたら、少し気分が楽になる。

「日曜日に、デートをするんだ」

「それは素敵です。存分にいちゃついて、お互いの恋心を高めてください。わたしは、いつものように陰からひっそり見守らせていただきます」

「って、ついてくるなー」



◇　　　◇　　　◇



　天気予報で降水確率三十パーセントだったにも拘かかわらず、日曜日は朝から雨だった。

　歩あゆむは待ち合わせ場所の映画館に十分も早く辿たどり着いた。芹乃の彼氏でいる間は、精一杯その役割を果たそうと決めていたが、芹乃はいきなり遅刻をした。

　歩のケータイに、ちょっと遅れる、と短いメールが来て、約束の時間から三十分も過ぎて、ようやくやってくる。

　芹乃の格好を見て、歩は、心の中で（うわっ）と叫んだ。

　赤いチェリーと黒の音符模様の透明な傘に、ショートパンツ、タンクトップに、ひらひらした上着に、華やかなアクセサリー、ハイヒールのサンダルという、ファッション雑誌から抜け出してきたような格好で、美人度もセクシー度も、ぐっと増しているが、普通のシャツとズボンの歩とは、まったくつりあっていない。

　芹乃もそれを感じたらしく、口をムッとへの字に曲げる。それから不機嫌そうに、

「映画、はじまっちゃうから、早くチケット買お」

　と、傘を閉じ、窓口のほうへ歩いてゆく。

　遅れた謝罪はナシか！　と、歩もムカッとする。

「『パリでセレブなラブアフェア』で、いいよね」

　と、どこかのブランドが協賛していて、衣装がファッショナブルと女性に話題のラブストーリーのチケットを、さっさと購入しようとする。

「僕は『アンドロメダ・ウォーズ』がいい」

　と、最先端の特殊効果を駆使した３Ｄ大作を口にすると、

「ええ!?　デートだよ！　ラブストーリー見るに決まってるじゃない。それに、あたし、ＳＦって趣味じゃない」

「僕も、中身のないラブストーリーなんて、興味ない」

















　窓口の前で言い争うが、『パリでセレブなラブアフェア』も『アンドロメダ・ウォーズ』も、上映時刻を過ぎていて、唯一間に合った、『機関車ポッポーの冒険』というアニメ映画を、大勢の子供たちと一緒に、見るはめになった。

　途中で飽きて、騒いだり泣いたりする子供もいて、映画館を出たとき芹せり乃のはさらに不機嫌になっていた。

　そのあと、どこで昼食をとるかで、またもめる。

「ファミレスがすいているから、そこでいいよ」

「デートでファミレスとか、ださっ。カフェがいい」

「カフェって、お一人様の女子が、カッコつけながら暇つぶしする場所だろ」

「入ったことないくせに、決めつけないで」

　芹乃が絶対カフェがいい、しかもマクロビで、お洒落しやれなとこじゃないと嫌っと主張し、そんなカフェが、地方の都市にそうそうあるわけがなく、あってもどこも満席で、雨が降る中を、ぐるぐる歩き回ったあげく、

「疲れた、もうここでいい」

　と芹乃がファストフード店の前で、投げやりに言い、そこでやっと遅い昼食をとることができた。

「このバーガー、バンズがまずいよね。レタスもしなしなだし。ケチャップかけすぎだし」

「堀ほり井いがここでいいって、言ったんだろ」

「なによ、あたしのせいにするの」

　と、いがみあいが続き、さらに映画の感想で、

「あの、ポッポーの友達のジムって子、ポッポーとばっか遊んで、エルシーのことないがしろにして、むかつくわ」

「エルシーこそ、我わが儘ままばかり言って、ジムを困らせるウザキャラじゃないか」

「いいえ、それはエルシーを放っておくジムのせいよ。エルシーは、本当は健けな気げで可愛かわいい女の子なのよ」

「あんな態度とられたら、とても可愛いなんて思えないね。ポッポーとばかり遊びに行くジムの気持ちが、よくわかるよ」

　と相手を睨にらみ、ぴりぴりした空気のまま、普段どんな音楽を聴いているかという話になり、

「えっ、あんたクール・ストーン知らないの？　今、最高にイケてるバンドじゃない。信じられない」

「堀井こそ、バロックスを聞いたことがないなんて。クラシックのバロックを、現代にアレンジした、今一番イカれてるバンドで、中でも『神の鉄格子』は傑作で」

「うわぁ、暗そう。それよりクルストの新曲の『三秒ごとに、愛していると言おう』が、やばいくらい胸に来るラブソンで」

「なにそれ、三秒ごととか、うっとうしい」

「クルストは、カラオケソングの定番よ！　クルストの曲で告白するのが、流行ってんだからっ。あんたのその『神の鉄格子』とか歌われたら、呪のろいでもかけられてんのかと思うわよ」

「バロックスの壮大な魅力がわからないなんて、センスがないって告白してるようなもんだねっ」

　最後は店の前で、お互いにイヤホンを耳に装着し、それぞれのお気に入りの曲を聴きながら、傘で顔を隠し、左右に別れていった。
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　翌日。屋上で、「芹せり乃の嬢とのデートはいかがでしたか」と尋ねるルーメに、歩あゆむは、

「最悪」

　と答えたのだった。

「デートが、あんなに面倒くさくて疲れるものだなんて、知らなかった。どこ行っても堀井が不満たらたらで、文句ばっかりで。春坂すのさかさんのときは、そんなことなかったのに」

　遥はる菜なとデートしたときは、遥菜は歩あゆむより先に、待ち合わせ場所へ来て、嬉うれしそうにそわそわしながら歩を待っていたし、服も女の子らしくて可愛かわいかった。それに、どこへ行っても楽しそうだったし、中華系のファミレスでも、出てきたものを『美お味いしいね』と、にこにこしながら食べていた。

　あのときは、時間が過ぎるのが、あっという間だった。

　それに比べて芹せり乃のとのデートは、この気まずい時間が早く過ぎてほしいと念じるばかりで──。

「今日、教室で会ったときも、昨日のこと根に持ってるのか、感じ悪くて、『あたしとデートするなら、もっと勉強してきてよね』なんて嫌味まで言うし」

　おかげで遥菜に、

「アユアユ、堀ほり井いちゃんと喧けん嘩かしてるの？」

　と心配されてしまった。

「春坂さんは、デートのあとも、『すごく楽しかった、ありがとう』って、可愛く笑いながら言ってくれたのに」

「わたしは、男女の恋愛事情に、それほど詳しいわけではありませんが」

　ルーメが、淡々と言った。

「ユア・マジェスティは、先ほどから芹乃嬢と遥菜嬢を、比べすぎです」

「うっ」

　その通りだったので、声をつまらせる。

「今のユア・マジェスティの恋のお相手は、芹乃嬢なのですから、ご自分の趣味嗜し好こうを主張するだけではなく、ユア・マジェスティのほうからも、芹乃嬢に歩み寄る努力をすべきかと」

「うぅっ」

　そうだ。芹乃を好きになろう。その努力をしようと決めたのだった。あのとき芹乃は、女の子らしく弱々しげで、そんな芹乃を好きになるのは、簡単なことに思えた。

　なのに、つきあいはじめてみたら、元の勝ち気な芹乃に戻ってしまった。

　きっとそれが本来の芹乃なのだから、ルーメの言うように遥菜と比べて否定してばかりではいけないのだ。

「けど、僕は、女の子の楽しませかたを知らない」

「はい」

　と、ルーメが冷静な表情で、うなずく。

「デートのとき、どこへ行ったら喜んでくれるのかも、わからない」

「はい」

「気の利いた台詞せりふも言えない」

「はい。そのことを、ユア・マジェスティは、知っておられます」

　三度うなずき、ルーメが、すっきりと言い放った。

「自分が無知であることを認めて、そこから先へ進もうとすること。それが賢さへの第一歩です」

「ソクラテスをパクっただろ」

「はい。パクらせていただきました」

　さめた海色の瞳ひとみで、しれっと言う。

　“〝無知の知”〟だなんてたいそうな言葉が、十代の少年少女の交際で、どれほど役に立つのかわからないけれど。

「そうだな。僕は彼氏としてダメな部類らしいから、そのへんを改善していかなきゃならないんだよな。けど、改善って、具体的にどうするんだ」

　戸惑う歩あゆむに、ルーメが淡々と、

「では、わたしと一緒に改善案を考えましょう」
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　屋上から教室に戻ると、芹せり乃ののほうから、ぶすくれた顔で歩に近づいてきた。

「か、彼氏なんだから……ほ、放課後、つきあいなさいよ」



　唇を尖とがらせ沈黙したままの芹乃の隣を、てくてくと歩いて、電車に乗り、またてくてく歩いて辿たどり着いたのは、芹乃の亡くなった祖父の店だった。

　小お野の寺でらは、今日は来ていないらしく、芹乃がポケットから鍵かぎを出し、店のドアを開ける。

　カラン……と、ドアについた鐘が可か憐れんな音色を奏で、芹乃がおだやかに目を細める。

　そうして、幻想的な彫像が立ち並ぶ店内に足を踏み入れると、また少し表情がやわらかになった。

　歩を見て、もじもじしながら、

「お茶の用意をするから、永なが野のは、ここに座って、待ってて」

　店内にひとつだけ残っているテーブルまで、歩を連れて行き、椅い子すを引く。言われたとおり歩が着座すると、自分はキッチンのほうへゆき、ポットでお湯を沸かしはじめた。

　同時に、ボウルに卵や小麦粉を入れて、なにか作りはじめる。

　すぐに甘い香りがただよってきた。

「な、永野っ、甘いもの、平気だった？」

　作業の途中で、芹乃が今気づいた、というように焦っている声で尋ねてくる。

「うん、好きだよ」

　答えると、

「よかった」

　と、肩の力を抜き、また真剣な顔で、ボウルでかき混ぜた材料を、フライパンで焼きはじめた。

　どうやら、パンケーキらしい。

「これが一番簡単で、早く作れるから……」

　と、三枚重ねにした薄いパンケーキに、赤いジャムと生クリームを添えて、フォークとナイフと一緒に、テーブルに置く。

　それと、木き苺いちごの香りの紅茶も、白いカップに注いで、差し出される。

　そういえば、小お野の寺でらが話していた。芹せり乃のの祖父の淳じゆん介すけは、子供たちから慕われていて、芹乃がやきもちをやいて、ふくれっ面で、店の奥に引っ込んでしまうと、淳介は木苺の香りの紅茶を淹いれて、それを持って芹乃のところへ行くのだと。

　そうすると芹乃は、恥ずかしそうに嬉うれしそうに、淳介と一緒に店に戻ってくるのだと。

「木苺の紅茶だね」

　歩あゆむがつぶやくと、芹乃は頬ほおを赤らめた。

「あたしが、一番好きな紅茶なの。おじいちゃんがよく淹れてくれて……この紅茶は特別製で、芹ぃのぷんぷんふくらんだほっぺが元に戻るように、魔法をかけておいたよって……おじいちゃんが……。あたし、子供の頃ころから気が短くて、ふてくされてばっかりいたから……」

　まだ熱い紅茶を、息を吹きかけてさましながら、そっと口にふくむ。

　甘酸っぱい木苺の香りが、鼻に広がる。

「紅茶も……平気？」

「うん。美お味いしい」

「あたし……永なが野のの好きなものとか、全然知らなくて……。昨日は遅刻しちゃうし、永野とも噛かみ合わなくて、どうにかしなくちゃって、きりきりしちゃって……。すごく、嫌な子だったよね。ごめんなさい」

　芹乃が頭を下げる。

「僕も堀ほり井いが言うように勉強不足だった。ごめん」

　歩もぺこりと頭を下げる。

「ううん。あたしのほうが、感じ悪かったから……。いつも、そうなの……。苛いら々いらして、言わなくてもいいことを言っちゃうの。でも……ここでなら、永野にも、素直に謝れると思って……」

　芹乃がやわらかな目で、つぶやく。

「ここは……おじいちゃんの魔法が、残っているから……」

　店のドアを開けて、鐘の音を聞いた瞬間、芹せり乃のがホッとしたように目を細めたことを思い出す。

　それまでずっと歩あゆむに謝りたくて、でも口に出せなくて、きりきりしていたのだろう。

「お店のドアの鐘の中には、妖よう精せいが住んでいて、鐘をひとつ鳴らすごとに、心が軽くなる魔法をかけてくれるんだって、おじいちゃんは言ってた。他ほかにも、お店のあちこちに、楽しくなる魔法や、幸せになる魔法や、思わず笑っちゃう魔法がかけてあって……だから、ここでは、芹ぃは世界一素直で可愛かわいい女の子なんだよって。でも、おじいちゃんは死んじゃったから……」

　芹乃の瞳ひとみが翳かげる。

　歩も胸がズキッとする。

「堀ほり井い……」

「だ、だからね、あたしが、おじいちゃんの喫茶店を復活させるの」

　芹乃が顔を上げて、一生懸命に明るく言う。

「お金貯ためて、紅茶の淹いれかたも、もっと勉強して、それで、いつかここで喫茶店をやるんだ」

「モデルをしてるのも、喫茶店の資金を稼ぐため？」

「そう。中学生でバイトできるところって、他になかったから。それに割もいいし」

（堀井が、どんな仕事でも引き受けていたのは、そのためだったんだ……）

「この話をしたの、ひよの他には永なが野のだけだよ。ひよは親友で……永野はその、彼氏だから……」

　芹乃の言葉が、心に甘く落ちてゆく。

　芹乃が恥ずかしそうに、

「ぱ、パンケーキも、食べてみて」

　と話をそらす。

　パンケーキには、チーズが焼き込んであってやわらかく、甘さを控えめにした生クリームと甘い木き苺いちごのジャムと一緒に食べると、さらに美お味いしかった。

「きっとお店を開いたら、繁盛するよ」

「と、当然よ」

　と、芹乃が照れ隠しにツンとするのも、とても可愛く見えた。

　パンケーキを食べ終えて、芹乃が淹れてくれた二杯目の紅茶を、今度は芹乃も向かい合って、一緒に飲む。

「堀井が好きだって言ってた、クール・ストーンの『三秒ごとに、愛していると言おう』ダウンロードして、聴いたよ」

「え」

　芹せり乃のがカップを持ったまま、目を見張る。

「き、昨日は、うっとうしいって言ってたのに」

「……うん、でも、堀ほり井いが好きな曲なら、やっぱり聴いてみたくて……」

　芹乃の頬ほおが、染まってゆく。

「まだ、全部は覚えてないけど……」

　屋上で、ルーメの前で練習した歌を、歩あゆむも顔を熱くしながら口ずさむ。



　きみと出会えたことは　最高の奇跡で

　嬉うれしいのに　失うことが怖くて

　臆おく病びようになってしまうから



　だから三秒ごとに、愛していると言おう



　きみが僕から目をそらさないように



　──わたしを、芹乃嬢だと思って、想おもいを込めて歌ってください。



　と、しらっとした眼まな差ざしでささやくルーメの前で歌うのは、耳から火を噴きそうに恥ずかしかった。

　声が小さいですとか、照れてる場合ですか、もっと感情を込めてとか、淡々とした声でダメ出しされて、羞しゆう恥ちのかぎりを味わった。

　けど芹乃も真っ赤な顔で固まっていて、それはそれで恥ずかしくて、死にそうで。

「も、もういいっ。やめて、やめてっ、恥ずかしすぎ」

　先にねをあげたのは芹乃のほうで、自分で自分の体を抱きしめて、身み悶もだえしながら懇願する。

「っっ、堀井が、この歌で告白するのがはやってるって言ったんだろ。だから……堀井も、そうされたいのかと」

「うぅぅ、そ、それは、確かに憧あこがれてたけど……っ。でも、実際に目の前で歌われるのが、こんなに恥ずかしいって、知らなくて」

「歌うほうだって、恥ずかしいんだぞ」

「あ、ありがとう」

「いや……」

　お互い赤い顔で、かしこまってしまう。

　少しして芹せり乃のが、

「あのっ！　あたしも、永なが野のの好きな──バロックスの『神の鉄格子』って……聴いてみたいっ」

　と声を上げた。

「曲、入れてあるでしょ」

「う、うん」

「一人で聴くの恥ずかしいから、い、一緒に、聴こう」

「え、一緒？」

　それから、イヤホンの端と端を、歩あゆむと芹乃でそれぞれひとつずつはめて、重厚なメロディに耳を傾けた。

　バッハの『主よ、人の望みの喜びよ』をモチーフにして、それを逆転させ、神に反逆する人間の叫びを歌った歌で、

（くそっ、もっとバラードっぽい曲名をあげておけばよかった……。彼女と聴くようなロマンチックな曲でも、明るい曲でもないよなーこれ……。暗いって引かれたらどうしよう……）

　歩は心配していたが、芹乃はじっと聴き入っている。

　そうして、

「すごい……」

　と、つぶやいた。

「これが……永野の好きな曲なんだね……」

　それがどういう意味なのか。どうすごいのか、ドギマギしていると、芹乃が口元をはにかむようにほころばせた。

「あたしも……好きになりそう……」

　胸が、ぎゅっとつかまれる。

（うわああああ、なんて顔するんだ。なんか……すごい。体が、ざわざわして）

　嬉うれしい。

　それに、恥ずかしい。

　さっき、芹乃の前で歌ったときより、もっともっと恥ずかしい。

　芹乃の顔は、歩のすぐ近くにあって、頬ほおがくっつきそうで。つやつやした唇が、ほころんでいて。

　芹乃が、そっと視線を歩のほうへ向ける。

　歩も芹乃のほうを見たままだ。

　目と目が間近で合って、恥ずかしさは頂点に達した。

　体中の血が頭に駆け上り、爆発しそうだ。

　同時に、ぱっと顔をそらす。

（そういえば、今、二人きりなんだ……）

　そんなことにも、気づいてしまって。

　うつむいたまま、目を合わせられない。

　片方の耳には重厚なメロディが流れ、もう片方の耳で、相手の吐息を感じながら、黙っている。

　いつの間にか、芹せり乃のの手のひらに、歩あゆむの手が重なっていて……。それで、ますます動けなかった。

　芹乃が、うるんだ目で、ぼそりと、

「ねぇ……永なが野のの前髪って……長すぎ、だよね」

　切れと言われるのではないかと、びくっとする。

　長すぎる前髪は、コンプレックスまみれの顔を見られたくないという、歩の臆おく病びようさのあらわれで、そのせいで、遥はる菜なとつきあっているとき、遥菜を傷つけてしまったこともあった。それでも、髪を上げることだけは、今もできずにいる。

　芹乃が髪を上げろと言ったら……応こたえられるだろうか。いや、きっとまた……。

　胃がしめつけられたとき。芹乃が、切なそうにささやいた。

「この髪のせいで……永野が、あたしのこと、どんな目で見てるのか……わからないけど……けど、永野が、あたしを見てるのは……なんでだか……わかって……。それで……余計に、ドキドキするの」

　──だから、永野の前髪、嫌いじゃない……。

　そうつぶやく声に、瞳ひとみに、さっきとは別の感情で、体の内側がしめつけられて。

「今度……また、デートしてくれる？」

　と尋ねると、芹乃の手がぴくりと震え、

「い、いいよ」

　と、か弱い声で答えた。
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　二回目のデートは、水族館へ出かけた。

　歩は普段より少しカジュアルな私服で、芹乃もこの前より控えめなワンピースで。水の迷路のような館内を、手を繋つないで歩きながら、色鮮やかな南国の魚たちや、ふわふわと揺れるクラゲや、巨大なエイを見て回る。

「ちょっと！　エンゼルフィッシュ、マジ可愛かわいいんだけど！」

「アンコウの頭の紐ひもみたいのって、本当に光るんだなー」

「なに、あのカメ。デカっ！」

「カメのあの甲羅は皮膚の一部で、上の硬い部分は脱皮をするんだよ。一枚一枚、ぽろぽろ剥はがれ落ちて、新しい甲羅になるんだ。だからカメの甲羅を見ると、そのカメの年齢がわかるって言われてるんだ」

「永なが野のって物知りなんだね、さすがオタク。あっ、今のは嫌味じゃなくて、ほ、褒めたんだよっ」

　歩あゆむが気を悪くしたのではないかと焦ったのか、芹せり乃のが歩の手を握る手に、ぎゅっと力を込めてくる。

　そんな様子に（うわぁ、可愛かわいい）と、ときめきながら、

「アシカのショーがはじまるよ。行こう」

　と手を引く。

「うん」

　と芹乃も嬉うれしそうにうなずく。

　アシカが上げる水飛沫しぶきに芹乃がはしゃぐ声を聞きながら、ショーを楽しく見学して、土産物屋で、芹乃が星の砂の小瓶を手に取るのを見て、

「その砂、投げつけてきたりするなよ」

　と歩が言うと、

「もう、バカ！」

　と頬ほおをふくらませて、瓶を投げる振りをする。

　しおらしい芹乃も可愛いけれど、こんな風に眉まゆをつり上げたり、唇を尖とがらせて睨にらんでくる芹乃も、悪くない。

　そんな風に感じている自分に、驚いたりもした。

　ツンデレなんて、趣味じゃなかったのに。

「えーとね、永野」

「なに」

「その……っ。だから……」

　芹乃が小瓶を胸の前で握り、なにか言いたそうに、もじもじする。

「永野は、あたしの名前……知ってる？」

「？　堀ほり井い芹乃」

「そ、知ってるなら、いいの。これ買ってくるねっ」

　そう叫んで、レジへ行ってしまう。

（なんだろう？）

　気になったけれど、芹乃がすぐに戻ってきて、「ひよのお土産にするんだ」と笑っていたので、追及しなかった。

　昼食は、水族館の中のレストランで、魚が泳ぐのを見ながら食べた。

「魚が泳いでいる横で、シーフードグラタンを食べるのって、ブラックだよな」

　と歩あゆむが言うと、ちょうど海え老びを口に入れた芹せり乃のが、ぐっと喉のどをつまらせ、

「なんで、そういうこと言うのよっ」

　と歩を睨にらんだ。

「もうっ、永なが野のって信じられない。食欲なくなったから、永野のハンバーグと交換してっ」

　と、歩の返事を待たずに、皿を入れ替える。

「うん、美お味いしい」

　歩の食べかけの和風ソースのハンバーグを口に入れて、機嫌を直してにっこりするが、

「それ牛じゃなくて、多分いわし」

「ぐっ」

　また喉をつまらせ、「バカバカ」と唇を尖とがらせた。

「取り替える？」

　と、すまして尋ねると、

「もう、いい」

　と、ハンバーグを、ぱくぱくと口に放り込んでゆく。

「ふんっ、魚に睨まれたって、怖くないわよーだ。美味しいものは、美味しいんだから。ふんふん、ふーんだ」

　と、ムキになるのに、頬ほおがゆるんでしまう。

「なに笑ってんの」

「別に」

「そういう言いかた、気になる」

「楽しいな、と思って」

　つぶやくと、芹乃が目をむいて、

「そ、そう……あ、あたしも、た、楽しんでるわよ」

　と、赤い顔で言う。

「だからその……永野って、なんて名前だったっけ」

「へ？」

　またいきなりの質問にほけっとしながら、

「永野歩、だけど」

「そう、歩兵の歩だよね。あっ、今のたとえも、バカにしたわけじゃ──てか、いちいち言い訳すんの、めんどいっ」

　芹乃が唸うなる。

　口の悪い芹せり乃のが、歩あゆむのために一生懸命に言葉を選ぼうとしてくれていることに、くすぐったくてあたたかい気持ちになる。

「なら、言い訳しなくていいよ。あんまりしおらしくされても、ギャップありすぎで、調子が狂うから」

「うぅ、なんか素直に喜べない」

　芹乃はやっぱり唸うなっていた。



　水族館でたっぷり遊んで、外へ出る。

　空は明るく、夕方前の陽ひ射ざしがまぶしい。まだ帰宅には早い時間だ。

「買い物、つきあってもらってもいい？」

「女性の衣料品売り場で、どっちがいい？　とか訊きかれると、困るけど」

「そんなの、永なが野のに訊かないよ」

　芹乃が、つんと唇を突き出す。

　辿たどり着いたのは、街で唯一のデパートで、食器やタオルなどの生活雑貨が並ぶコーナーだった。芹乃は、喫茶店を開きたいというだけあり、カップやポットには目がないようで、

「ああっ、新作が入荷しているっ」

「このシリーズ、そろえたいけど、高いんだよね。くぅぅ」

「もう見てるだけで、幸せ！　でも、買い占めたいっ。あっちの端からこっちの端まで、全部家まで届けてくれる？　って、ゴールドカード出して、言ってみたい！」

　と悶もだえていた。

　そんな芹乃も、生き生きしていて魅力的に思うものの、やっぱり女子のお買い物パワーにはついてゆけず、芹乃がフロアの中を飛び回っている間、売り物のソファーに座って、休憩していた。

（今日のデートは、うまくいってよかった……堀ほり井いといて、こんなに楽しいなんて、思わなかった）

　先週は、趣味がまるで違う芹乃とつきあえるのか、悩んでいたのに。

（ルーメにも、ちょっと感謝してもいいかもしれない）

　そう考えたとたん、芹乃とつきあっているのは、テーゼを得るためだったのだと思い出して、包帯を巻きつけた薬指が、ちくっとした。

（そうだった……。テーゼを得たら、堀井も、春坂すのさかさんみたいに、全部忘れちゃうんだ……僕とつきあったことも、なかったことになって……）

　それは、とっくに覚悟していたはずだった。なのに急に胸の中に、すきま風が吹いているような気持ちになる。

（僕は……もう、堀井に恋しているんだろうか……）

　だから別れのことを考えて、淋さびしいと思うのだろうか。

　そのとき、知っている声がした。



「え？　アユアユ」



　顔を上げると、夏らしいスカイブルーのスカートをはいた、遥はる菜なが立っていた。

　一人ではなく、ＯＬ風の美人と一緒だ。腰がきゅっと細く、胸とお尻しりが大きくて魅惑的なこの女性にも、見覚えがある。

　遥菜の姉の、千ち織おりだ。二人で買い物に来たらしい。

（春坂すのさかさんに会うなんて！）

　もっとも、こんな地方都市では、休日に人が集まる場所で知り合いと出くわすことは、よくあることなのだが。それにしても芹せり乃のとのデートの最中だなんて、間が悪すぎる。

　いくら遥菜の中では、歩あゆむとつきあったことがなかったことになっていても、浮気の現場を押さえられたようで、背中がむずむずしてしまう。

「アユアユも買い物？」

「うん……ちょっと」

「あ、この人、あたしのお姉ちゃんだよ」

「はじめまして、春坂千織です。きみが遥菜のクラスメイトの永なが野のくんね。遥菜から、いつも話を聞いているわ」

　千織が興味津々といった顔で、身を乗り出してくる。

　遥菜もアイドル風の美少女だが、姉もセクシータレント並の美人だ。

　そんな魅力的な二人に挟まれて、歩はいつ芹乃が戻ってくるかと、ひやひやした。

「お姉ちゃんってば、あたし、そんなにアユアユのこと、お姉ちゃんに話してないよー」

「あら、そうだったかしら。毎日のように聞いていた気がするんだけど。おかしいわね」

「ま、毎日だなんて、話してないってば。そ、それにアユアユには彼女がいるんだから、ヘンなこと言わないで」

「えっ、そうなの！　永野くんって、遥菜の彼氏じゃないの？」

「お姉ちゃんってば！　ゴメンねっ、アユアユ」

「い、いや」

　きっと千織の中に、遥菜と歩がつきあっていた頃ころの記憶が、わずかに残っているのだろう。

　ますます焦っていると、芹乃が戻ってきた。

　一目でわかるほど、不機嫌な顔をしていて、なんで春坂と一緒なのよ、と言いたげに、歩を睨にらんでいる。

　その気配は、遥はる菜なにも伝わったようで、

「堀ほり井いちゃんとデートだったんだ。言ってくれればよかったのに。邪魔してゴメンねー。ほら、お姉ちゃん、行こう」

「じゃあね、永なが野のくん。会えて嬉うれしかったわ」

「お姉ちゃんってば」

　遥菜が千ち織おりをうながして、去ってゆく。

　芹せり乃のの顔は、引きつったままだ。

　気まずい沈黙が続いたあと、歩あゆむは口を開いた。

「春坂すのさかさんとは、偶然会っただけだから」

　芹乃は険しい顔で、

「そんなの、わかってる」

「だったら、機嫌直せよ」

「無理」

「って……」

　芹乃の言葉に、思わず声をつまらせ──次の瞬間、ムカッとする。

「僕は、クラスメイトと話もしちゃいけないのか」

「春坂とはダメ」

「はぁ」

「だって……っ！　永野は、春坂のこと、意識してるでしょう！　春坂のこと、好きでしょう！」

　芹乃の叫ぶ声に、周りの客が、振り返る。

　芹乃もハッとし、身を縮める。けど、表情は険しいままで、

「し、知ってるんだから。永野が春坂を好きだったこと……。春坂と話してるとき、永野、他ほかの女子に対する態度と、全然違って、嬉しそうだったし。今だって……春坂のこと、すごく優しい顔で見てる。かと思うと、切なそうな顔したり……」

　歩は胸を突き刺されたような気がした。

　今、歩の彼女は芹乃だ。けど、あんなに好きだった遥菜のことを、好きでなくなるなんて無理だ。

　それを芹乃に、気づかれていたなんて──。

「す、春坂のほうも……永野のこと──アユアユなんて呼んじゃって、センス悪いっ。なにアユアユって、バカみたい。あんな甘ったるい声で、アユアユなんて──きっと、永野だけじゃなくて、春坂も、永野のこと……」

　一瞬、泣きそうな顔で口をつぐむ。それからキッと歩を見て、



「なんで、永なが野のは、あたしとつきあってるのっ？」



　その言葉に、歩あゆむはすぐに答えられなかった。

　左手の薬指に巻いた包帯の下で、指が氷みたいに冷たくなり、心臓がドキッと音を立てて固まる。

　ルーメの言葉が、頭をよぎる。



　──つきあうといっても、テーゼを得るまでのごく短い期間だけですから。



　歩も、ずっとそう思っていた。

　別れを前提にして、芹せり乃のの彼氏になった。

　芹乃から二番目のテーゼを得て、未来を救うという理由で。

　遥はる菜なの笑顔を、守るという理由で。

　そんな名目なしに、芹乃自身を好きになろうとしたことなんて、一度もなかった！

「答え……られない？」

　芹乃が怒っているような、泣いているような顔で、歩を見つめる。

　デパートの客が、ちらちらと歩たちを見ている。

　なにか言わなきゃいけない。けど、言葉にしたら、全部嘘うそになりそうで。

　本当のことも言えなくて。

「なら、いい」

　芹乃が顔を、くしゃっとゆがめ、歩に背中を向けて歩き去る。

　歩は追いかけることができず、左手の薬指が冷えてゆくのを感じながら、立ちつくしていた。

　そうして、どれくらい過ぎただろう。

　冷たくなった手を、握りしめて、つぶやいた。



「このままじゃ……ダメだ」








　五章　僕が知らなかった君のこと





　翌日。

　教室に入ると、芹せり乃のはひよりと話していた。表情は硬く、不機嫌そうで、ひよりが歩あゆむに気づいて、

「おはよう、永なが野のくん」

　と挨あい拶さつをすると、

「……」

　無言で横を向いてしまった。

　歩は、

「おはよう」

　と静かに言って、自分の席に着いた。

「アユアユ、昨日は、お姉ちゃんがヘンなこと言ってゴメンね」

　隣の席の遥はる菜なが、すまなそうに言う。

「それに……堀ほり井いちゃんのことも」

　ちらりと芹乃のほうを見て、さらに申し訳なさそうな顔になる。

「もしかしたら、堀井ちゃん、あたしのことで怒ってる？　あたし、堀井ちゃんに、アユアユとは友達だって言ったほうが、いいかな」

　歩をじっと見つめる遥菜に、胸の痛みを振り払って、はっきりと答える。

「いいや。僕と堀井の問題だから」

　遥菜が、ちょっと哀かなしそうな顔する。眉まゆを下げたまま歩を見つめていたが、やがて、にっこりして、

「そっか」

　とつぶやき、

「なんだかアユアユ、カッコ良くなったね。堀井ちゃんがうらやましい。頑張って。友達として応援してるよ」

　と晴れやかな声で言った。



（そうだ、僕は堀井の彼氏なんだから、僕がしっかり考えなきゃ）

　強い気持ちで屋上へゆくと、ルーメが待っていた。

　星色の長い髪が、熱をおびた初夏のまぶしい風の中で、静かに揺れている。

「指輪を見せてください」

　感情のこもらない冷静な声で言われ、歩あゆむは左手の薬指に巻いた包帯をはずした。

　ルーメが歩の手をとり、じっと見おろす。ルーメの手は、血の通わない人形の手のようにひんやりしていて、指輪を見つめる海色の瞳ひとみも、静かだった。

　剣の指輪は、細かなひびが入ったまま、かろうじて形を保っている。

「ぎりぎりですね」

　ルーメが手をはなし、ささやく。

「勝算はあるのですか」

「……わからない」

　歩も真顔で答える。

「けど、今は、テーゼのこととか考えずに、堀ほり井い自身と向き合うことを、最優先したいと思う」

　堀井芹せり乃のという女の子が、どういう子なのか。

　歩は、芹乃自身を、どう思っているのか。

　芹乃に感じた、くすぐったさや、胸の鼓動の正体を、突きつめ確かめたい。

　屋上から見える山々は、今日は晴れていて、くっきりと見渡せる。

　ルーメが淡々とした声で言う。

「では、わたしはユア・マジェスティの忠実な部下として、見守りましょう」



◇　　　◇　　　◇



　現時点で、芹乃を一番知っているのは、親友の三み田たひよりだ。

　だから、放課後、芹乃がモデルの仕事で先に帰ったのを見て、教室に残っていたひよりに声をかけた。

「堀井と仲直りがしたいんだ。協力してくれないか」

　ひよりは丸い顔をほころばせて、ほんわりと笑った。

「うん、永なが野のくんがそう言ってくれるの、待ってた」



◇　　　◇　　　◇



「芹ちゃんは、今週、誕生日なんだよ」

「えっ、そうだったのか……！」

　彼氏なのに本当に芹乃についてなにも知らなかったと、反省する。あれだけ芹乃に関する情報を集めたのに、芹乃の弱みを握るとか、邪悪な方向にばかり思考が働いて、肝心な部分を見落としていた。

「毎年、芹せりちゃんのおじいさんのお店で、お誕生会をするの。おじいさんが生きていた頃ころは、みんなで。おじいさんが亡くなってからは、あたしだけになっちゃったけど……それでも、お店で毎年、お祝いしてたんだよ。今年は永なが野のくんに譲るから、永野くんが芹ちゃんのお誕生日を祝ってあげて」

「いいのか……？」

　と尋ねると、微笑ほほえんでうなずいた。

「うん。芹ちゃんが、その日、一番一緒にいてほしいのは、永野くんのはずだから」

「……ありがとう、三み田た」

　感謝で胸が、ジンとした。

「プレゼントって……堀ほり井いはなにをあげたら喜ぶだろう」

「芹ちゃんの好みなら、あたしが知ってるから、一緒に買いに行こう」

　ひよりの申し出は、ものすごくありがたかった。正直、歩あゆむ一人では、芹せり乃のの気に入るものを選べそうになかったので。

　他ほかに歩の知り合いの女性といったらルーメだけで、こちらも、養父が用意したピアノの発表会みたいなひらひらの服を、なんの感慨もなく着用しているぐらいだから、そちらのセンスは期待できない。

　早いほうがよいだろうということで、学校を出たあと、ひよりと街へ行く。

　遥はる菜なと千ち織おりの二人に出くわしたデパートの食器コーナーで、ひよりのアドバイスに耳を傾けながら、プレゼントを選ぶ。

「あ、これ、芹ちゃんが好きなシリーズ。新作出たんだ。あ、こっちも芹ちゃん好きそう」

　にこにことカップを眺めるひよりに、昨日、かぶりつきでカップを見ていた芹乃の姿が重なり、感心した。

（三田は、本当に堀井のことが、わかってるんだな）

「うーん、こっちとこっち、どっちかかなぁ。芹ちゃん、新しいカップを買うと、ケータイに画像送ってくるから、まだ持ってないはず」

　そういえば昨日、芹乃はなにも買わずに帰ったのだった。

　張りつめた背中を思い出して、胸をひりひりさせていると、

「永野くんは、どっちがいい？」

　モスグリーンに金色の花の絵をあしらったカップと、木き苺いちご模様のカップを、ひよりが片手にひとつずつ持って、見せる。

「……こっちかな」

　木苺模様のカップをさすと、にっこりし、

「うん。芹ちゃん絶対喜ぶよ。あたしは、こっちのカップをあげよう」

　ひよりが太鼓判を押してくれた木き苺いちごのティーカップとソーサーを購入し、リボンをかけてもらう。カップは歩あゆむの一ケ月のお小遣いと同額で、なかなかいい値段だったが、その分、手提げの紙袋も高級感があって見栄えがした。ひよりも、モスグリーンのカップとソーサーの箱に、贈り物用のラッピングをしてもらって、にこにこしていた。

　そのあと、ファストフード店でお茶をしながら、ひよりが語る、芹せり乃のの話を聞いた。

「芹ちゃんは小学生の頃ころから美人で活発で、すごくモテたけど、男の子とつきあったのは永なが野のくんがはじめてなんだよ」

　芹乃が貢がせて捨てたと、噂うわさされていた男子たちについても、

「男の子たちが、芹ちゃんの気を引きたくて、高価なプレゼントをどんどん贈ってくるだけだよ。それで芹ちゃんが相手にしないから、芹ちゃんが悪い、みたいに言われちゃって」



　──みんな、あたしがブランド好きで、贅ぜい沢たくで、我わが儘ままな女だって決めてかかってるから、見み栄え張って、高価なものを贈って寄よ越こすんだよ。



　──あいつらにとって、あたしも、持っていると自慢できるブランドなんだよ。あたしの外見しか見てないんだ。そんな連中、まともに相手にするの、バカらしい。



　芹乃は、いつもそう言っていたという。

「司つかさくんのこと、逆ナンパしたのも、司くんが女の子に囲まれて困っていたからで、司くんはあれだけモテるのに、女の子のさばきかたが下手すぎて、見てらんないって。芹ちゃん、世話焼きなとこがあるから」

（……司も、言ってたな）

　芹乃は、自分が憎まれ役になって、司とつきあっている振りをしてくれたと。

　本当に、いろんなことを教えてもらって、世話になった人なのだと。

「永野くんのこともね、ずっと気になっていたんだと思うよ。永野くん、芹ちゃんのおじいさんに似ているから。それでつい、きついこと言っちゃったりしたんだよ。芹ちゃん、本当に嫌いな人のことは無視するし、理由もないのに怒ったりしないもの。永野くんのこと、きっと、はじめから特別だったんだよ」

　優しく善良な眼まな差ざしで語られる、そんな言葉に頬ほおが熱くなってしまう。

「ただ、芹ちゃんは……すぐに意地を張っちゃって、謝れない人だから」

　芹乃のことを、心配する口調で言った。

　芹乃が謝り下手だから。それで、ひよりが代わりに謝っていたのだろうか。

　芹乃が恨まれないように、一生懸命に。

　華やかな芹乃に比べると、ひよりは平凡で目立たない女の子だ。

　普通なら、他ほかの子たちのように芹せり乃のに嫉しつ妬としたり、コンプレックスを感じて一緒にいるのが辛つらくなってしまったりするだろうに、芹乃のことを語るひよりの表情や口調ににじむのは、どこまでもあたたかで優しい友情だけだった。

　弟の司つかさに対して、コンプレックスまみれの自分と比べて、歩あゆむはそんなひよりをまぶしく感じて、同時に、胸がズキッとした。

　三み田たひよりは、もしかしたら、すごい女の子なのかもしれない……。

　歩の前で、紙コップのミルクティーを両手で包むように持って、幸せそうに目を細めるひよりは、本当に平凡な女の子にしか見えないのだけど。

　ひよりはそのあとも、芹乃の誕生日について、いろいろと役に立つ助言をしてくれた。

　店を出て、ひよりがバスで帰ると言うので、バス停まで送ってゆく。

「今日は、ありがとう」

　と、頭を下げると、

「ううん。あたしこそ、永なが野のくんが、芹ちゃんのことで、こんなに一生懸命になってくれて、嬉うれしい」

　と、嘘うそのない優しい目で答えた。

「永野くんは、素敵な人だったんだね」

　まっすぐに視線を向けたまま、ほんわりした口調で、そんな風に言われて、歩は焦ってしまった。

「芹ちゃんが好きになったの、わかるかも」

　好意のこもる眼まな差ざしで、思ったことをただ口にしているという感じの、自然さで言う。歩のほうが照れて、頬ほおを熱くしてしまう。

　ひよりのほうは、自分の言葉が歩に与えた動揺に気づいていない様子で、口元をほころばせていたが、突然、ぽんと手を合わせて、

「あ、芹ちゃんが永野くんにしてほしいこと、もうひとつ思い出した」

「な、なに？」

「えっとね」

　ひよりが、小声でささやく。

（え、そんなこと？）

　ほうける歩に、またふんわりと微笑ほほえみ、

「芹ちゃん、ずっとそのことで、じたばたしてたんだよ。だから芹ちゃんのお誕生日に、叶かなえてあげてね」

　と、秘密めかして言った。

　そうして、

「じゃあね、永野くん。芹ちゃんがプレゼントと同じカップを買っちゃわないように、さりげなくフォローしとくね」

　と言って、ちょうど来たバスに慌てて乗って、帰っていった。

















　歩あゆむは、ひよりが残した“〝宿題”〟について、考えていたが、頬ほおがどんどん赤らんでくるのを感じて、歩き出した。

（堀ほり井いの誕生日は、木曜日だ）

　それまでに、用意することが、まだたくさんある。

（堀井が、喜んでくれたらいい。それで、仲直りできたらいい）

　左手の薬指が、ひよりの笑顔のように、あたたかくなったようだった。

　駅のホームで電車を待っていると、ケータイが鳴った。

　メールが届いたようで、画面を見おろして、ドキッとする。

（え、堀井から……？）

　もうじき電車が来ると、アナウンスが入る。

　もどかしくメールを表示し、そのまま固まってしまう。



『ごめん

　彼女やめる』



　電車がうなりを上げて、ホームに突き進んでくる。目の前を細長い車体が通り過ぎ、突風が、歩あゆむの長い前髪をかき乱す。

　たった二行の短い言葉を、歩は電車のドアが閉まり、走っていってしまっても、見おろしていた。



◇　　　◇　　　◇



　翌日、芹せり乃のは学校を休んだ。

「モデルのお仕事じゃなくて、具合が悪いみたい」

　担任教師から、芹乃の欠席の理由を聞いたひよりが、心配そうに歩に告げた。芹乃のケータイにもメールをしたらしいが、返事がないという。

「麻疹はしかで寝込んだときも、牡か蠣きにあたって食中毒になったときも、返事をくれたのに……」

　歩も、昨日からずっと芹乃に電話やメールをしていた。けど、電話は繋つながらず、メールは戻ってきてしまう。

（着信拒否されてる？）

　芹乃から送られてきた『彼女やめる』というメールを思い出し、体が冷たくなった。

　ひよりに、メールのことを打ち明けると、

「えっ」

　と驚いている声を出し、顔色を変えた。

　それまでよりもっと深刻そうに眉まゆ根ねを寄せて、

「芹ちゃん、病気じゃなくて、なにかあったのかも……でなきゃ、永なが野のくんにそんなメール寄越すの、おかしいよ」

　親友のひよりから見ても、芹乃の行動は普通ではないようだった。

「放課後、芹ちゃんちに行ってみるね」

「それなら僕も」

「ううん、最初は、あたしだけのほうがいいと思う。芹ちゃん、永野くんに、またきついこと言っちゃうかもしれないし。そうしたら、永野くんも辛つらいけど、芹ちゃんも同じくらい傷つくから」

　ひよりに真しん摯しな口調で説得されて、歩も聞き入れるしかなかった。

「永野くんのケータイに、必ず連絡するから」

　そう言って、ひよりは放課後、芹乃の自宅を訪ねたようだった。

　歩は屋上でじりじりしながら、ひよりの連絡を待った。

「いくらケータイを睨にらみつけても、ユア・マジェスティの心の声が、芹乃嬢のケータイに届くわけではありませんよ」

　ルーメがさめた海色の瞳ひとみで、淡々とささやく。

「やっぱり、僕もついていけばよかったのにって、言いたいのか」

「単に事実を述べただけです。お気にさわったのでしたら、申し訳ありません」

「……っっ」

　まぶしすぎる陽ひ射ざしを浴びながら、黙ってケータイを睨にらんでいるだけだと、苛いら立だちが増すのは確かで、歩あゆむは不本意ながらルーメに話しかける。

「女が男に別れ話を切り出すのって、どういうときだと思う？」

「相手が嫌いになったときでしょうか」

「うっ」

「または、他ほかに好きな人ができたとき」

「うぅっ」

「あるいは、つきあいそのものが面倒くさくなったとき」

「って、胸に突き刺さることを、淡々と言うなぁー！　ちょっとは気をつかって励ますとかしろよ！」

「わたしに、スカートをめくって下着を見せろと？　この状況でそのような発言は感心いたしませんね。芹せり乃の嬢に別れ話をされて当然かと」

「言ってないだろ！　捏ねつ造ぞうすんな！」

　思いきりわめいたら、力がどっと抜けてしまった。コンクリートの上にしゃがみ込み、肩を落として、うなだれる。

「おまえに聞いた僕が、愚かだった」

「ああ、別れを切り出す理由が、もうひとつありました」

「ふぅん」

　適当に相づちを打つ。

　どうせまた、ろくでもないことを言うに決まって──。



「自分を、嫌いになったときです」



　感情のこもらない声が、屋上の広々とした空間に、すっととけてゆく。

　汗ばむほどの陽気なのに、歩の背筋が一瞬冷たくなる。

　ルーメの言葉が、耳の奥でリフレインしたとき。

　ケータイが震えた。

「！」

　肩を跳ね上げ、耳にあてる。

「三み田た！　堀ほり井いはどうだった？」

　夢中で尋ねたが、ひよりは沈んだ声で、

「会えなかったの……。玄関のチャイムを鳴らしても、芹せりちゃん、って呼んでも、返事がなくて……」

　胸がぎゅっと縮む。

「家にいないってことか」

「ううん、芹ちゃんの部屋のカーテンが揺れてたから、いると思う……。ただ、出てきてくれなくて……こんなことはじめてで、どうしたらいいのか……。芹ちゃんのご両親は、帰りが遅いし……」

　歩あゆむはケータイを、ぐっと握りしめた。

「僕も今から、そっちへ行く！」



◇　　　◇　　　◇



　ひよりも心細かったのだろう。

　歩の言葉に、今度は、

「わかった……」

　と、迷いながら答えてくれた。

　ルーメを屋上に残して、電車で芹せり乃のの自宅へ向かう。駅からは、早足でざくざく進んでいった。

　やがて、近代的な四角い家が見えてきた。

　門の前に立っていたひよりが、歩を見て申し訳なさそうな顔をする。

「ごめんね。あたし、任せてって言ったのに、結局永なが野のくんに頼ることになって」

「いいんだ。それより三み田たのケータイを貸して。僕のケータイ、着信拒否されてるみたいだから」

「う、うん」

　ひよりからケータイを受け取り、芹乃のケータイにかける。

　呼び出し音が、延々と続く。

「ダメだよ、永野くん。あたしも何度もかけてるけど、芹ちゃん出てくれない」

　ならば、メールを打つ。



『今すぐ、そこから出てこい！

　十数える間にこなかったら、“〝三秒ごとに、愛していると言おう”〟をフルコーラスで絶唱するぞ！』



　メールを送信し、声を張り上げる。

「いーち！　にー！」

「な、永なが野のくん！　どうしたの」

　ひよりが、おろおろする。

「さーん！　しー！　ごー！」

　歩あゆむはかまわず、叫び続ける。

（僕をなめるなっ。痛い行為には慣れているんだ！）

「ろく！　なな！」

　芹せり乃のもわかっているはずだ。歩が、普通の人間にはできない痛いことも、恥ずかしいことも、やってのけるやつだと。

「はち！　きゅう！」

（そうとも、出てこなきゃ、歌ってやる！　周りから変な目で見られても、かまうもんか！　堀ほり井いが出てくるまで、歌い続けてやる！）

「じゅう！」

　歩が、すっと息を吸い込んだとき。

　玄関のドアが開いて、芹乃が引きつった顔で飛び出してきた。

　いつも芹乃の肩で、さらさらと揺れていた茶色の髪は、ぐちゃぐちゃで、ロングタイプのＴシャツにも、皺しわが寄っている。

　歩を睨にらみつけている目は真っ赤で、顔色は青ざめていて、唇は震えている。

「芹ちゃ──」

　芹乃の変わりように、歩の隣で、ひよりが声をつまらせる。

　歩は、芹乃がドアを開けるのとほぼ同時に、行動していた。

　芹乃に向かって走り出し、芹乃が声を発する間もなく、ドアのほうへ押しやり、自分も強引に中に入る。

「！」

　芹乃の鋭く息をのむ音が、歩の耳をかする。

　次の瞬間には、歩はドアを背にして立っていた。

　芹乃が怯おびえた顔で、歩を見る。靴を放り投げるようにして脱ぎ、部屋の奥へ逃れようとするのを、歩もまた無造作に靴を脱ぎ捨て、廊下に踏み入り、芹乃の右の二の腕をつかんだ。

「や──」

　芹乃が、びくっと身を縮める。それから切羽詰まった──泣きそうな顔で、歩を睨んだ。

「わ、別れるって、メールしたでしょう。帰って」

　掠かすれた声で、必死に告げる。

　歩あゆむも強い声で言い返す。

「僕は納得してない！　なんで別れるんだ！」

「っっ、永なが野のは、あたしより、春坂すのさかのほうが好きなんでしょう」

「今、つきあってるのは、堀ほり井いだ！　それに、春坂さんのことが、別れる理由じゃないだろう！　誤魔化すな！　なにがあったんだ！」

「は、放して」

「堀井の本当の気持ちを聞くまで、放さないし、帰らない！　なんなら、ここで『三秒ごとに、愛していると言おう』を、絶唱してやろうか！」

「や、やめてっ」

　芹せり乃のが片手で耳をふさぎ、首を激しく横に振る。

　それから、歩に腕をつかまれたまま、ずるずると廊下にしゃがみ込んでしまった。

「……おじいちゃんのお店が」

　髪が顔にかかるほど深くうなだれる芹乃の唇から、苦しそうな声が漏れる。

「な、なくなっちゃうの……っ。小お野の寺でらさんが、が……外国へ行くことになって、お店が空っぽになるから……って……。ま、前から、取り壊して、売りに出そうって話してたから、ちょうどいい機会だって……お、お父さんと、お母さんに、昨日、言われて……っ」

　歩がつかんでいる芹乃の腕は細く冷たく、体は震えていた。

（堀井のおじいさんのお店が、取り壊しになる？）

　そしたら、芹乃の夢はどうなるのか？

　おじいさんの喫茶店を、自分がいつか復活させるのだと、あんなに力のこもる眼まな差ざしで語っていたのに。

　そのために、どんな仕事も嫌がらずに引き受けて、頑張っていたのに。

　歩でさえ、こんなにショックを受けているのだから、芹乃が両親からその話を聞かされたときの衝撃も絶望も、計り知れない。想像しただけで、胸が抉えぐられ、頭の中が真っ暗になってしまう。



　──あたしが、一番好きな紅茶なの。おじいちゃんがよく淹いれてくれて……この紅茶は特別製で、芹ぃのぷんぷんふくらんだほっぺが元に戻るように、魔法をかけておいたよって……。



　──ここは……おじいちゃんの魔法が、残っているから……。



　それまで、張りつめた険しい顔でいたのが、店のドアを開けて、涼やかな鐘の音に迎えられるなり、目を細め、安心したように微笑ほほえんだ芹せり乃の。

　あの場所は、意地っ張りな芹乃にとって、心のこわばりがとけ、素直になれる、大切な場所だったのだ。

　廊下にしゃがみ込んだまま、芹乃が嗚お咽えつする。

　むき出しの膝ひざの上に、透明な雫しずくがぽたぽたと落ちる。

「お父さんたちは、もう……取り壊しの日程も、全部、決めちゃって……。あたしが、いくら反対しても、聞いてくれなくて……っ。あの店がなくなったら、お、おじいちゃんの魔法も、消えちゃうっ。あたしは、ずっと嫌な女の子のままで、か、可愛かわいい女の子になれないっ」

　芹乃がしゃくり上げ、首を何度も横に振り、また口走る。

「な、永なが野のにも、ひどいことばかり言っちゃう。あたし、性格、悪いからっ、ひ、ひよみたいに、優しくないし……っ、春坂すのさかみたいに、可愛くないしっっ、永野もあたしのこと、嫌いになるっ！」

　ルーメの言葉が、さめた眼まな差ざしと一緒に歩あゆむの頭に浮かぶ。

　女が男に別れを切り出す理由を、尋ねたとき。



　──自分を、嫌いになったときです。



　胸が、ぎゅーっとしめつけられ、左手の薬指にも、鋭い痛みが走った。



『ごめん

　彼女やめる』



　芹乃がどんな気持ちで、あの短いメッセージを、歩のケータイに送信したのか。

　きっと、あのメールを送ったのは、祖父の店の取り壊しの話を、両親から聞かされた直後で。



「本当に見る目のあるイイ男は、あたしのことなんか、好きにならないものっ。ひよのほうを、好きになるものっっ」



　──芹ちゃんは小学生の頃ころから美人で活発で、すごくモテたけど、男の子とつきあったのは永野くんがはじめてなんだよ。



　高価な品物を餌えさに言い寄ってくる男を、芹乃は軽けい蔑べつし、寄せ付けなかったと。彼らが欲しいのは、隣に並んで自慢できる女というだけで、そんな連中、相手にするのはバカらしいと。

（堀ほり井いは……自分が、嫌いなんだ）

　自分なんか好きになる男は、外見だけを好きなのだと、こんな性格の悪い可愛かわいくない女を好きになる男など、いるはずがないと、思い込んでいる。

　本当にイイ男は、自分を選ばない。性格の良い、ひよりを選ぶと。

　自分に自信を持てず、コンプレックスを抱いていたのは、平凡に見えるひよりではなかった。

　我わが儘ままで高飛車で、言いたいことを口にする、芹せり乃ののほうだったのだ。



「だ、だから、あたし、すごくブスだから──もう、一生可愛くなれないから、永なが野のと別れるっ」



　左手の薬指を、氷の錐きりを突き立てたような痛みが、貫いた。

　指輪に、ひびが入る感覚があり、歩あゆむの目の前が一瞬暗転し、焼け焦げ、荒れ果てた大地が広がる。

　獣の唸うなりのように吹きつける風。舞い散る雪。ぼろぼろのマントにおおわれ、地面に倒れている、銀色の仮面をつけた、地球の支配者──。

　未来の歩──。

　彼が感じている狂おしいほどの絶望が、以前に体験したときと同じように、歩の中に直接なだれ込んでくる。

　あれほどの力を得て、何な故ぜ敗北した！　自分に勝るものなど、どこにもいなかったはずなのに！　すべての魔法、すべての栄光が、この身に注がれ、生命の理ことわりさえ、自分の前にひれふしたはずなのに！　エウレカが、砕ける──！　世界が終わる！　すべてが滅び去る！　滅びる！　滅びる！　滅びる！

　映像が消え、歩の全身から冷たい汗が噴き出す。薬指の痛みは続いている。

　アンチテーゼがはじまったのだ。

　このままだと、指輪は粉々に砕け散る。

　今、頭の中を駆け抜けた未来が、現実になる。

　歩は人類の敵に敗北し、世界が滅びる。

（そんなに、堀井の絶望は深いのか？　本気で、僕とのことを、終わりにしようと思っているのか？）

　芹乃が歩を心から拒絶した瞬間に、すべては終わる。

　今、廊下にしゃがみ込み、歩と目をあわせることすらできず、弱々しく泣きじゃくる芹乃が、それを望んでいる。

　もう、歩あゆむとは一緒にいたくない。

　歩と別れたいと。

（けど、僕は終わりになんかしない！）

　ずっとつかんでいた芹せり乃のの腕を、ぐっと引っ張る。

　芹乃の腰が浮き、涙でぐちゃぐちゃの顔を上げ、弱々しく歩を見つめる。

　そんな芹乃を、強い気持ちで見つめ返し、歩は噛かみつくように叫んだ。



「僕が、おじいさんの代わりに、堀ほり井いに魔法を見せてやる！　それで、堀井を可愛かわいくしてやる！」








　六章　君に贈る僕の魔法





　翌日から、歩は学校を休んだ。

　芹乃の誕生日はあさってで、授業に出ている余裕がなかったからだ。

　学校には自分で、風邪をひいたので二、三日欠席しますと、連絡しておいた。

　ひよりにも、あのあと、誕生日の準備に専念するので、その間、芹乃のことを頼むと、頼んでおいた。



　──準備って、なにをする気なの？　永なが野のくん。



　玄関のドアの前で、心配そうに待っていたひよりは、おろおろしながら尋ねた。

　歩と芹乃の会話が聞こえていたらしく、



　──魔法って、どうするの？



　と、声をひそめてささやく。

　本当に、魔法なんて見せられるのか？　手品じゃなくて？　もし、失敗したり、やっぱり無理だったなんてことになったら、芹せり乃のがさらに傷つきはしないか？

　そんなふうに気をもんでいることがわかる、不安げな表情だった。

　ドアの向こうで、今もしゃがみ込んでいるに違いない芹乃も、ひよりと同じ顔で、歩あゆむを見ていた。



　──堀ほり井いに魔法を見せてやる！



　歩のそんな言葉を、信じられずにいる、力のない不安げな眼まな差ざしで。



　──無理……。



　と、弱々しくつぶやいた。

　一緒に、涙が一筋、頬ほおを伝う。

　それを歩は人差し指で、すっとぬぐい、



　──無理かどうか、確かめに来て。招待状を送るよ。



　そうして、



　──堀井が、可愛かわいい女の子になれたら、これからも、僕を堀井の彼氏でいさせて。



　と耳元でつぶやいて、靴を履いて、外へ出たのだった。



（待ってろよ、堀井。僕の本気を見せてやる）

　朝からパソコンの前に座り込み、学校も休むと言う歩に、母親は、ついに引きこもりがはじまったかと、怯おびえたようだった。

　お昼前に、歩が部屋から出てくると、ほっとした表情を浮かべかけたが、歩が背中にリュックを背負い、肩にロープまでさげているのを見て、また警戒するような顔になり、

「ど、どこへ行くの、歩」

　と上擦った声で尋ねた。

「山」

　と短く答えて、歩あゆむは家をあとにした。

　途中で、ルーメに会った。

　登校時間はとっくにすぎているが、制服を着ている。

　海色のさめた瞳ひとみを歩へ向けて、言った。

「おともいたします、ユア・マジェスティ」

「ハードな作業になるぞ」

「わたしは、タフです」

「木登りは得意か」

「高い場所は好きです」

「よし、ついてこい」



　じりじりと照りつける陽ひ射ざしと、むせかえるような緑の匂においの中、作業は夜まで続いた。

　翌日も早朝から山へ向かい、夜までかかって準備をする。

　芹せり乃のの誕生日が、七月でよかった。太陽が出ている時間が長いので、一日たっぷり使える。冬だったらこうはいかない。

「ユア・マジェスティ、芹乃嬢へ招待状は送られたのですか」

「明日の朝、堀ほり井いの家のポストに入れておく」

「来てくださると良いですね」

「来るさ。まだ僕の彼女だから」

　そう答えつつも、包帯をはずせば、指輪に走るひびは増えており、色もずいぶん黒ずんでいて、胸がぎゅっとした。



　そうして、誕生日当日の朝。



『十七歳の誕生日おめでとう。

　約束どおり魔法を見せるから、午後三時に学校の裏の山へ来るように。



彼氏』



　芹乃のために購入した、木き苺いちご模様のティーカップとソーサーのセットが入った紙袋に、そんなメッセージカードをしのばせ、朝、自転車を漕こいで芹乃の家へゆき、ドアのノブにぶらさげておく。

　あとは、歩が魔法を見せるだけだ。

（未来の僕も堀井のおじいさんも、力を貸してくれ）

　そんなふうに祈りながら、朝の冷たい風を切って、自転車を飛ばした。



◇　　　◇　　　◇



　午後三時。

　空は晴れ、風は静かだった。

　気温が上昇し、あたためられた緑の木の葉や草が、昨日と同じように若々しい香りを放っている。歩あゆむが身をひそめている場所も緑の匂においがした。

　午後三時十分。

　芹せり乃のは、姿を見せない。

（また遅刻かよ）

　左手の薬指の包帯は、ほどいていて、そこにかっちりとはまった剣の形の指輪を、見おろすことができる。

　細かなひびが走り、黒ずんだ指輪。

　それが、また、びしっ！　と不吉な音を立てる。

（いや、きっと来る）

　歩の気持ちと裏腹に、また指輪が、鋭く鳴る。

（最初のデートは、三十分も待ったんだ）

　指輪に、また亀き裂れつが走る。

（やっと来たと思ったら、謝りもせずに、自分が見たい映画のチケットを、勝手に買おうとするし）

　二十分が経過した。芹乃はまだ来ない。

　歩の胃が、きりきりとしめあげられ、こめかみに汗がにじむ。

（映画を見たあとも、昼食はカフェでマクロビじゃなきゃイヤだとか文句言って、ぐるぐる歩かされるし）

　二十五分──あと、五分だ。それを過ぎたら──。

（結局、ファストフード店でハンバーガーで、映画の感想も意見がてんで合わないし、音楽の趣味も、ちぐはぐで──）

　剣の先端が、ぱし！　と砕ける。

　それから、剣の中央が！

　三十分──。歩は唇を噛かんだ。

（もう、待てない！）

　真っ黒に染まった剣の上の部分が、びしっ！　と音を立てて砕け飛ぶのを見て、心臓が凍りついたとき。

　かすむ視線の先に、息を切らし、髪を乱し、泣きそうな目をした、歩あゆむの彼女が──芹せり乃のが映った。



（ああ、来てくれた……）



　魔法の最後のピースが、かちりとはまる。

　芹乃が来なければ、はじまらなかった魔法。

　芹乃のための魔法。

　夏のねっとりした微風に揺れる草木のざわめきが、歩の全身を包み込む。

　はじまる──魔法が。

　満ちてゆく、あたたかな力。

　込み上げる、確かな想おもい。

　草木のざわめきは、はじめはごく小さなものだったが、ゆっくりと大きくなってゆく。

　歩の視線の下で、迷子の女の子みたいに気弱に眉まゆを下げた芹乃が、歩を捜している。

　遅刻したので、もう怒って帰ってしまったと思っているのか、ますます泣きそうな顔になり、草の上にしゃがみ込んでしまう。

　本当は、声をかけて、魔法のはじまりを知らせるはずだった。

　けどすでに、木々に、草に、花に、土に、魔法は満ち、歩の呪じゆ文もんを待たずに発動した。

（そう、今、この時間！　この場所で！）

　風が、ごおおおおっと、強く吹いた！

　草がなびき、木々が枝を大きくしならせる。

　それと同時に、軽やかな鈴の音が、膝ひざを抱えてうずくまる芹乃の上に、降り注いだ。



　チリーン！



　チリーン！



　チリリーン！



　澄んだ音色が、清すが々すがしくそびえる木々の間を、若々しい香りを放つ緑の夏草の上を、駆けめぐる風の中を、流れてゆく。

　ひとつではない。木の枝に結んだいくつもの鈴の音が、一斉に鳴り響いている。

　芹乃が立ち上がり、目を見開いて、空を見上げる。

　口を大きく開けて、全身で驚きを表して。

　にぎやかに鳴り続ける鈴の音は、小さな女の子たちの無邪気な笑い声のようで。



　──お店のドアの鐘の中には、妖よう精せいが住んでいて、鐘をひとつ鳴らすごとに、心が軽くなる魔法をかけてくれるんだって、おじいちゃんは言ってた。



　ドアを開けるときに鳴る、爽さわやかな鐘の音。

　心を軽くする魔法。



　──他ほかにも、お店のあちこちに、楽しくなる魔法や、幸せになる魔法や、思わず笑っちゃう魔法がかけてあって……だから、ここでは、芹せりぃは世界一素直で可愛かわいい女の子なんだよって。



　カラン……と鐘が音を立てた瞬間に、目を細めて、頬ほおをゆるめた芹せり乃の。

　あの芹乃の顔が、ずっと歩あゆむの胸に残っていて。

　あれから、何度も何度も思い出して。

　だから、硬くこわばっていた芹乃の頬をとろけさせ、尖とがっていた唇をほころばせる魔法を、芹乃の十七歳の誕生日に、贈りたかった。



　──あたしが、一番好きな紅茶なの。おじいちゃんがよく淹いれてくれて……この紅茶は特別製で、芹ぃのぷんぷんふくらんだほっぺが元に戻るように、魔法をかけておいたよって……。



　甘酸っぱい、木き苺いちごの紅茶の湯気。

　パンケーキの、甘い香り。



　──な、永なが野のっ、甘いもの、平気だった？



　心配そうに尋ねた芹乃。



　──ここでなら、永野にも、素直に謝れると思って……。



　か細い声でつぶやいて、歩がパンケーキと紅茶を褒めると、真っ赤になって目と頬を幸せそうに輝かせた。

　優しい魔法に満ちていたあの場所は、なくなってしまうけれど、あそこで生まれた魔法までが、完全に消えてしまうわけじゃない。

（堀ほり井いのおじいさんがかけた魔法は、ちゃんと残っている）

　だから、芹せり乃のは、こんなに可愛かわいい女の子に育った。

　おじいさんが、木き苺いちごの紅茶に、芹乃が可愛くなる魔法をかけ続けたから。

　苛いら々いらしたり、カッとなったりして、きつい言葉を口走ってしまうことがあっても、芹乃は可愛い。

（僕とキスして、泣いてしまった堀井も、視聴覚室のドアを開けた僕を見て、真っ赤な顔で逃げ出した堀井も、僕に弱気な目で、あたしの彼氏になりなさいと言った堀井も、僕の隣で、一緒にイヤホンで音楽を聴いている堀井も、水族館でエンゼルフィッシュを見てはしゃいでいる堀井も、みんな、みんな、可愛かった）

　あの場所がなくなっても、芹乃は可愛いままだ。

　それを、芹乃が思い出せるように、歩あゆむが魔法をかける。

（ほら、店の外にも、妖よう精せいはいるんだよ）

（堀井に、話しかけているんだ）

　昨日と、その前の日と。ルーメと二人で、木に登って、結んで回った大量の鈴。

　ひとつ結ぶごとに、魔法をこめた。

　芹乃の耳に、この鈴の音が、おじいさんの喫茶店のドアのあの鐘の音と同じように、美しく響くように。

　芹乃が、もう自分は可愛くない女の子だなんて、絶望せずにすむように。

　歩が見おろす先で、芹乃が空を見上げて、顔をくしゃくしゃにして泣いている。

　今、芹乃の耳に、この鈴の音は、どんな風に聞こえているのだろう。

　勝ち気な頬ほおに、ぽろぽろ、ぽろぽろ、涙がこぼれてゆく。

　唇を小さく動かして、

「おじいちゃん……」

　と、言ったのだろうか。

　ああ、きっと、芹乃の祖父も、芹乃の十七歳の誕生日を、空から祝っている。

　だから、芹乃は、ぎりぎり間に合った。

　歩は芹乃に、魔法をかけることができた。

　誕生日のプレゼントを、渡すことができた。



（魔法使いは、一人きりじゃなれないんだ。その魔法を、信じてくれる相手がいなけりゃ、どんなすごい魔法も、意味がないんだ）



　そんなことに、今、気づいた。

　風はもうじきやむだろう。

　その前に、歩あゆむは、芹せり乃のの前に姿を見せた。

　山の中腹に突き出した、岩の上から。

　フードのついた、黒いマントをなびかせて。威風堂々と。

　芹乃の魔法使いとして──。

　芹乃が、くしゃくしゃの顔で、歩を見上げる。



「ありがとう……っ！」



　そう、叫んだ。



「ありがとう！　っく、ありがとう！」



　何度も何度も。声が裏返るほど。ありがとう、ありがとう、と。

　鈴の音が、しだいに小さくなってゆく。

　夏草の香りのする風も、だんだんおだやかになってゆく。

　ばさり、と大きくマントをひるがえし、歩が姿を隠す。

















　鈴の音もやみ、あとには緑の草木と静寂だけが残った。



◇　　　◇　　　◇



「ぐす……」

　静かな山の中に、少女のすすり泣きが聞こえる。時折、掠かすれた声で「ありがとう」とつぶやきながら、細い肩を震わせている。

　後ろから近づいてゆくと、芹せり乃のが涙で濡ぬれた顔で振り返った。

　歩あゆむはマントを脱ぎ捨て、制服だった。

　眉まゆを下げて、また泣きそうな顔で歩をじっと見つめる芹乃に、顔を熱くして、くすぐったい気持ちで、告げる。



「十七歳のお誕生日、おめでとう。セリィ」



　芹ちゃんは、永なが野のくんにしてほしいことがあるのだと、一緒に誕生日プレゼントを買いに行った日に、ひよりが言っていた。

　秘密の話をささやくように、小さな声で、楽しそうに。



　──芹ちゃんね、永野くんに『堀ほり井い』じゃなくて、もっと彼女っぽく呼んでほしいんだって。それでね、芹ちゃんも、永野くんのこと、名字じゃなくて、彼氏っぽく呼びたいんだって。



　水族館のデートで、芹乃がもじもじしながら、あたしの名前を知っているかだの、永野って、なんて名前だったっけだのと尋ねたのは、そういうことだったのかと、あきれながら納得した。遥はる菜ながアユアユと呼ぶのを、センスが悪いと怒っていたのも、そういうわけだったのだ。

　遥菜とつきあっていたときも、いきなり『明日教室で恋人っぽく呼び合おう』と提案されて戸惑ったものだが、女の子は彼氏に二人だけの愛称で呼んでほしいものなのだろうか。



　──芹ちゃんってば、永野くんの愛称を、十個くらい考えちゃって。アルクとか、ユームとか、アーユとか。



　なんで、みんな外国風なんだ！

　と、心の中で突っ込んだ。

　普通に、アユくんじゃダメなのか？

　遥はる菜なのセンスが悪いなんて言えない。芹せり乃ののセンスも相当だ。いや、勝ち気な芹乃のことだから、アユアユのインパクトに負けないよう、一生懸命に考えたのかもしれない。



　──芹ちゃん、ずっとそのことで、じたばたしてたんだよ。だから、芹ちゃんのお誕生日に、叶かなえてあげてね。



　どう呼べば彼女っぽいのか、芹乃が満足するのか。下手すると魔法の見せかたよりも頭を悩ませた。

　普通に考えたら「芹乃」と呼び捨てだが、向こうが「アルク」だの「ユーム」だので、こっちが名前をそのまま呼ぶのでは「工夫が足りない！　愛情がない証拠よ！」と怒るかもしれない。

「セリリン」は、モデルとしての愛称で、歩あゆむ以外の男子も呼んでいる。

「芹ちゃん」だと、ひよりとかぶる。

　試行錯誤して、口からこぼれたのは、

「セリィ」

　という、単純で、気恥ずかしい呼びかただった。

　芹乃が、目をうるませる。

　頬ほおを赤く染め、またべそをかくように眉まゆを下げて、口の端を下に曲げたあと、震える声で自分も呼びかけた。



「アルク」



　そう呼んだのが芹乃でなければ、きっと頭を抱えて、のたうつほど恥ずかしくて、二度とその名前を口にするなと、言い含めただろう。

　よりによって、中二病まっさかりの頃ころ、歩が使用していた名前──アルクシールと、かぶりまくりだなんて。

　けど、その名を口にする芹乃の声には、深い想おもいがこもっていた。

　歩への愛いとしさ、歩への恥じらい、歩への願い。

　だから、歩も、そんな気持ちをいっぱいこめて、歩の彼女の名を呼ぶ。

　二人だけの秘密の呼びかたで。



「セリィ」



「アルク、アルク」



　芹せり乃のが歩あゆむに抱きついてくる。

　歩が抱きとめ、抱きしめる。

　薬指で、指輪がまた、びしり！　と音を立てる。もう、剣の柄つかがほんの少し残っているだけだ。

　芹乃は歩の肩に濡ぬれた顔を、うずめている。

「ずっと……そう、呼びたかったの。あたしだけの、特別な呼びかたで……。アルク……アルク……ねぇ、アルクも呼んで」

「セリィは、とっても可愛かわいい女の子だ」

　歩も、芹乃の耳にささやきかける。

　抱きしめている芹乃のしなやかな体が、喜びに震えた。

「嬉うれしい……その呼びかた……すごく、好き。大好き」

「僕は、セリィの彼氏で、いられる？」

「うんっ、アルク」

　指輪のリングの部分にも、細かなひびが、次々入ってゆく。

　それは、テーゼが生まれる予兆なのだと、もう知っている。

　心の中に、甘い、甘い、気持ちがあふれてゆく。

　別れの時が、近づいている。

　それを少しでも引き延ばしたくて、まだもう少しだけ、あと少しだけ、芹乃の彼氏でいたくて、芹乃の細い体を抱きしめていたくて──。

　芹乃の頬ほおに、額に、まぶたに、感情をぎりぎりまで抑えた控え目なキスを、そっと、そっと、落としてゆく。

　そのたび、芹乃の体が、嬉しそうに震える。

「アルク……大好き……ずっと、彼女でいさせてね」

　ああ……僕の彼女は、本当に可愛い。

「うん、セリィ」

　唇の横に口づけながら、歩もまた震える声で答える。

　指輪に入ったひびの奥で、光が揺れている。

　これから先のストーリーは、歩と芹乃にはない。

　今日、この場所で、終わりを迎える。

　もっと、たくさんきみを知りたかった。

　もっと、デートをしたかった。

　喧けん嘩かをして、仲直りして、もっともっと、きみを好きになりたかった。

　ずっときみの彼氏で、いたかった。

　抑えようとしても、抑えられない、熱い衝動。

　今、息がかかるほど近くにいるこの相手を、狂おしいほどに求める気持ち。

　歩あゆむの唇が、芹せり乃のの唇をふさぐ。

　今なら、わかる。

　迷わず、言える。



（僕は、セリィに恋をしている！）



　指輪に無数に走るひびから、まぶしい光が放たれる！

　空気を貫き、空に高く伸びてゆく、まっすぐな輝き。

　芹乃は目を閉じていて、気づかない。幸せそうに歩に身をゆだねている。その体をさらに、強く抱きしめる。



（もっともっともっと、きみとずっと一緒に──）



　指輪が砕け、そこから、気高く光る長い銀色の刀身と、蔓つるや草の彫刻が細かくほどこされた黄金の柄つかを持つ、剣が出現する。

　彗すい星せいのように光の尾を引いて、高く空へ突進していった剣は、そこで周囲の光に、己の光を誇示するように、さらに強く鋭く輝くと、倍の速さで歩のほうへ向かってきた。

　芹乃を抱きしめる歩の背中から、心臓に向かって、深く突き刺さる。

　歩の内側が、燃えるようにカッと熱くなる。

　万物がめまぐるしく流転し、世界が巡り、剣が白銀の光を放ちながら、歩の心臓の奥深くに呑のみ込まれてゆく。

　同時に、芹乃の声や姿や体温が、歩の耳に、心に、脳に、皮膚に、直接伝わってきた。

　芹乃が、歩と関かかわった日々が、歩と育はぐくんだ日々が──歩を想おもった日々が、黄金の炎のように、歩の中でよみがえり、歩の心臓に──魂に──同化してゆく。

　最悪だった出会い、高校一年生の秋の放課後、校舎の裏庭で、風に舞う金色の銀杏いちようの葉の真ん中で両手を上げて叫んでいた、華きや奢しやな背中の男の子。



　──風よ、我が命に従い、吹き荒れろー！



　男の子の周りで、くるくると躍る小さな扇のような銀杏の葉たち。

「ほらほら、芹ぃ、風の精霊が、芹ぃに遊んでくれと言ってるぞー！」と、山でコートの袖そでを抜いて、肩にかけて、吹きなびかせながら、風に舞う赤や黄色の紅葉とたわむれていた祖父。



　──おじいちゃんはなぁ、芹せりぃ、世界を守る魔法使いなんだぞー！　芹ぃや、芹ぃのお父さんやお母さんや、芹ぃの友達も、みんなおじいちゃんが守っているんだ。だから、芹ぃに悪いことなんて、起きっこないんだよー！



　芹せり乃ののことを、「芹ぃ」と、少し語尾を伸ばして呼ぶ、祖父。不精者で、前髪が長く伸びても、なかなか床屋に行かず



　──目を出すと、魔法が発動してしまうから、隠しておかなきゃならんのだ。



　なんて、バカみたいなことを言っていた祖父。大好きだった祖父。芹乃の心のよりどころだった祖父。嵐あらしの夜、熱があるのに、世界を守るのだと言って山へ行って、二度とその声を聞くことができなくなってしまった祖父。

　その祖父と同じ、前髪の長い男の子が、祖父と同じように落ち葉と戯れているのを見て、芹乃はものすごく腹が立った。

　バカみたい！　そんなことしてたら、おじいちゃんみたいに、死んじゃうかもしれないのに！　みんなを哀かなしませるのに！

　バカみたい！

　思わず、落ちていた枝を拾い上げて、その男の子に投げつけていた。男の子は、なにをするんだ！　と怒ったけれど、芹乃はもっと腹を立てて、枝を拾って投げながら、男の子を追いかけ回した。

　そのあと、校内でその子を見かけるようになって、そのたびムッとした。

　なんで、あんなに前髪を伸ばしているの。なんで、『月刊魔界通信』なんて抱えているの。その雑誌、おじいちゃんも定期購読していたのに。なんで、ケルベロスのストラップとか、ぶらさげてるの。それ、おじいちゃんも持っていたのに。なんで、じめじめした暗い顔で、廊下の隅っこを歩いているの。おじいちゃんは、道を歩いていても、ご近所の人たちに明るく挨あい拶さつして、好かれていたのに。

　おじいちゃんみたいなのに、おじいちゃんとは違う男の子。でも、やっぱりおじいちゃんに、どこか近い男の子。

　顔を見るたび、むかむかして、思わず睨にらんでしまって──。

　二年生になって、その男の子と同じクラスになったと知ったときは、全身が固まってしまった。



　──信じられないっ！　なんで、あんたと一緒のクラスなの！



　同じ教室にいると、ますます、その男の子のほうに目がいって、その子がなにかするたび、カンにさわって、胸がざわざわして、また睨にらんだり怒鳴ったりしてしまう。

　あたしの視界に入らないで、と言いながら、目で追っているのは自分のほうだという自覚はあって、それで余計に、むかむかしていた。



　──芹せりちゃんってば、どうして、永なが野のくんにばっかり辛つらくあたるの？　芹ちゃん、嫌いな人は無視するのに。



　──無視できないほど、嫌いなのっ！



　──でも、永野くん、芹ちゃんのおじいちゃんに、ちょっと似てない？



　──に、似てないわよっ！



　芹せり乃のが歩あゆむに抱いていた、複雑な感情。見たくないのに、見てしまう。気にしたくないのに、気になってたまらない。

　そんな想おもいが、次々歩の中に飛び込んでくる。

　演劇部の公演で、砂かけばばあの役を演じることになって、なんで、あたしがおばあさんなのよ！　よくわかんないけど、永野のせいよ！　と愚痴りながら、真面目まじめに脚本を読み込む芹乃。

　客席に歩がいるのを見て、カッとなって砂をぶつける芹乃。

　──あれは、芹ちゃんがよくないよ。永野くん、可哀かわい相そうだったよ。

　と、ひよりに言われて、落ち込む芹乃。

　それでもやっぱり歩を見ると、苛いら々いらして、喧けん嘩かを売らずにいられなくて、

　──どうせ、永野も、あたしのことなんて嫌いだし。

　と、言っていたら、

　──永野くんは、芹ちゃんのことが好きなんだからぁ！

　校舎のど真ん中で、ひよりに叫ばれて、頭の中が真っ白になったこと。

　──好き？　永野が、あたしを？　そそそそそそんな、嘘うそでしょ。あたし、あいつのこと、さんざん睨んだり、罵ののしったりしたのに、なのに、あたしの画像を集めてる？　あたしのファン？　あいつ、マゾ？　つか、ありえない！

　部屋の中を、ぐるぐる歩き回って、しまいにベッドに倒れ込んで、枕まくらを頭に被かぶせて、唸うなってしまう芹せり乃の。

　──な、永なが野ののことなんて、あたしは……ちっとも、す、好きじゃ、ないんだから。

　──そうよ、あたしと永野じゃ、住む世界が違うってことを、教えてやらなきゃ。



　──このあと、街のプールで、雑誌用の広告の撮影をするの。みんな、暇だったら見学に来てもいいわよ。



　──うぉぉぉ、行く行く。



　──芹様の水着、超見てぇ！



　ほら、あたしは、こんなにモテるんだから。永野なんて、およびじゃないんだから──そんな風に悦に入ったものの、歩あゆむが撮影を見学に来たので、焦る芹乃。

　──な、なんで！　永野が来てるっ！　あたしのファンって、やっぱり本当？　やだ、集中できない。

　あげくに、歩とキスシーンを演じることになって、また慌てる芹乃。

　──永野に恋してキスする役なんて、ぜぜぜぜ絶対無理！



　──セリリン、スマイル！



　──おい、しっかりやれよ、堀ほり井い。



　──なんですって！　あんたなんて、無間地獄タルタロスに落ちて、ヘカトンケイルとサイクロプスに踏みつぶされろ！



　祖父から聞いた言葉が、考えなしに口から飛び出すほど混乱していて、頭が熱くて、心臓が爆発しそうで──。

　歩を突き飛ばしてしまったら、歩が水着の胸元をつかんできて、芹乃も一緒に歩の上に倒れて、唇が重なってしまって──。

　こんなの大したことないわ、キスなんて挨あい拶さつ代わりよ、と言ってやろうとしたのに、涙がぽろぽろこぼれてきて、逃げ出してしまった。

　──初めてだったのに。もう、永野の顔なんて見たくないっ。

　なのに、芹乃がテニス部の女子に、視聴覚室に連れ込まれたとき、歩は必死の形相で助けに飛び込んできて。



　──やめろぉぉぉ！　堀ほり井いに手を出したら、全員くまなく、呪のろってやるからな！



　芹せり乃のの驚きが、戸惑いが、ときめきが、歩あゆむの心に重なる。



　──あたしは強いのに、どうして、永なが野のの前だと弱くなって、泣いちゃうの？　な、永野なんかに、泣き顔を見せたくないのに。なんで永野も、追いかけてくるのっ。



　──バカ、急に謝ったりしないで、ハンカチ差し出したりしないで。なんで、もうあたしの視界に入らないとか言ったりするの？　あたしが中二病とか、バカじゃないの！　永野なんて、永野なんてっ。



　混乱し、動揺し、身み悶もだえしながら、芹乃が歩について考え続けていたこと。ちょうど、歩が芹乃のことを考え、芹乃の行動のひとつひとつに、言葉のひとつひとつに、揺れ動いていたように。

（僕らは、お互いのことを、ずっと気にかけてたんだね。大嫌いだって否定しながら、惹ひかれ合ってたんだね）

　もう、恋は、とっくにはじまっていたのかもしれない。



　──責任取って……あたしの、か、彼氏に、なりなさい、よね……っ！



　芹乃が、弱気な顔で、そうささやいたときに。



　──う……うん。



　歩が顔を熱くしながら、そう答えたときに。

　きっとお互いの心の中で、あたたかな想おもいが芽生えていたのだ。

　はじめてのデートで、芹乃が三十分も遅刻してきたのは、さんざん悩んでコーディネートした洋服が、突然の雨で変更を余儀なくされて、パニクってしまったことが原因だった。

　──どうしよう。永野、きっと怒ってる、あきれてる。

　なんとか失態を取り戻そうと、焦れば焦るほど、歩と噛かみ合わなくて、つい文句を言ってしまって、引っ込みがつかなくなって。

　家に帰ってから、芹乃が布団に潜り込んで、自己嫌悪に陥っていたこと。

　永なが野のに、謝りたい。

　永野に好かれるような、可愛かわいい女の子になりたい。

　──おじいちゃんのお店でなら、きっと素直になれる。おじいちゃんの魔法が、助けてくれる。

　そうして、歩あゆむのために、木き苺いちごの紅茶を淹いれ、生クリームと木苺のジャムを添えたパンケーキを焼いてくれた。

　美お味いしいよ、と言って、パンケーキを口へ運び、紅茶を飲む歩を、あのとき芹せり乃のが、どんなに幸福な気持ちで、見つめていたか。

　歩と二人で、ひとつのイヤホンから、ひとつのメロディを分け合ったあのとき、どれほど、芹乃の鼓動が高まっていたか。



　──大丈夫。おじいちゃんも応援してくれる。あたしは、永野の可愛い彼女になれる。



　芹乃が、どれだけ、それを望んでいたか。

　どれだけ、歩の前で、愛らしい少女でありたかったか。歩に好かれたかったか。うまくいかなくて、落ち込んで、それでもまた頑張って。

　なのに、やっぱり素直になれなくて。

　遥はる菜なと話している歩に、ヤキモチをやいてしまって。

　芹乃の葛かつ藤とうが、歩の心を強く打ち鳴らす。

　両親から、祖父の店を取り壊して売ると告げられて、どん底に突き落とされて、もう、可愛い女の子になれない、歩に嫌われてしまうと泣きながら、別れのメールを打つ芹乃。

　芹乃の感情の上がり下がりに、歩も一緒に舞い上がったり、突き落とされたりして、翻ほん弄ろうされる。



　──永野が嫌い。

　──永野が好き。



　──永野を見ていると、苛いら々いらする。不安になる。

　──永野を見ていると、ドキドキする。嬉うれしくなる。



　──永野から、離れたい。

　──永野と、いたい。



　対立する二つの感情。

　その中から、強く強く浮かび上がる想おもい。

　空一杯に鳴り響く鈴の音と、それを見上げる芹せり乃の。



　──ありがとう！　ありがとう！



　泣きながら、声のかぎり、叫ぶ。

　あのとき、芹乃の心も一緒に叫んでいた。



　──永なが野のが好き！　永野じゃなきゃダメぇぇ！



　世界が、形を変える。

　輝く大地の中心に、高くそびえ立つ白銀の刀身と、黄金の柄つかの剣！

　揺るぎなく、峻しゆん烈れつに、凄せい烈れつに、世界をまっすぐに貫くもの！

　強い力！　強い魂！

　剣から放たれるまばゆい光が、世界の隅々まで、照らしてゆく。大地が黄金にきらめき、木々が空に向かって、生き生きと枝葉を広げてゆく。

　空に、いくつもの太陽が輝く。

　躍るような金色の炎を上げ、無数の太陽が、剣の周囲を喜ばしげに、ぐるぐると廻まわる。炎が、龍りゆうになり、四方から剣に絡みつく。

　炎をまとった剣が、見えない力に吸い上げられるように大地から抜け、歩あゆむの両手におさまる。

　天を貫くほどに巨大なそれを、歩は黄金の炎の円環の中心で、軽々と持ち、高々とかかげる。

　歩の心を熱く鋭く貫く、第二のテーゼ──“〝敵対”〟



　恋は“〝敵対”〟である！



　それは自意識と自意識のぶつかりあいであり、魂の葛かつ藤とうである。

　そこから生まれる、真の愛情！　真の誇り！　真の強さ！　揺るぎない剣のように心を支え、魂を燃え立たせ、最強の武器ともなるもの。

　二つ目のテーゼを得た歓喜と畏おそれに、背筋を震わせながら、歩の体もまた、輝く世界の中にとけていった。



◇　　　◇　　　◇



　気がつけば、山のふもとに立っていた。空は木き苺いちごの紅茶のように赤い夕日に染まっている。

　遥はる菜なのときと同じように、芹せり乃のの姿はなかった。

　風はなく、草木がざわめくことも、鳥が鳴くこともなく、ただ静かで──制服を着たルーメが、細い体を星色の髪で包み、感情の見えない海色の瞳ひとみで、世界と同じくらい静かに歩あゆむを見つめていた。



「未来は滅びから五分の二、救われました」



　淡々とした声が、告げる。

　そのとき、この時間に吹くはずのない、風が吹いた。

　草木と一緒に、ルーメの髪が淡あわ々あわときらめきながらなびき、ちりん……と、鈴の鳴る音がした。

　歩もルーメも、そちらを見る。

　木の枝に結んだたくさんの鈴は、そのまま残っていて、風の中で揺れていた。

　ちりん、ちりん……と。

　優しい可か憐れんな音色を奏でる。

（ああ、確かに、僕は堀ほり井いに恋をしたんだな）

　夕日の中で聞く鈴の音は、まぶしい青空と太陽の下で聞くよりも、ずいぶん淋さびしく聞こえた。

　ちりん、ちりんと、鈴が鳴る。

　歩は微笑ほほえみを浮かべ、二つ目のテーゼをくれた意地っ張りで不器用な彼女に、心の中で、ささやいた。

（きみの彼氏ではなくなってしまったけれど……。おじいさんの代わりに、きみを守るよ。僕はきみのおじいさんから、世界を守ることを引き継いだ、魔法使いだから）








　　　エピローグ





　一学期の最終日。

　教室の中は、夏休みの予定を語り合うクラスメイトたちの活気が、みなぎっている。

「あたしは、七月はラクロス部の合宿へ行くんだー。湖の側そばの、ログハウスに泊まるんだよ。それで、一日中、ラクロスするのっ。すっごく楽しみ。アユアユに、湖の写メを送るねっ」

「うん。湖の辺りは冷えるらしいから、はおれるものを持っていったほうがいいよ」

「そうなんだー、ありがとう。アユアユは、夏休みはどうするの？」

「僕は特に……」

　遥はる菜なと話しながら、さりげなく芹せり乃のの様子をうかがう。

　芹乃は、ひよりと話している。

　夏休みはモデルのバイトがびっちり入っていて、バカンスする暇もないのだとか。

　おじいちゃんのお店の取り壊しが決まったのは、ショックだったけど、おじいちゃんのお店を、自分が復活させるという夢を、あきらめたわけじゃないと。

「だって、お店がなくなっても、おじいちゃんの魔法は続いてるんだって、わかったから……」

　落ち着いたやわらかな表情で、言う。

　そんな芹乃を、親友のひよりも嬉うれしそうに見つめて、励ます。

「うん、そうだね。芹ちゃんの言うとおりだよ。あたしも、芹ちゃんのこと、ずっと応援してるから」

「ありがとう、ひよ」

　芹乃が、爽さわやかに笑う。

　ひよりが、にこにこしながら、

「芹ちゃん、この頃ごろ、雰囲気がやわらかくなったっていうか、前よりもっと可愛かわいくなったねー」

「えっ！　そ、そんな、可愛い──だなんて。あたしのガラじゃないし」

「そんなことないよ。可愛い芹ちゃんも魅力的だよ。きっと芹ちゃんのファンも、ますます増えちゃうよ」

「やだ、もう、ひよってば、持ち上げすぎ」

　芹乃が照れくさそうに言い、

「でも、モデルのバイトでも、事務所の人に褒められたんだ。表情が、女の子らしく親しみやすくなったって。セリリンのハッピーブレスレットの新バージョンの広告も、すごく評判良くて、シリーズで撮ろうかって」

「あの広告の芹せりちゃん、素顔の芹ちゃんって感じで、可愛かわいかったもんね。キスも、本当にしているのかと思って、ドキドキしちゃったよ」

「ば、バカね。そう見えるように撮ってるだけで、本当にしてるわけないでしょ」

「えへへ、そうだよね。でも、こういうのって、相手役の男の子のこと、意識しちゃったりしないの？」

「仕事だもの。いちいちときめいたりしないよ。もう相手がどんなやつだったのかも、覚えてないよ」

「ふぇー、クールだー。でも、それも芹ちゃんぽいかな」

　二人のやりとりに耳をすませ、胸にしみるようなあたたかさと、ほろ苦さを、同時に味わっていると。

「そうだ、最近はまってる曲があるんだ。あとで送るから、ひよも聴いてみて。バロックスっていうバンドの」

　歩あゆむの心臓が、ドキン、と鳴る。

「『神の鉄格子』って曲が、超おすすめなの。クラシックをベースにしていてね、結構重いんだけど壮大で、気持ちが、わーっと盛り上がるっていうか。あたしも、おすすめされて、あれ、誰だれにすすめられたんだっけ？　バイト先のスタイリストさんとかかな……えっと……」

　考え込んだあと、

「やだ、ど忘れしちゃった。けどっ、とにかく、いい曲なの」

　と、やわらかな表情になる。

　それを見て、歩の口元にも自然と笑みが広がった。

　視線を感じたのか、芹せり乃のが歩のほうを見て、ムッとしたように唇を尖とがらせる。

　けど、歩が微笑ほほえんでいたからだろう。

　頬ほおを赤く染めて、落ち着かなそうに目をそらし、眉まゆを上げたり下げたりしたあと、ひよりのほうへ向き直った。

「どうしたの、芹ちゃん。顔、赤いよ」

「べ、別にっ、ちょっと暑くて、ほてっただけっ」

　芹乃が、ぶっきらぼうにつぶやく。

　そんな様子を見て、歩はますます口元をほころばせた。

（可愛いって言ったら、堀ほり井いは怒るだろうけど）

「アユアユ、どうして笑ってるの？」

　遥はる菜なが不思議そうに尋ねる。

「別に」

　と、歩あゆむもさらりと答える。

「ただの思い出し笑いだよ」



◇　　　◇　　　◇



　終業式のあと屋上へ行くと、ルーメが手すりの前に、背中を向けて立っていた。

　真っ青な空から降り注ぐ、夏の陽ひを浴びて、星色の長い髪が、熱をはらんだ風に揺れている。

　また、景色を見ているのだろうか。

　屋上から見えるのは山ばかりで、たいして代わりばえしない。それでいて、どこか違っていて……。

　景色を眺めながら、いつもなにを考えているのだろう。

　こういうときのルーメは、少し、淋さびしそうに見える。

　ルーメが振り返り、感情の読めないさめた海色の瞳ひとみを、歩に向ける。

「通信簿は、いかがでしたか」

「いつもと変わらない。文系がやや高めで、あとはフツー。そっちは」

「１と５が混在していて、総合的にはフツーかと」

　なにが１で、なにが５なのか気になったが、その前に、言いそびれていたことを言ってしまおうと、口を開いた。

「堀ほり井いの誕生日のこと、手伝ってくれてありがとう。助かった」

「ユア・マジェスティをお助けするのが、わたしの役目ですから」

　いつもと変わらない、淡々とした口調でささやく。

「それを言うために、わざわざ階段をのぼってきてくださったのですか」

「まぁ……な」

　真顔で訊きかれると、少し恥ずかしい。

「ついでに音楽でも聴いていこうと思って。なんとなく、屋上で聴きたい気分だったから」

　給水塔のほうへ移動し、日陰に足を投げ出して座る。

　そうして、イヤホンを耳にあてた。

「なんの曲ですか」

「クール・ストーンの『三秒ごとに、愛していると言おう』」

　ルーメの前でさんざん練習した、芹せり乃のとの思い出の曲だ。

「なるほど」

　ルーメが歩あゆむのすぐ隣に、自分も足を横にくずして座り込む。

「わたしにも聴かせてください。ユア・マジェスティの、音程が少々怪しい声でしか聴いたことがありませんでしたので」

「悪かったな」

　歩がイヤホンを差し出すと、ルーメは片方だけとって、

「こちらだけで結構です。ユア・マジェスティも、どうぞお聴きになってください」

　そうして、イヤホンを耳にはめた。

　ひょっとして、歩が芹せり乃のとイヤホンを共有して曲を聴いていたのを、店の窓からでも見ていたのだろうか。

（……まぁ、いいか）

　歩も、イヤホンを耳につける。

　そうして、芹乃のときと同じく、顔がくっつきそうな距離で、あのときよりも切なくおだやかな気持ちで耳を傾けた。



　きみと出会えたことは　最高の奇跡で

　嬉うれしいのに　失うことが怖くて

　臆おく病びようになってしまうから



















　だから三秒ごとに、愛していると言おう



　きみが僕から目をそらさないように



（あまったるい詩だなー）

　でも、悪くない。

　恋は、悪くない。

　たとえ、その先にあるのが、別れでも。

　透明な光が降り注ぐ、まぶしすぎる夏空へ視線を向けて目を細めながら、歩あゆむは、芹せり乃のが教えてくれた曲を、聴き続けた。





　明日から、夏休みだ。








　あとがき



　二巻を執筆するにあたり、悩んだ箇所がありました。

　芹せり乃のの名前です。

　一巻で、このシリーズが出版されるまでのいきさつを延々と書いたとおり、最初にキャラ設定をして、プロットを立てたのが八年ほど前でした。各キャラの名前も設定も、ルーメ以外、そのままです。

　何な故ぜルーメだけ変わったかというと、当時は黒髪ロングの日本人だったからです。外見が外国人になったので、名前もそれに合わせて変えたのでした。

　芹乃の場合は、ツンデレ、モデル、セリリンといった特徴が、超有名な某キャラとかぶっていたので、せめて名前だけでも芹せり香かとか芹せり音ねとかに変えた方が良いかと、ずいぶん思案しました。

　結果、芹乃のままでゆくことにしました。

　一度名前をつけてしまうと、やはり変えるのは、なかなか難しいですね。



　奈な月つきここ様、一巻に引き続き、二巻も素晴らしい芹乃やルーメや遥はる菜なやひよりを描かいてくださってありがとうございました。

　ホームページで宣伝までしていただいて、あたたかいお言葉に、胸がじんとしてしまいました。

　奈月様からいただいた、あの感想のお言葉だけで、この作品を出せてよかったと思いました。



　一巻を読んでくださった読者の皆様も、二作目を続けて手にとってくださったかたも、本当にありがとうございます。

　少しずつではありますが、これからも精進してゆきたいと思います。










　著者

　今井楓人（いまい・かえと）

　　満員電車とダイヤの乱れが苦手です。

　　人混みが苦手です。



　イラスト

　奈月ここ（なつき・ここ）

　　『探偵オペラ　ミルキィホームズ』コミカライズ、『モテモテな僕は世界まで救っちゃうんだぜ（泣）』（このライトノベルがすごい！文庫）挿絵など多数手がける。

　　http://coconutbless.com/
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